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日
本
記
者
ク
ラ
ブ
は
５
月
24
日
に
社
員
総
会
を
開
き
、
理

事
29
人
、
監
事
３
人（
と
も
に
１
期
２
年
）を
選
出
、
第
25

期
の
執
行
部
が
発
足
し
た
。

　
総
会
を
受
け
て
開
か
れ
た
理
事
会
は
、
原
田
亮
介
さ
ん

（
日
経
新
聞
）の
後
任
の
理
事
長
に
朝
日
新
聞
社
役
員
待
遇
論

説
主
幹
の
根
本
清
樹
さ
ん
を
互
選
に
よ
り
選
ん
だ
。
副
理
事

長
に
は
共
同
通
信
社
編
集
局
長
の
沢
井
俊
光
さ
ん（
新
任
）、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
理
事
の
小
池
英
夫
さ
ん（
再
任
）が
就
任
し
た
。

　
原
田
さ
ん
は
小
田
尚
さ
ん（
読
売
新
聞
）の
後
を
受
け
２

０
１
８
年
２
月
に
理
事
長
職
に
就
き
、
ク
ラ
ブ
の
か
じ
取
り

に
あ
た
っ
た
。
第
20
代
理
事
長
に
就
任
し
た
根
本
さ
ん
は
政

治
部
出
身
、
天
声
人
語
の
筆
者
も
務
め
た
。

　
新
理
事
長
は
５
人
の
理
事
に
各
委
員
会
の
委
員
長
を
委
嘱

し
た
。
顔
ぶ
れ
は
左
記
の
通
り
。

　
総
務
委
員
長
＝
前
田
浩
智
さ
ん（
毎
日
新
聞
、
再
任
）、

会
員
資
格
委
員
長
＝
田
中
隆
之
さ
ん（
読
売
新
聞
、
再
任
）、

企
画
委
員
長
＝
藤
井
彰
夫
さ
ん（
日
経
新
聞
、
新
任
）、
会

報
委
員
長
＝
乾
正
人
さ
ん（
産
経
新
聞
、
再
任
）、
施
設
運

営
委
員
長
＝
内
藤
正
彦
さ
ん（
テ
レ
ビ
朝
日
、
新
任
）。

�

（
江
木
慎
吾
）

◇

　
５
年
間
、
事
務
局
を
率
い
た
土
生
修
一
専
務
理
事
の
後
を

受
け
、
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
に
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
３
㌻
に
新
旧
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
、
４
㌻
に
新
役
員
名
簿
、
20
㌻
に

２
０
２
０
年
度
決
算
書
、
付
録
・
同
事
業
報
告
要
約
版
）

新
理
事
長
に
根
本
清
樹
さ
ん（
朝
日
）

�

第
25
期
執
行
部
発
足

集団接種、待ったなし
両国国技館で65歳以上を対象とした新型コロナワクチンの集団接種が行われた。ワクチン接種の
順番を待つ人たち＝5月24日、東京都墨田区、撮影：佐藤　徳昭（産経新聞社写真報道局）
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５
月
24
日
に
開
か
れ
た
社
員
総
会
に
よ

っ
て
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
２
０
２
０
年

度
の
事
業
報
告
、
決
算
が
承
認
さ
れ
た
。

　
す
べ
て
の
活
動
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
。
20

年
４
月
に
出
さ
れ
た
最
初
の
緊
急
事
態
宣

言
の
直
後
、
ク
ラ
ブ
施
設
は
閉
鎖
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
そ
ん
な
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
シ
ス
テ
ム「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」を
使
っ
た

ラ
イ
ブ
配
信
を
利
用
し
て
記
者
会
見
を
続

け
、
そ
の
様
子
を
会
員
、
会
員
社
所
属
記

者
に
届
け
た
。

３
種
の
記
者
会
見
を
使
い
分
け

　
ゲ
ス
ト
が
来
場
せ
ず
に
リ
モ
ー
ト
で
登

壇
す
る
会
見
、
会
見
場
に
記
者
の
い
な
い

オ
ン
ラ
イ
ン
会
見
、
会
場
の
人
数
を
制
限

し
つ
つ
オ
ン
ラ
イ
ン
も
利
用
す
る
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
会
見
を
感
染
状
況
に
応
じ
て
使
い

分
け
た
。
顔
を
合
わ
せ
た
や
り
と
り
の
迫

力
が
そ
が
れ
る
一
方
で
、
距
離
的
な
制
約

が
な
く
な
る
分
、
登
壇
者
や
記
者
参
加
の

可
能
性
が
広
が
る
効
果
も
あ
っ
た
。

　
最
も
多
く
の
参
加
者
を
数
え
た
東
京
都

知
事
選
立
候
補
予
定
者
に
よ
る
共
同
記
者

会
見（
６
月
17
日
）は
、
５
人
の
発
言
者

が
全
員
リ
モ
ー
ト
で
参
加
し
た
。
一
方
、

自
民
党
総
裁
選
立
候
補
者
討
論
会（
９
月

12
日
）は
３
候
補
者
と
も
に
来
場
、
記
者

席
を
従
来
の
４
割
に
減
ら
す
な
ど
し
て
開

催
し
た
。

　
20
年
度
に
主
催
し
た
記
者
会
見
、
討
論

会
な
ど
の
プ
レ
ス
向
け
行
事
は
１
８
７
回

と
、
前
年
度
に
比
べ
17
％
減
だ
っ
た
。
緊

急
事
態
宣
言
に
よ
る
社
会
活
動
の
停
滞
と

混
乱
を
考
慮
す
る
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用

に
よ
っ
て
ニ
ュ
ー
ス
の
発
信
基
地
と
し
て

の
役
割
を
一
定
程
度
、
果
た
せ
た
と
考
え

る
。

　「
３
・
11
か
ら
10
年
」を
21
年
１
月
末

か
ら
集
中
企
画
と
し
て
展
開
、
被
災
地
の

知
事
、
首
長
を
中
心
に
会
見
は
16
回
を
数

え
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
シ
リ
ー
ズ
記
者
会

見
は
約
60
回
に
及
び
、
年
度
を
ま
た
い
で

継
続
し
て
い
る
。
ま
た
、「
米
大
統
領
選

の
行
方
」は「
バ
イ
デ
ン
の
ア
メ
リ
カ
」シ

リ
ー
ズ
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　
取
材
団
・
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
は
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
10
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

規
模
を
縮
小
し
な
が
ら
東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
訪
問
を
２
回
、
実
施
し
た
。
記
者

研
修
会
も
リ
モ
ー
ト
で
開
催
し
た
。

事
業
収
益
が
減
り「
赤
字
決
算
」

　
収
益
事
業
は
コ
ロ
ナ
禍
の
直
撃
を
受
け

た
。
最
初
の
緊
急
事
態
宣
言
後
は
２
カ
月

近
く
に
わ
た
り
施
設
を
全
面
閉
鎖
し
た
た

め
、
す
べ
て
の
事
業
収
入
が
途
絶
え
た
。

会
議
室
の
貸
室
利
用
件
数
、
収
入
と
も
前

年
度
の
約
30
％
に
と
ど
ま
り
、ラ
ウ
ン
ジ
、

レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
飲
食
サ
ー
ビ
ス
売
り
上

げ
の
一
部
戻
し
入
れ
は
緊
急
事
態
を
受
け

て
停
止
し
た
。

　
決
算
は
、
収
益
が
費
用
を
下
回
り
正
味

財
産
が
減
少
す
る「
赤
字
決
算
」と
な
っ

た
。
正
味
財
産
増
減
計
算
書（
20
㌻
参
照
）

に
よ
る
と
、
経
常
収
益（
収
入
）が
約
３

億
１
５
６
０
万
円
と
前
年
度
の
約
86
％
に

と
ど
ま
っ
た
。
貸
室
な
ど
の
事
業
収
益
が

前
年
比
約
22
％
の
約
１
２
１
０
万
円
と
大

幅
に
減
少
、
受
取
会
費
も
法
人
会
員
社
の

退
会
や
個
人
会
員
の
減
少
に
伴
い
約
６
４

０
万
円
減
っ
た
こ
と
が
影
響
し
た
。

　
一
方
、
経
常
費
用（
支
出
）も
前
年
度

に
比
べ
て
約
２
６
２
０
万
円
減
の
約
３
億

５
２
９
０
万
円
に
と
ど
ま
っ
た
。事
業
費
、

管
理
費
な
ど
ほ
と
ん
ど
の
科
目
が
前
年
度

を
下
回
っ
た
。

　
こ
の
結
果
、
収
入
と
支
出
の
差
で
あ
る

正
味
財
産
増
減
額
は
約
マ
イ
ナ
ス
３
７
３

０
万
円
と
な
り
、
当
年
度
の
正
味
財
産
期

末
残
高
は
約
８
億
２
６
２
０
万
円
と
な
っ

た
。 

（
江
木
）
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新旧理事長のあいさつ

「
分
断
な
き
公
共
圏
」
の
一
翼
を

根
本
　
清
樹

逆
境
バ
ネ
に
リ
モ
ー
ト
中
心
に

原
田
　
亮
介

　
２
０
１
８
年
１
月
、
前
任
の
小
田
尚
理

事
長
が
急
き
ょ
退
任
し
、
そ
の
翌
月
、
後

任
に
就
く
こ
と
は
自
分
で
も
大
変
な
驚
き

で
し
た
。
歴
代
の
理
事
長
は
そ
う
そ
う
た

る
顔
ぶ
れ
で
、
そ
ん
な
資
質
が
あ
る
と
は

思
え
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
３
年
３
カ
月

を
振
り
返
る
と
今
は
ほ
っ
と
し
た
半
面
、

十
分
に
責
任
を
果
た
し
得
た
の
か
と
改
め

て
自
問
し
て
い
ま
す
。

　
残
念
だ
っ
た
の
は
、
昨
年
初
め
か
ら
今

な
お
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
活
動
が
制
限
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
ク

ラ
ブ
の
根
幹
で
あ
る
記
者
会
見
が
従
来
通

り
開
け
な
く
な
り
、
９
階
の
ラ
ウ
ン
ジ
や

レ
ス
ト
ラ
ン
も
緊
急
事
態
宣
言
で
一
時
的

に
閉
鎖
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
会

員
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
を

お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

　
前
例
の
な
い
事
態
で
し
た
。
た
だ
事
務

局
の
創
意
工
夫
で
リ
モ
ー
ト
会
見
の
環
境

が
整
っ
た
こ
と
で
、
図
ら
ず
も
記
者
ク
ラ

ブ
の
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）を
推
進
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
会
見
は
回
数
も
そ
の
質
も
、
従
来
と
そ

メ
リ
ッ
ト
も
発
見
し
ま
し
た
。

　
記
者
ク
ラ
ブ
の
会
議
室
を
借
り
て
有
志

で
20
年
来
勉
強
会
を
続
け
て
い
る
の
で
す

が
、
そ
れ
も
リ
モ
ー
ト
に
移
行
し
、
サ
ポ

ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
技
術
に
対

う
劣
ら
な
い
も
の
を
開
き
続
け
る
こ
と
が

で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
悪
い
こ
と
ば

か
り
で
は
な
く
、
海
外
の
ス
ピ
ー
カ
ー
に

登
壇
し
て
も
ら
っ
た
り
、
地
方
支
局
の
記

者
た
ち
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
り
と
い
う

応
す
る
に
は
そ
れ
を
よ
く
知
る
若
い
人
の

声
を
率
直
に
聞
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
は
日
本
全
体
の
変
化
へ
の
適

応
力
を
試
し
て
い
ま
す
。

　「
バ
ブ
ル
敗
戦
」「
フ
ク
シ
マ
敗
戦
」「
コ

ロ
ナ
敗
戦
」と
過
去
30
年
は
敗
戦
続
き
と

い
う
指
摘
も
あ
り
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
と
し

て
何
が
で
き
る
か
、
今
後
は
一
記
者
と
し

て
取
材
活
動
を
通
じ
て
考
え
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。
非
力
で
す
が
引
き
続
き
、
記

者
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
応
援
す
る
つ
も
り
で

す
。
根
本
清
樹
新
理
事
長
の
も
と
で
の
新

体
制
に
期
待
し
ま
す
。

 （
は
ら
だ
・
り
ょ
う
す
け
　
日
本
経
済
新
聞
社
論

説
主
幹
）

　
20
代
後
半
、
グ
リ
コ
森
永
事
件
が
尾
を

引
く
大
阪
で
殺
人
事
件
の
取
材
に
明
け
暮

れ
て
い
た
ら
、
ア
エ
ラ
の
創
刊
に
徴
用
さ

れ
、ま
さ
か
の
東
京
転
勤
。
時
は
バ
ブ
ル
、

今
度
は
経
済
事
件
を
本
職
に
し
よ
う
と

「
闇
の
紳
士
た
ち
」の
界
隈
を
う
ろ
つ
い

て
い
た
ら
、
ま
さ
か
の
政
治
部
行
き
。
そ

の
後
も
論
説
委
員
、
コ
ラ
ム
書
き
等
々
、

ま
さ
か
続
き
の
記
者
人
生
で
す
が
、
今
回

の
ご
指
名
は
極
め
つ
き
の
ま
さ
か
で
し

た
。

　
私
は
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
と
は
縁
ま
こ
と

に
薄
く
、
会
見
リ
ポ
ー
ト
を
１
回
書
い
た

こ
と
と
、
先
輩
記
者
が
入
会
す
る
折
に
推

薦
人
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
く
ら
い
で

す
。
そ
ん
な
人
間
で
い
い
の
か
と
い
う
迷

い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
並
み
い
る
役
員
の

方
々
に
は
か
ね
て
見
知
っ
た
顔
も
多
く
、

大
い
に
心
強
く
思
わ
れ
て
お
引
き
受
け
し

た
次
第
で
す
。

　
か
つ
て
東
大
の
公
共
政
策
大
学
院
で

「
政
治
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
」と
い
う
授
業

を
一
緒
に
受
け
持
っ
た
こ
と
の
あ
る
谷
口

将
紀
教
授
が
最
近
、「
転
換
期
の
ニ
ュ
ー

ス
メ
デ
ィ
ア
」と
題
す
る
文
章
を
書
い
て

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
の
た
め
に
は
、「
新
聞
各
社
の
論
調

や
新
旧
メ
デ
ィ
ア
の
垣
根
を
越
え
、
新
し

い
時
代
の
公
共
圏
、
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
を

い
ま
す
。

　
い
わ
く
、
サ
イ
バ
ー
カ
ス
ケ
ー
ド
、
フ

ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
と
い
っ
た
、
ネ
ッ
ト
を

通
じ
た
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
危

う
さ
を
回
避
し
、
民
主
政
治
の
健
全
性
を

デ
ザ
イ
ン
す
べ
き
」だ
と
の
主
張
で
す

（
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構「
わ
た

し
の
構
想
№
54
」）。

　
的
確
な
診
断
で
あ
り
、
ま
っ
と
う
な
処

方
箋
で
し
ょ
う
。

　
50
年
以
上
に
わ
た
り
、「
ニ
ュ
ー
ス
の

発
信
基
地
」と
し
て
成
長
し
て
き
た
日
本

記
者
ク
ラ
ブ
は
、
ま
さ
に
公
共
圏
、
谷
口

さ
ん
の
言
に
従
え
ば「
分
断
な
き
公
共

圏
」の
一
翼
を
担
う
使
命
を
帯
び
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
役
割
を
よ
り
よ
く
果
た
せ
る
よ

う
、
微
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

 （
ね
も
と
・
せ
い
き
　
朝
日
新
聞
社
役
員
待
遇
論

説
主
幹
）
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新しい執行 部

　
彼
は
会
見
前
の
ゲ
ス
ト
控
室
で
大
き
な

体
を
折
り
曲
げ
う
つ
む
い
た
ま
ま
無
言
だ

っ
た
。「
会
見
を
途
中
で
止
め
る
か
も
」

と
腹
を
く
く
っ
た
。
と
こ
ろ
が
…

　
先
月
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
専
務
理
事
職

を
退
い
た
。
７
年
間
の
事
務
局
勤
務
で
１

０
０
０
回
以
上
の
会
見
に
立
ち
会
っ
た
。

　
忘
れ
が
た
い
の
は
、
危
険
タ
ッ
ク
ル
で

批
判
の
的
に
な
っ
た
ア
メ
フ
ト
の
学
生
選

手
の
謝
罪
会
見
だ
。
会
見
で
の
彼
は
控
室

と
は
別
人
の
よ
う
に
正
面
を
向
い
て
き
ち

ん
と
謝
罪
し
、
事
実
関
係
は
語
っ
た
が
、

だ
れ
も
非
難
し
な
か
っ
た
。「
こ
い
つ
、

す
ご
い
」。
会
場
の
雰
囲
気
が
陰
か
ら
陽

に
変
化
し
不
思
議
な
一
体
感
が
生
ま
れ

た
。
ま
る
で
完
成
度
の
高
い
舞
台
劇
の
よ

う
で
、
記
者
会
見
の
魔
力
を
実
感
し
た
。

　
香
港
の
女
子
学
生
で
民
主
活
動
家
の
ア

グ
ネ
ス
・
チ
ョ
ウ
さ
ん
は
香
港
大
規
模
デ

モ
直
後
に
来
日
、「
日
本
人
は
民
主
主
義

の
た
め
に
本
気
で
戦
っ
て
い
ま
す
か
」と

流
暢
な
日
本
語
で
訴
え
た
。
大
震
災
被
災

地
の
多
く
の
市
町
村
長
が
原
稿
に
頼
ら
ず

自
分
の
言
葉
で
質
問
に
答
え
る
姿
勢
に
も

覚
悟
を
感
じ
た
。

　
会
見
後
の
雑
談
も「
役
得
」だ
っ
た
。

ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
さ
ん
は
ロ
ヒ
ン
ギ

ャ
関
連
の
質
問
に
辟
易
し
た
の
か「
ど
の

国
の
記
者
も
同
じ
質
問
ば
っ
か
り
」と
ぼ

や
き
、
羽
生
結
弦
選
手
に「
お
酒
飲
み
ま

す
か
」と
聞
い
た
ら「
体
質
的
に
飲
め
な

い
け
れ
ど
お
酒
は
全
く
必
要
あ
り
ま
せ

ん
」と
言
わ
れ
、
呑
み
助
の
当
方
は
な
ぜ

か
敗
北
感
に
襲
わ
れ
た
。
思
え
ば
、
多
彩

な
ゲ
ス
ト
に
直
接
接
す
る
、
ぜ
い
た
く
な

経
験
だ
っ
た
。

　
そ
れ
に
し
て
も
競
争
相
手
の
同
業
者
が

企
業
の
壁
、
媒
体
の
差
を
越
え
一
緒
に
運

営
に
関
与
し
活
動
に
参
加
す
る
組
織
な
ん

て
他
業
種
で
は
考
え
ら
れ
な
い
。
報
道
の

公
共
性
あ
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア

界
の〝
国
際
機
関
〟で
あ
り
、
メ
デ
ィ
ア

協
力
の
実
験
場
で
も
あ
る
。
分
断
の
時
代

に
そ
の
役
割
は
さ
ら
に
重
要
度
を
増
し
て

い
る
。

　
一
方
で
、
全
国
の
現
場
記
者
の
オ
ン
ラ

イ
ン
会
見
利
用
拡
大
、
地
方
放
送
局
の
ク

ラ
ブ
へ
の
復
帰
、
会
見
ア
ー
カ
イ
ブ
の
大

学
な
ど
で
の
活
用
な
ど
未
決
の
課
題
も
多

い
。
私
の
力
不
足
を
痛
感
し
て
い
る
。

　
最
後
に
、
以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
る

言
葉
を「
置
き
土
産
」と
し
た
い
。

　「
故
郷
を
甘
美
に
思
う
の
は
未
熟
な
初

心
者
だ
。
ど
の
土
地
も
我
が
故
郷
と
感
じ

る
者
は
す
で
に
強
さ
を
備
え
た
者
だ
。
し

か
し
全
世
界
を
異
郷
と
感
じ
る
者
こ
そ
完

璧
で
あ
る
」（
聖
ビ
ク
ト
ル
の
フ
ー
ゴ
ー
）

（
顧
問
）

事
務
局
の
７
年
を
振
り
返
っ
て

土
生

　修
一

◇
理
事
長（
新
）

根
本
　
清
樹	
朝
日
新
聞
社
役
員
待
遇
論
説

主
幹

◇
副
理
事
長（
新
）

沢
井
　
俊
光	

共
同
通
信
社
編
集
局
長

◇
副
理
事
長（
再
）

小
池
　
英
夫	

日
本
放
送
協
会
理
事

◇
専
務
理
事（
新
）

江
木
　
慎
吾	

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
事
務
局
長

◇
理
事
・
総
務
委
員
長（
再
）

前
田
　
浩
智	

毎
日
新
聞
社
主
筆

◇
理
事
・
会
員
資
格
委
員
長（
再
）

田
中
　
隆
之	

読
売
新
聞
社
常
務
取
締
役
編

集
局
長

◇
理
事
・
企
画
委
員
長（
新
）

藤
井
　
彰
夫	

日
本
経
済
新
聞
社
常
務
執
行

役
員
論
説
委
員
長

◇
理
事
・
会
報
委
員
長（
再
）

乾
　
　
正
人	

産
経
新
聞
社
執
行
役
員（
論

説
・
正
論
担
当
）論
説
委
員

長

◇
理
事
・
施
設
運
営
委
員
長（
新
）

内
藤
　
正
彦	

テ
レ
ビ
朝
日
報
道
局
ニ
ュ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
長

◇
理
事

皆
川
　
　
毅	

時
事
通
信
社
取
締
役

小
林
　
　
巧	

北
海
道
新
聞
社
東
京
支
社
長

伊
藤
　
哲
哉	

山
形
新
聞
社
取
締
役
東
京
支

社
長

笹
目
　
　
悟	

茨
城
新
聞
社
東
京
支
社
長

井
上
　
裕
子	

信
濃
毎
日
新
聞
社
東
京
支
社

長

喜
聞
　
広
典	

中
日
新
聞
社
取
締
役
論
説
担

当
兼
東
京
本
社
論
説
室
論
説

主
幹

太
田
　
隆
之	

山
陽
新
聞
社
東
京
支
社
長

三
谷
　
恵
介	

愛
媛
新
聞
社
東
京
支
社
長
兼

総
務
部
長

椛
島
　
　
滋	

西
日
本
新
聞
社
執
行
役
員
ビ

ジ
ネ
ス
開
発
局
長

宮
本
　
和
明	

熊
本
日
日
新
聞
社
役
員
待
遇

東
京
支
社
長

竹
内
　
　
明	

Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
報
道
局
長

粕
谷
　
賢
之	

日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
取
締
役

執
行
役
員
報
道
局
解
説
委
員

長

小
林
　
　
毅	

フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
取
締
役

ニ
ュ
ー
ス
総
局
報
道
担
当
報

道
局
長

大
信
田
雅
二	

テ
レ
ビ
東
京
執
行
役
員
報
道

局
担
当

徂
徠
　
雅
夫	

読
売
テ
レ
ビ
放
送
営
業
局
担

当
局
長

鈴
木
　
裕
貴	
札
幌
テ
レ
ビ
放
送
東
京
支
社

長

清
水
　
　
徹	

テ
レ
ビ
西
日
本
東
京
支
社
長

西
野
　
文
章	

日
本
新
聞
協
会
専
務
理
事
・

事
務
局
長

永
原
　
　
伸	

日
本
民
間
放
送
連
盟
専
務
理

事

富
田
　
　
恵	

日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
専
務

取
締
役

◇
監
事

森
田
　
久
志	

日
刊
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
社
編
集

局
長

藤
井
　
庸
義	

日
本
農
業
新
聞
編
集
局
長

柴
田
陽
一
郎	

東
京
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
テ
レ

ビ
ジ
ョ
ン
常
務
執
行
役
員
放

送
本
部
副
本
部
長

	

報
道
局
長
・
技
術
局
長

第
25
期
役
員（
２
０
２
１
・
５
～
２
０
２
３
・
５
）�

＊
役
職
は
５
月
24
日
現
在
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贈 賞式・会議報告

　
２
０
２
１
年
度
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
の

贈
賞
式
が
、
５
月
24
日（
月
）に
会
見
場

で
開
か
れ
た
。

　
例
年
、
多
く
の
招
待
者
を
招
い
て
レ
ス

ト
ラ
ン
・
ア
ラ
ス
カ
で
贈
賞
式
と
パ
ー
テ

ィ
ー
を
開
催
し
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を
考
慮
し
て
昨
年

同
様
、
パ
ー
テ
ィ
ー
を
取
り
や
め
、
社
員

総
会
後
に
総
会
に
出
席
し
た
理
事
や
法
人

代
表
の
前
で
贈
賞
式
の
み
行
っ
た
。

　
こ
の
日
で
理
事
長
と
し
て
の
任
期
を
終

え
退
任
す
る
原
田
亮
介
さ
ん（
日
本
経
済

新
聞
）か
ら
ク
ラ
ブ
賞
の
大
久
保
真
紀
さ

ん（
右
・
朝
日
新
聞
）と
杉
田
弘
毅
さ
ん（
共

同
通
信
）に
表
彰
状
と
副
賞
が
贈
ら
れ
た
。

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
大
久
保
さ
ん
は
、

「
声
な
き
声
に
耳
を
傾
け
、
新
聞
と
い
う

媒
体
を
使
っ
て
伝
え
る
こ
と
に
心
血
を
注

い
で
き
た
。
25
年
前
に
売
春
宿
か
ら
救
出

さ
れ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
女
性
か
ら『
自
分

の
よ
う
な
思
い
を
す
る
人
を
減
ら
し
て
ほ

し
い
か
ら
、
自
分
の
こ
と
を
多
く
の
人
に

伝
え
て
ほ
し
い
』と
託
さ
れ
た
。
取
材
相

手
が
身
を
切
る
よ
う
な
思
い
で
語
っ
て
く

れ
た
こ
と
を
伝
え
る
重
み
を
感
じ
て
い

る
。
そ
の
責
任
を
果
た
す
に
は
取
材
相
手

と『
限
り
な
く
近
く
、
し
か
し
同
化
せ
ず

に
』を
信
条
に
こ
れ
か
ら
も
伝
え
る
こ
と

を
続
け
た
い
」と
語
っ
た
。

　
杉
田
さ
ん
は「
あ
る
先
輩
に
受
賞
を
報

告
し
た
ら『
ま
だ
終
わ
り
じ
ゃ
な
い
か

ら
』と
言
わ
れ
た
。
受
賞
で
仕
事
の
ペ
ー

ス
を
緩
め
る
な
、
と
の
戒
め
の
言
葉
と
受

け
取
っ
た
。
今
で
も
国
際
報
道
は
何
だ
ろ

う
と
い
う
思
い
が
あ
る
。
せ
っ
か
く
国
際

報
道
を
や
る
の
な
ら
、
現
地
事
情
の
紹
介

だ
け
で
な
く
、
日
本
人
の
視
点
で
何
か
伝

え
ら
れ
な
い
か
と
、
も
が
き
続
け
て
き
た

33
年
間
だ
っ
た
。
今
回
の
受
賞
は
私
の
長

い
国
際
報
道
の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
。
私
の

中
に『
も
っ
と
や
ら
ね
ば
』と
の
思
い
が

あ
る
。
今
回
の
受
賞
を
励
み
に
し
た
い
」

と
話
し
た
。

２
人
の「
受
賞
の
こ
と
ば
」は
６
、７
㌻
に
掲
載

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
贈
賞
式

■
会
議
報
告

●
第
98
回
定
時
社
員
総
会�

�
�

（
５
・
24
　
会
見
場
）

書
面
議
決
社
員
を
含
め
出
席
社
員
計
１

１
３
社
の
出
席
を
も
っ
て
成
立（
定
足
数

66
社
）、
定
款
25
条
に
よ
り
、
原
田
亮
介

理
事
長
が
議
長
に
な
り
開
催
さ
れ
た
。

２
０
２
０
年
度
の
事
業
報
告（
今
号
付

録
）・
同
決
算（
詳
細
２
㌻
、
別
表
20
―

21
㌻
）を
理
事
会
案
ど
お
り
承
認
し
た
。

続
い
て
第
25
期
役
員
の
選
任
に
移
り
、

役
員
選
出
委
員
会
の
原
案
ど
お
り
理
事
29

人
、
監
事
３
人
を
選
任
し
た
。

●
第
６
６
６
回
理
事
会（
５
・
24
　
会
見
場
）

定
時
社
員
総
会
で

選
任
さ
れ
た
新
役
員

に
よ
る
理
事
会
が
行

わ
れ
、
理
事
長
に
根

本
清
樹
さ
ん（
写
真
　

朝
日
新
聞
＝
新
任
）

を
互
選
、
副
理
事
長
に
沢
井
俊
光
さ
ん

（
共
同
通
信
＝
新
任
）、
小
池
英
夫
さ
ん

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
＝
再
任
）、
専
務
理
事
に
江
木
慎

吾（
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
＝
新
任
）が
選
定

さ
れ
た
。
さ
ら
に
総
務
、
会
員
資
格
、
企

画
、
会
報
、
施
設
運
営
の
各
委
員
会
委
員

長
を
委
嘱
す
る
こ
と
を
決
め
た
。（
４
㌻

参
照
）

出
席
　
根
本
理
事
長
、
沢
井
、
小
池
の
両

副
理
事
長
、
江
木
専
務
理
事
、
前
田
、
田

中
、
藤
井（
彰
）、
皆
川
、
小
林（
巧
）、

笹
目
、
井
上
、
喜
聞
、
太
田
、
三
谷
、
宮

本
、
竹
内
、
粕
谷
、
内
藤
、
小
林（
毅
）、

大
信
田
、
徂
徠
、
鈴
木
、
清
水
、
西
野
、

富
田
の
各
理
事
、
森
田
、
藤
井（
庸
）、

柴
田
の
各
監
事
。

●
第
４
２
３
回
会
報
委
員
会�

�
�

（
５
・
12
　
大
会
議
室
）

６
月
号
の
編
集
を
協
議
。
24
期
を
終
え

る
に
あ
た
り
各
委
員
が
所
感
を
述
べ
た
。

出
席
　
乾
委
員
長
、齊
藤
、曽
我
部
、桑
田
、

高
橋
、
中
村
、
迫
田
、
西
井
の
各
委
員
。

●
第
５
１
７
回
企
画
委
員
会�

�
�

（
５
・
14
　
10
階
ホ
ー
ル
・
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）

５
月
で
退
任
す
る
川
村
晃
司
委
員（
個

人
Ｄ
会
員
）、
倉
重
篤
郎
委
員（
〃
）、
藤

井
一
明
委
員（
日
本
経
済
新
聞
）、
藤
賀

三
雄
委
員（
日
本
経
済
新
聞
）が
あ
い
さ

つ（
藤
井
委
員
は
欠
席
の
た
め
事
務
局
代

読
）。そ
の
後
、
ゲ
ス
ト
候
補
案
を
協
議
し

た
。
最
後
に
24
期
で
退
任
す
る
西
村
陽
一

委
員
長（
朝
日
新
聞
）が
あ
い
さ
つ
し
た
。

出
席
　
西
村
委
員
長
、
坪
井
、
黒
沢
、
佐

藤
、
橋
本
、
猪
熊
、
大
内
、
藤
井（
彰
）、

藤
賀
、
佐
々
木
、
川
上
、
小
林
、
中
村
、

早
川
、
宮
内
、
伊
藤
、
出
川
、
川
戸
、
播

摩
、小
栗
、福
田
、倉
重
、川
村
の
各
委
員
。

●
第
２
４
０
回
施
設
運
営
委
員
会（
書
面
）

20
年
度
の
飲
食
売
り
上
げ
と
貸
室
利
用

状
況
、
緊
急
事
態
宣
言
下
の
ク
ラ
ブ
の
対

応
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

●
第
５
２
５
回
会
員
資
格
委
員
会（
書
面
）

６
月
１
日
付
入
退
会
を
審
議
、
理
事
会

に
答
申
し
た
。
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提
案
し
直
し
て
載
せ
た
記
事
も
あ
る
。

悔
し
涙
に
く
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
か

っ
た
が
、
そ
ん
な
私
を
支
え
て
く
れ
た
の

は
読
者
の
方
々
か
ら
の
励
ま
し
や
感
想
を

つ
づ
っ
た
手
紙
や
フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル
だ
。

保
管
し
て
あ
る
フ
ァ
イ
ル
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
確
認
で
き
た
だ
け
で
、
95
年
か
ら
１

５
５
４
通
あ
っ
た
。

「
私
に
は
読
者
が
い
る
」。
そ
の
思
い
に

背
中
を
押
さ
れ
、
積
み
重
ね
て
き
た
仕
事

を
評
価
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
が
、
何
よ

り
も
う
れ
し
い
。

私
に
は
明
晰
な
頭
脳
や
豊
か
な
才
能
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
新
聞
記
者
と
し
て

特
別
な
こ
と
も
し
て
は
い
な
い
。
今
回
の

受
賞
は
、
私
が
追
い
か
け
て
き
た
児
童
福

祉
な
ど
の
分
野
の
重
要
性
が
社
会
的
に
認

め
ら
れ
た
と
同
時
に
、
愚
直
に
コ
ツ
コ
ツ

積
み
重
ね
る
取
材
の
重
み
を
信
じ
る
記
者

た
ち
全
て
が
評
価
さ
れ
た
も
の
だ
と
感
じ

て
い
る
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
お
く
ぼ
・
ま
き
　
１
９
６
３
年
福
岡
県
生
ま

れ
　
国
際
基
督
教
大
学
卒
　
87
年
朝
日
新
聞
社
入

社
　
支
局
勤
務
を
経
て
東
京
本
社
社
会
部
で
旧
厚

生
省
　
遊
軍
な
ど
を
担
当
　
鹿
児
島
総
局
次
長
を

経
て
現
職
　
中
国
残
留
邦
人
や
虐
待
を
受
け
た
子

ど
も
　
冤
罪
被
害
者
な
ど
　「
声
な
き
声
」に
耳

を
傾
け
る
取
材
を
重
ね
る
　
著
書
に『
ル
ポ
　
児

童
相
談
所
』（
朝
日
新
聞
出
版
、
18
年
）　『
献
身

　
遺
伝
病
Ｆ
Ａ
Ｐ
患
者
と
志
多
田
正
子
た
ち
の
た

た
か
い
』（
高
文
研
、
14
年
）な
ど

の
人
に
関
心
が
向
く
の
か
と
も
質
問
さ
れ

た
。振

り
返
る
と
―
―
父
の
頻
繁
な
転
勤
で

何
度
も
転
校
生
に
な
っ
た
こ
と
。
五
輪
に

憧
れ
小
中
高
と
水
泳
を
続
け
、
１
日
10
㌔

近
く
泳
ぎ
込
ん
で
必
死
に
頑
張
っ
て
も
日

本
選
手
権
の
予
選
に
出
る
の
が
や
っ
と
の

選
手
だ
っ
た
こ
と
。
何
と
か
国
際
基
督
教

大
学
に
入
っ
た
が
、
英
語
で
行
わ
れ
る
授

業
の
内
容
が
全
く
わ
か
ら
ず
つ
い
て
い
け

な
か
っ
た
こ
と
。
入
社
試
験
で
全
滅
し
た

こ
と
…
…
。
記
者
に
な
る
前
の
そ
う
し
た

体
験
が
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

と
は
い
え
、
大
学
教
育
ま
で
受
け
、
私

は
86
年
に
施
行
さ
れ
た
男
女
雇
用
機
会
均

等
法
の
第
１
世
代
で
も
あ
る
。
新
聞
記
者

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
材
を
す
る
中
で
、

自
分
が
恵
ま
れ
た
立
場
に
い
る
こ
と
に
も

気
づ
か
さ
れ
た
。
私
が
知
り
得
た
こ
と
を

社
会
に
伝
え
る
。
そ
れ
が
、
新
聞
記
者
と

し
て
の
自
分
に
課
さ
れ
た
使
命
だ
と
思
い

定
め
た
。

し
か
し
、
担
当
の
仕
事
と
は
別
に
、
私

が
自
分
で
取
材
を
続
け
て
き
た
中
国
残
留

日
本
人
、
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
、

遺
伝
性
難
病
の
患
者
な
ど
の
テ
ー
マ
は
、

大
き
な
事
件
や
事
故
な
ど
と
は
違
い
、

日
々
の
紙
面
の
中
で
は
絶
対
に
必
要
と
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
紙
面

化
に
は
い
つ
も
苦
労
が
つ
き
ま
と
っ
た
。

朝
刊
が
ダ
メ
な
ら
夕
刊
、
社
会
面
が
ダ

メ
な
ら
生
活
面
、
そ
れ
で
も
ダ
メ
な
ら
総

合
面
、
解
説
面
…
…
。
ど
こ
か
で
使
っ
て

も
ら
え
な
い
か
と
社
内
を
行
商
し
て
歩
い

た
。
理
解
し
て
く
れ
な
い
デ
ス
ク
が
人
事

異
動
で
替
わ
る
の
を
待
っ
て
、
１
年
後
に

「
君
が
男
だ
っ
た
ら
な
あ
～
」

36
年
前
の
こ
の
言
葉
を
い
ま
で
も
は
っ

き
り
と
覚
え
て
い
る
。
大
学
４
年
だ
っ
た

１
９
８
５
年
11
月
、
私
は
朝
日
新
聞
な
ど

３
社
の
新
聞
社
の
入
社
試
験
を
受
け
た
。

い
ず
れ
も
最
終
面
接
で
不
合
格
と
な
り
、

そ
の
際
、
朝
日
の
人
事
担
当
者
か
ら
そ
う

言
わ
れ
た
。
男
な
ら
合
格
ラ
イ
ン
を
超
え

て
い
る
と
い
う
意
味
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
れ
ま
で
は
女
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
差

別
を
意
識
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
社
会
に
出
る
直
前
で
、
目
の
前
に
そ

び
え
る
見
え
な
い
壁
を
強
烈
に
意
識
さ
せ

ら
れ
た
。

既
卒
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
女
性
は
一

般
企
業
の
就
職
も
難
し
い
と
さ
れ
て
い
た

時
代
。
悩
み
抜
い
た
末
に
、
両
親
の
反
対

を
押
し
切
り
、
留
年
を
決
め
た
。

「
本
当
に
私
は
新
聞
記
者
に
な
り
た
い

の
か
？
」。
証
券
会
社
で
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
て
学
費
を
稼
ぎ
な
が
ら
、
何
度
も
何
度

も
自
分
に
問
い
か
け
た
。

記者クラブ賞

愚
直
に
重
ね
る
取
材
信
じ
る

　
　
１
５
５
４
通
の
手
紙
に
支
え
ら
れ

大
久
保
　真
紀

（
朝
日
新
聞
社
編
集
委
員
）

記
者
と
し
て
の
原
点
は
、
そ

の
と
き
の
自
問
に
あ
る
。
記
者

と
い
う
仕
事
を
あ
き
ら
め
ず

に
、本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
う
。

授
賞
理
由
に
は「
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
的
弱
者
の
実
態
を
長
期

間
に
わ
た
っ
て
取
材
し
、
報
じ

て
き
た
」と
あ
っ
た
。
周
囲
か

ら
は
改
め
て
、
な
ぜ
弱
い
立
場
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め
し
た
。

日
本
人
に
意
義
あ
る
国
際
報
道
な
ん
て

で
き
る
の
か
、
と
時
々
質
問
を
受
け
る
。

私
は
、
今
も
っ
て
最
も
秀
逸
な
米
国
論
は

ト
ク
ヴ
ィ
ル
の「
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
」だ
と
答
え
て
い
る
。
ト
ク
ヴ
ィ
ル

は
フ
ラ
ン
ス
人
。
こ
の
本
は
19
世
紀
前
半

の
米
国
滞
在
記
で
あ
る
。
な
ぜ
、
フ
ラ
ン

ス
人
に
最
高
の
米
国
論
が
書
け
た
の
か
。

そ
れ
は
、
外
国
人
だ
か
ら
こ
そ
米
国
人

に
は
許
さ
れ
な
い「
米
国
理
念
」へ
の
批

判
が
で
き
た
か
ら
だ
。
そ
の
結
果
、
初
め

て
ア
メ
リ
カ
と
い
う
実
験
国
家
を
世
界
の

人
々
が
理
解
で
き
る
書
物
を
発
表
で
き

た
。
日
本
人
に
も
最
高
の
国
際
報
道
が
で

き
る
は
ず
だ
と
思
う
。
例
え
ば
最
高
の
現

代
中
国
論
を
書
く
の
は
、
中
国
人
記
者
で

は
な
く
、
北
京
や
上
海
、
香
港
に
い
る
日

本
人
記
者
で
は
な
い
か
。

ち
な
み
に
冒
頭
の
先
輩
も
国
際
報
道
を

担
当
す
る
部
署
に
異
動
と
な
り
、
ア
ジ
ア

報
道
の
最
前
線
で
業
績
を
上
げ
た
。

受
賞
を
、
日
本
人
の
国
際
報
道
と
は
何

か
を
み
つ
け
る
里
程
標
と
し
た
い
。

す
ぎ
た
・
ひ
ろ
き
　
１
９
５
７
年
愛
知
県
生
ま

れ
　
一
橋
大
学
法
学
部
卒
　
80
年
共
同
通
信
社
入

社
　
テ
ヘ
ラ
ン
支
局
長
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
　
ワ
シ
ン

ト
ン
の
各
特
派
員
　
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
長
　
論
説

委
員
長
な
ど
を
経
て
現
職
　
Ｂ
Ｓ
朝
日「
日
曜
ス

ク
ー
プ
」ア
ン
カ
ー
　
著
書
に『「
ポ
ス
ト
・
グ
ロ
ー

バ
ル
時
代
」の
地
政
学
』（
新
潮
選
書
、
17
年
）　『
ア

メ
リ
カ
の
制
裁
外
交
』（
岩
波
新
書
、
20
年
）な
ど

の
独
立
。
数
10
万
人
の
市
民
が
歓
喜
し
て

独
立
を
宣
言
す
る
集
会
を
次
々
目
撃
し

「
歴
史
の
最
初
の
記
録
者
」の
興
奮
に
震
え

た
。
湾
岸
戦
争
で
は
、
米
軍
情
報
将
校
を

追
い
か
け
、
開
戦
か
ら
終
戦
ま
で
を
つ
ぶ

さ
に
見
て
、
目
的
を
達
す
れ
ば
イ
ラ
ク
人

を
見
捨
て
る
冷
酷
な
米
国
を
体
験
し
た
。

一
つ
の
国
・
事
象
を
集
中
し
て
取
材
す

る
環
境
を
好
ん
だ
。
海
外
支
局
に
は
多
く

の
国
を
担
当
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
私
は

最
前
線
的
な
も
の
に
引
か
れ
て
、
テ
ヘ
ラ

ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ワ
シ
ン
ト
ン
２
回

し
か
し
外
信
部
に
行
く
と
、
こ
の
見
方

は
誤
解
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

天
安
門
事
件
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
と

続
け
ざ
ま
に
歴
史
の
歯
車
が
回
っ
た
。
日

本
人
記
者
は
徹
夜
で
張
り
番
し
突
入
す
る

戦
車
部
隊
や
反
体
制
派
集
会
の
記
事
を
送

っ
て
き
た
。

私
も「
最
前
線
」に
多
く
出
く
わ
し
た
。

最
初
の
出
張
は
イ
ラ
ク
北
部
の
ク
ル
ド

人
取
材
だ
っ
た
が
、
す
べ
て
を
自
分
で
見

聞
し
て
的
外
れ
覚
悟
で
記
事
を
書
く
し
か

な
か
っ
た
。
次
は
旧
ソ
連
バ
ル
ト
共
和
国

と
特
派
員
生
活
は
一
国（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
時
は
国
連
だ
け
）を
受
け
持
っ
た
。

意
識
し
た
の
は
、「
日
本
人
と
し
て
の

記
録
」で
あ
る
。
日
本
人
が
読
者
だ
か
ら

だ
け
で
は
な
い
。
心
の
距
離
を
置
く
こ
と

で
客
観
的
で
不
思
議
と
見
通
し
を
誤
ら
な

い
記
述
に
な
る
か
ら
だ
。

９
・
11
テ
ロ
は
イ
ス
ラ
ム
へ
の
心
情
か

ら
米
国
民
と
は
違
う
視
点
で
見
つ
め
ら
れ

た
し
、
イ
ラ
ク
戦
争
の
大
失
敗
も
予
想
で

き
た
。
オ
バ
マ
大
統
領
の
当
選
は
う
れ
し

か
っ
た
が
、
そ
の
民
主
主
義
礼
賛
に
興
ざ

33
年
前
に
大
阪
の
社
会
部
か

ら
東
京
の
外
信
部
に
異
動
す
る

直
前
の
こ
と
だ
。

大
阪
府
警
幹
部
の
家
に
夜
回

り
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
他
社
の

先
輩
と
一
緒
に
な
り
雑
談
と
な

っ
た
。「
杉
チ
ャ
ン
、
そ
ろ
そ

ろ
東
京
ら
し
い
な
。
何
部
に
行

く
ん
だ
」と
聞
か
れ
た
の
で
、

2021年度 日本

日
本
人
の
国
際
報
道
、
な
お
追
求

　
　
　
外
国
人
だ
か
ら
こ
そ
客
観
性
で
利
点

杉
田
　弘
毅

（
共
同
通
信
社
特
別
編
集
委
員
兼
論
説
委
員
）

「
外
信
部
に
行
く
」と
答
え
た
。
す
る
と

そ
の
先
輩
は「
や
め
た
方
が
い
い
」と
真

顔
で
語
り
だ
し
た
。

彼
の
話
は
こ
う
だ
。

「
君
は
今
、
府
警
幹
部
か
ら
誰
も
知
ら

な
い
特
ダ
ネ
を
と
れ
る
。
こ
こ
は
ニ
ュ
ー

ス
の
最
前
線
だ
。だ
け
ど
外
信
部
は
違
う
。

現
地
や
欧
米
の
マ
ス
コ
ミ
が
報
じ
た
も
の

を
翻
訳
し
て
紹
介
す
る
だ
け
だ
。
最
前
線

で
最
初
の
記
録
者
と
な
る
興
奮
は
得
ら
れ

な
い
ぞ
」

そ
の
夜
は
心
が
揺
れ
た
。
昭
和
末
期
の

大
阪
は
グ
リ
コ
森
永
事
件
な
ど
異
様
な
事

件
が
相
次
い
だ
。
そ
の
最
前
線
に
身
を
置

い
て
き
た
身
か
ら
す
る
と
、
外
信
記
者
と

し
て
世
界
に
派
遣
さ
れ
て
も
、
同
じ
興
奮

や
意
義
を
体
感
で
き
る
の
か
、
と
。

何
し
ろ
広
い
世
界
に
共
同
通
信
の
特
派

員
は
当
時
50
人
程
度
し
か
い
な
い
。
世
界

中
の
出
来
事
を
全
て
自
前
で
取
材
す
る
な

ど
で
き
な
い
。
こ
の
先
輩
が
言
う「
翻
訳

し
紹
介
す
る
」が
不
可
欠
と
な
る
。
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⃝会見動画もYouTube日本記者クラブチャンネルで見ることができます⃝� ５月のクラブゲス ト

朱建栄（Zhu Jianrong）　東洋学園大学教授

　「中国の行動を『子どものわ
がまま』として許容してきた米
国は技術開発などで出遅れ中国
叩きへ」「台湾への武力侵攻は、
国際的反発を招き最優先の近代
化を阻害するので中国はやらな
い」。日本へのアドバイスは「米
中対立の『火中の栗』を拾わな
いこと」。

□５・25（火）「バイデンのアメリカ」⑨／司会：坂東賢治委
員／出席：66人

唐鳳（Audrey Tang）　台湾デジタル担当政務委員（リモート登壇）

□５・24（月）総会記念講演会／司会：根本清樹理事長／代表
質問：藤井彰夫委員長、黒沢大陸委員、元村有希子委員、播
摩卓士委員／通訳：宇尾眞理子、森岡幹予／出席：179人

尾
お

﨑
ざき

　治
はる

夫
お

　東京都医師会会長

□５・27（木）記者会見／司会：黒沢大陸委員／出席：110人

宮
みや

坂
さか

　昌
まさ

之
ゆき

　大阪大学名誉教授（リモート登壇）

□５・11（火）「新型コロナウイルス」�変異ウイルスとワクチ
ン／司会：元村有希子委員／出席：139人／会見詳録

岡
おか

本
もと

　全
まさ

勝
かつ

　元復興庁事務次官

□５・27（木）「官僚と政治」①／司会：坪井ゆづる委員／出
席：97人

ジュリア・ロングボトム（Julia Longbottom）　駐日英国大使

□５・12（水）記者会見／司会：大内佐紀委員／通訳：西村好
美／出席：126人

熊
くま

谷
がい

　俊
とし

人
ひと

　千葉県知事

□５・21（金）記者会見／司会：坪井ゆづる委員／出席：65人

河
かわ

野
の

　克
かつ

俊
とし

　前統合幕僚長

□５・12（水）「バイデンのアメリカ」⑥／司会：榊原智委員／
出席：117人

渡
わた

部
なべ

　悦
よし

和
かず

　元陸上自衛隊東部方面総監

□５・17（月）「バイデンのアメリカ」⑦／司会：榊原智委員／
出席：107人

杉
すぎ

山
やま

　晋
しん

輔
すけ

　前駐米大使

□５・18（火）「バイデンのアメリカ」⑧／司会：西村陽一委員
長（当時）／出席：116人

立
たて

山
やま

　良
りょう

司
じ

　防衛大学校名誉教授

□５・28（金）「激化したイスラエル・パレスチナ衝突―背景に
いくつもの伏線」／司会：出川展恒委員／出席：60人

　
会
見
余
話

●
10
日
間
で
ア
ク
セ
ス
20
万
超

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
決
め
手

と
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
感
染
症

研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
宮
坂
昌
之
・
大

阪
大
学
名
誉
教
授
が
会
見
し
た
。

　
宮
坂
教
授
は
、
多
く
の
図
表
を
使
い
、

歯
切
れ
の
よ
い
口
調
で
、
専
門
性
を
落
と

さ
ず
、
か
つ
、
わ
か
り
や
す
く
ワ
ク
チ
ン

の
現
状
と
課
題
を
説
明
し
た
。

　
ワ
ク
チ
ン
へ
の
関
心
の
高
さ
を
反
映
し

て
、
会
見
動
画
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
会
見
後

の
10
日
間
で
20
万
件
を
超
え
た
。
ク
ラ
ブ

の
会
見
動
画
へ
の
ア
ク
セ
ス
件
数
は
数
万

件
で
も
多
い
部
類
に
入
り
、
20
万
超
え
は

今
年
に
な
っ
て
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
数
と
し

て
は
、
ダ
ン
ト
ツ
で
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い

る
。
会
見
の
文
字
記
録
は
、
ク
ラ
ブ
Ｈ
Ｐ

の「
会
見
詳
録
」で
掲
載
し
て
い
る
。

●
元
統
合
幕
僚
長
が
異
例
の
政
府
批
判

　
河
野
克
俊
・
前
統
合
幕
僚
長
の
会
見
の

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
米
中
対
立
の
状
況
下
で

の
台
湾
海
峡
問
題
だ
っ
た
。
し
か
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
め
ぐ
る
政

府
の
対
応
に
つ
い
て
の
質
問
を
受
け
る

と
、
河
野
氏
は「
政
府
の
側
に
い
た
人
間

な
の
で
あ
ま
り
言
い
た
く
は
な
か
っ
た

が
、
こ
こ
に
至
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
申
し
上

げ
た
い
」と
前
置
き
し
て
、「
政
府
は
も

っ
と
早
め
に
、
も
っ
と
必
死
に
な
っ
て
手

を
打
つ
べ
き
だ
っ
た
。
危
機
管
理
と
し
て

失
敗
し
て
い
る
」と
指
摘
し
た
。
各
メ
デ

ィ
ア
は
、こ
の
発
言
を
受
け
て「
制
服
組
の

元
ト
ッ
プ
が
政
府
を
批
判
」と
報
道
し
た
。

　
さ
ら
に
、「
政
府
は
コ
ロ
ナ
対
応
を
、

平
時
の
厚
生
行
政
と
し
て
や
っ
て
い
る

が
、
国
家
的
な
有
事
と
し
て
と
ら
え
る
べ

き
」と
語
っ
た
。

●
記
念
講
演
中
継
で「
助
っ
人
」登
場

　
今
年
の
ク
ラ
ブ
総
会
記
念
講
演
の
講
師

と
し
て
、
台
湾
の
デ
ジ
タ
ル
担
当
相
オ
ー

ド
リ
ー
・
タ
ン
さ
ん
が
登
場
し
た
。講
演
は

ネ
ッ
ト
で
会
員
に
中
継
さ
れ
た
が
、
台
湾

側
が
指
定
し
た
通
信
ツ
ー
ル
は
、
ク
ラ
ブ

が
い
つ
も
使
用
し
て
い
る
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
は

な
く
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ
だ
っ
た
。
会
員
に
新
た

に
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ
ア
プ
リ
を
入
れ
て
も
ら
う

手
間
を
省
く
た
め
、
台
湾
と
ク
ラ
ブ
間
は

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ
で
つ
な
ぎ
、
ク
ラ
ブ
か
ら
会

員
へ
は
従
来
の
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
配
信
し
た
。

　
慣
れ
な
い
ツ
ー
ル
に
加
え
、
同
時
通
訳

に
伴
う
操
作
の
複
雑
化
、
さ
ら
に
国
際
的

に
注
目
さ
れ
て
い
る
海
外
要
人
の
講
演
な

の
で
失
敗
は
許
さ
れ
ず
、
安
全
を
期
し
て

会
議
中
継
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
会
社
に

「
助
っ
人
」を
頼
ん
だ
。

　
当
日
は
、
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
音
響
や

映
像
を
調
整
す
る
本
格
的
機
材
が
会
場
に

持
ち
込
ま
れ
中
継
が
ス
タ
ー
ト
、
無
事
に

ラ
イ
ブ
配
信
が
終
了
し
た
。

　
ホ
ッ
と
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
事
務
局
が

悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
自
力
で
や
っ
て
き
た

の
で
、
少
し
悔
し
い
思
い
も
残
っ
た
。

下記のゲストの会見リポートは９～13ページに掲載しています
緊急事態宣言期間中の会見は全てオンラインのみで開催

https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/35899/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/35913/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/35888/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/35893/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/35887/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/35886/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/35892/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/35895/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/35896/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/35906/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/35889/report
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総
会
記
念
講
演
会

唐

　鳳（
オ
ー
ド
リ
ー・タ
ン
）
　

台
湾
デ
ジ
タ
ル
担
当
政
務
委
員

5月24日

デ
ジ
タ
ル
革
命
、
信
頼
が
基
盤

民
主
主
義
の
深
化
と
と
も
に

を
持
っ
て
い
な
く
て
も
、
鉛
筆
と
紙
で
参

加
で
き
る
方
策
を
残
し
て
お
く
」。
よ
り

便
利
で
安
全
な
方
法
が
あ
る
と
分
か
れ
ば

人
々
は
つ
い
て
く
る
。
む
し
ろ
、
彼
ら
を

支
え
る
仕
組
み
が
大
切
だ
と
い
う
。

　
政
府
が
独
占
す
る
の
で
も
主
導
す
る
の

で
も
な
い
、
市
民
社
会
が
対
等
な
関
係
で

課
題
解
決
に
加
わ
る「
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
メ

ン
ト
」へ
の
信
念
は
、
前
政
権
の
対
中
傾

斜
に
抗
議
し
た
２
０
１
４
年
の「
ひ
ま
わ

り
学
生
運
動
」へ
の
参
加
体
験
に
さ
か
の

ぼ
る
。
当
時
、
市
民
の
不
満
の
矛
先
は
政

策
だ
け
で
は
な
い
。「
政
府
が
市
民
を
信

用
し
て
い
な
い
と
い
う
現
実
に
、
み
な
怒

っ
て
い
た
の
で
す
」

　
か
つ
て
は
政
府
が
決
め
た
ア
イ
デ
ア
を

メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
通
し
て
社
会
に
示
す
の

が
常
道
だ
っ
た
。
今
で
は
何
百
万
の
市
民

と
意
見
交
換
で
き
る
双
方
向
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
が
あ
る
。「
議
会
が
年
間
予
算

を
決
め
る
か
わ
り
に
、
市
民
が
毎
月
の
予

算
を
立
案
し
た
っ
て
い
い
の
で
す
」

　
技
術
革
新
を
進
め
れ
ば
い
い
と
い
う
話

で
は
な
い
。
市
民
か
ら
自
由
な
ア
イ
デ
ア

を
出
し
て
も
ら
う
に
は
政
府
と
市
民
の
信

頼
関
係
が
肝
要
だ
。
つ
ま
り
デ
ジ
タ
ル
化

は
民
主
主
義
の
深
化
と
裏
表
の
関
係
と
い

う
こ
と
。「
透
明
性
を
追
求
す
る
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
の
役
割
も
重
要
で
す
」。
投
げ
か

け
ら
れ
た
言
葉
を
重
く
受
け
止
め
た
。

朝
日
新
聞
社
論
説
委
員
　
沢
村
　
亙

　
民
主
体
制
と

強
権
体
制
の
ど

ち
ら
が
コ
ロ
ナ

に
強
靱
か
。
前

者
代
表
と
し

て
、
と
か
く
引

き
合
い
に
出
さ

れ
る
台
湾
の
キ

ー
パ
ー
ソ
ン
で
あ
る
。

　
と
は
い
え
、
気
が
か
り
な
最
近
の
台
湾

で
の
感
染
拡
大
か
ら
質
疑
は
ス
タ
ー
ト
し

た
。
昨
年
、
マ
ス
ク
の
在
庫
を
一
目
で
確

認
で
き
る
ア
プ
リ
の
開
発
で
名
を
上
げ
た

唐
氏
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
使
っ
て
簡
単
に

居
場
所
を
登
録
で
き
る
接
触
確
認
ツ
ー
ル

の
実
用
化
を
紹
介
。
市
民
が
主
体
的
に
ツ

ー
ル
作
り
に
参
画
し
た
こ
と
で
、
使
い
勝

手
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
二
つ
の
課
題

に
も
取
り
組
め
た
―
―
と
胸
を
張
っ
た
。

　
効
率
的
で
迅
速
な
政
策
対
応
が
求
め
ら

れ
る
時
代
、
政
府
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
日
本

で
も
急
務
だ
。
だ
が
唐
氏
が
強
調
し
た
の

は「
包
摂
性
」。
つ
ま
り
、
だ
れ
も
置
き

去
り
に
し
な
い
と
い
う
こ
と
。「
ス
マ
ホ

尾
﨑

　治
夫
　東
京
都
医
師
会
会
長

5月27日

宣
言
解
除
へ
数
値
目
標
が
必
要

今
の
ま
ま
な
ら
五
輪
は
無
観
客

東
京
で
新
規
感

染
者
数
が
１
０

０
人
以
下
に
減

っ
て
く
る
こ
と

が
必
要
だ
」と

指
摘
し
た
。

　
開
催
ま
で
約

２
カ
月
と
迫
っ

て
い
る
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、「
今
の

状
況
な
ら
無
観
客
で
開
催
が
最
低
限
の
話

で
は
な
い
か
。
観
客
も
必
要
か
な
と
い
う

考
え
で
は
安
全
な
五
輪
は
で
き
な
い
と
思

っ
て
い
る
」と
主
張
し
た
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
感
染
対
策
と
し
て
奏

功
す
る
の
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、
64

歳
以
下
の
接
種
の
本
格
化
は
８
月
以
降
と

み
ら
れ
る
。「
十
分
感
染
を
防
げ
る
状
況

に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
」と
指
摘
し
た
。

　
無
観
客
で
も
開
催
に
課
題
は
多
い
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
人
が
集
ま
れ
ば
感
染
リ
ス
ク

が
高
ま
る
。
中
止
し
て
テ
レ
ビ
観
戦
に
し

た
ほ
う
が「
ス
テ
イ
・
ホ
ー
ム
に
も
な
る
」

と
の
主
張
は
も
っ
と
も
だ
。

　
参
加
国
の
中
に
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進

ん
で
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ス
ポ
ン
サ

ー
や
メ
デ
ィ
ア
の
感
染
対
策
は
選
手
ほ
ど

に
は
厳
し
く
で
き
な
い
と
み
ら
れ
て
お

り
、「
国
の
内
外
で
い
ろ
ん
な
タ
イ
プ
の

ウ
イ
ル
ス
が
広
が
る
可
能
性
は
皆
無
で
な

い
。十
分
そ
こ
は
考
え
な
い
と
い
け
な
い
」

と
い
う
。

　
日
本
で
の
事
前
合
宿
を
取
り
や
め
た
海

外
チ
ー
ム
も
あ
り「（
日
本
の
よ
う
な
）蒸

し
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
国
の
選
手
は
、

相
当
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
負
う
の
で

は
な
い
か
」と
気
遣
っ
た
。

毎
日
新
聞
社
論
説
委
員
　
堀
井
　
恵
里
子

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染「
第
４

波
」で
は
、
大
阪
府
が「
医
療
崩
壊
」と
も

い
わ
れ
る
状
況
に
陥
る
一
方
、
東
京
都
は

持
ち
こ
た
え
て
い
る
。
尾
﨑
氏
は
ま
ず
、

「
第
３
波
」の
反
省
か
ら
コ
ロ
ナ
患
者
の

受
け
入
れ
病
床
を
増
や
し
、
症
状
が
改
善

し
た
人
を
引
き
受
け
る
後
方
支
援
病
院
と

し
て
も
約
１
０
０
０
床
を
確
保
し
た
こ
と

を
紹
介
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
も
、
都
内
で
は

診
療
所
な
ど
４
８
３
０
カ
所
、
病
院
６
５

０
カ
所
で
接
種
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
。

　
こ
の
日
は
、
政
府
が
緊
急
事
態
宣
言
の

延
長
を
決
め
る
前
日
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、「（
宣
言
解
除
の
）き
ち
ん
と
し
た
数

値
目
標
を
出
し
て
も
ら
い
た
い
。例
え
ば
、
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「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」�

宮
坂

　昌
之
　大
阪
大
学
名
誉
教
授
5月11日

変
異
株
対
策
、「
１
密
」も
回
避
を

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
、損
な
わ
れ
ず

認
識
を
示
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
体
内

に
で
き
る
抗
体
は
、
ウ
イ
ル
ス
表
面
の
ス

パ
イ
ク
た
ん
ぱ
く
質
に
取
り
付
い
て
、
人

の
細
胞
へ
の
結
合
を
邪
魔
す
る
。
多
少
の

変
異
で
は
、
抗
体
が
認
識
す
る
ス
パ
イ
ク

た
ん
ぱ
く
質
側
の
目
印
が
、
大
き
く
変
わ

ら
な
い
こ
と
が
、
そ
の
理
由
だ
と
い
う
。

　
日
本
国
内
で
、
新
規
感
染
者
数
が
ワ
ク

チ
ン
の
効
果
で
下
降
傾
向
と
な
る
見
通
し

を
、
国
民
の
半
数
以
上
が
２
回
接
種
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
今
年
の
後
半
」

と
指
摘
。
日
本
で
は
ワ
ク
チ
ン
を
多
く
の

人
に
同
時
期
に
接
種
す
る
こ
と
は
歴
史
上

初
め
て
で
、
時
間
が
か
か
る
の
は
や
む
を

得
な
い
と
の
考
え
だ
。

　
そ
の
た
め
、接
種
が
行
き
届
く
ま
で
は
、

感
染
力
の
高
さ
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
変
異

株
に
対
し
、
従
来
の
対
策
を
よ
り
慎
重
に

行
う
必
要
が
あ
る
と
訴
え
た
。
具
体
的
に

は
、
３
密
の
徹
底
だ
け
で
な
く
、
密
集
、

密
接
、
密
閉
の
う
ち
１
密
だ
け
で
も
回
避

す
る
こ
と
や
、
二
重
マ
ス
ク
の
徹
底
な
ど

が
必
要
に
な
る
可
能
性
を
示
し
た
。

　
そ
の
上
で
、
変
異
株
を
早
期
に
見
つ
け

る
ゲ
ノ
ム
解
析
の
調
査
は
必
要
と
し
な
が

ら
も
、
本
来
は「
国
に
入
れ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
が
一
番
大
事
。
こ
こ
が
非
常
に

中
途
半
端
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
変
異
株

対
策
が
で
き
て
い
な
い
」と
、
国
の
水
際

対
策
に
苦
言
を
呈
し
た
。

毎
日
新
聞
社
科
学
環
境
部
　
渡
辺
　
諒

　
高
齢
者
へ
の

接
種
が
進
み
始

め
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の

ワ
ク
チ
ン
。
メ

ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー

Ｒ
Ｎ
Ａ（
ｍ
Ｒ

Ｎ
Ａ
）を
使
っ

た
新
し
い
タ
イ

プ
の
ワ
ク
チ
ン

で
、
有
効
性
の
高
さ
に
注
目
が
集
ま
る
。

実
際
に
、
多
く
の
国
民
が
接
種
し
た
国
で

は
、
新
規
感
染
者
の
減
少
傾
向
が
見
ら
れ

て
い
る
。
宮
坂
昌
之
・
大
阪
大
学
名
誉
教

授
は
昨
年
、
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
が
判
然

と
し
な
い
こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
接
種
は

受
け
な
い
と
公
言
し
て
い
た
。
し
か
し
、

現
在
で
は
、
安
全
性
も
確
認
で
き
た
と
し

て
、「
意
見
を
変
え
て
、
必
ず
２
回
打
つ
。

み
な
さ
ん
も
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
、
自

分
の
身
は
自
分
で
守
る
た
め
に
接
種
を
」

と
呼
び
掛
け
た
。

　
世
界
で
猛
威
を
振
る
う
変
異
株
へ
の
効

果
に
つ
い
て
は
、
少
し
効
果
が
下
が
る
こ

と
が
あ
っ
て
も
、「
有
効
で
あ
る
」と
の

「
官
僚
と
政
治
」①

岡
本

　全
勝
　元
復
興
庁
事
務
次
官
5月27日

成
熟
社
会
の
方
向
性
提
示
を

が
未
だ
道
半
ば

で
あ
る
こ
と
。

大
臣
と
官
僚
、

首
相
と
大
臣
、

与
野
党
と
官
僚

と
の
関
係
が
整

理
さ
れ
ず
、
政

治
家
が
官
僚
を

使
い
こ
な
す
段

階
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
で
は
霞
が
関
は
ど
う
変
わ
る
べ
き
か
。

ま
ず
は
政
策
課
題
の
整
理
が
必
要
だ
。
成

熟
社
会
日
本
の
課
題
と
は
何
か
。
各
省
の

事
務
次
官
、
各
局
長
は
、
今
後
３
年
か
ら

５
年
に
取
り
組
む
べ
き
中
長
期
的
課
題
と

進
む
べ
き
方
向
を
提
示
、
閣
僚
、
与
党
と

議
論
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
ま
た
、
官
僚
は
所
管
分
野
を
守
る
こ
と

に
汲
々
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
の
幅

広
い
課
題
を
拾
い
上
げ
、
対
策
を
考
え
、

解
決
す
る
文
化
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
肝

要
だ
。
そ
の
際
に
は
視
点
を
生
産
者
、
供

給
者
か
ら
生
活
者
側
に
転
換
す
る
。
例
え

ば
、
格
差
、
孤
立
、
貧
困
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
ら
従
来
行
政
か
ら
は
零こ

ぼ

れ
落
ち
る

人
々
を
対
象
に
一
本
化
し
た
支
援
窓
口
、

「
生
活
者
省
」を
起
ち
上
げ
て
は
ど
う
か
。

　
政
官
関
係
は
、
政
策
の
大
小
の
分
別
が

大
事
だ
と
し
て
、
首
相
、
閣
僚
、
官
僚
が

取
り
組
む
政
策
を
切
り
分
け
る
こ
と
、
ま

た
、
全
体
と
し
て
ど
ち
ら
を
向
い
て
い
る

の
か
、
首
相
と
閣
僚
に
は
政
策
体
系
と
優

先
順
位
を
明
示
す
る
よ
う
求
め
、
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
の
復
活
も
一
案
だ
と
し
て
い
る
。

　
説
得
力
あ
る
分
析
と
提
言
だ
っ
た
が
、

官
邸
人
事
権
に
対
す
る
忖
度
問
題
に
つ
い

て
も
老
練
な
見
立
て
を
聞
き
た
か
っ
た
。

毎
日
新
聞
社
客
員
編
集
委
員
　
倉
重
　
篤
郎

＊「
官
僚
と
政
治
」と
題
し
、
官
僚
経
験
者
に
現

状
や
課
題
を
聞
く
シ
リ
ー
ズ
を
始
め
ま
す
。

　
岡
本
氏
と
言
え
ば
霞
が
関
で
も
異
能
官

僚
の
勇
名
を
は
せ
た
人
。
自
己
体
験
を
基

に
今
の
霞
が
関
の
何
が
問
題
か
、
ど
う
立

て
直
す
か
、
熱
論
を
展
開
し
て
く
れ
た
。

　
岡
本
氏
に
よ
る
と
、
霞
が
関
の
本
質
的

問
題
は
、
不
祥
事
と
か
行
政
ミ
ス
の
多
発

と
い
う
よ
り
、
時
代
と
共
に
変
化
す
る
社

会
の
新
し
い
ニ
ー
ズ
、
期
待
に
官
僚
が
応

え
き
れ
ず
、
官
僚
機
構
と
し
て
の
大
き
な

方
向
性
を
見
失
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

　
原
因
は
二
つ
だ
。
一
つ
は
、
欧
米
の
先

進
諸
制
度
を
輸
入
・
普
及
す
る
明
治
以
来

の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
型
行
政
が
す
で
に
役

目
を
終
え
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
成
熟
社
会

型
行
政
へ
転
換
し
切
れ
て
い
な
い
こ
と
。

　
も
う
一
つ
は
、
こ
の
20
年
間
模
索
し
て

き
た
官
僚
主
導
か
ら
政
治
主
導
へ
の
転
換
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熊
谷

　俊
人
　千
葉
県
知
事

5月21日

「
国
の
壁
」
越
え
ら
れ
る
か

　
１
時
間
の
記
者
会
見
で
説
明
に
用
い
た

ス
ラ
イ
ド
は
30
㌻
を
超
え
、
ウ
イ
ル
ス
の

変
異
株
を
念
頭
に
置
い
た
県
内
の
感
染
状

況
や
医
療
提
供
体
制
の
整
備
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
推
進
な
ど
に
つ
い
て
駆
け
足
で
紹

介
。
そ
こ
に
は
記
者
会
見
の
前
日
に
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
公
表
し
た
、
厳
し
い
感
染

防
止
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
飲
食
店
の
認
証

制
度
も
含
ま
れ
て
い
た
。

　
も
っ
と
も
、
こ
の
モ
デ
ル
事
業
で
は
認

証
を
受
け
た
飲
食
店
に
対
す
る
営
業
制
限

の
緩
和
に
ま
で
踏
み
込
ま
ず
、
時
期
未
定

の「
将
来
的
な
」課
題
と
述
べ
る
に
と
ど

ま
っ
た
。
特
に
、
千
葉
県
が
適
用
を
受
け

て
い
る
蔓
延
防
止
等
重
点
措
置
の
対
象
地

域
で
緩
和
す
る
に
は
政
府
の
了
承
が
必
要

と
強
調
。
国
の
壁
を
乗
り
越
え
て
で
も
県

政
を
前
に
進
め
る
実
現
力
の
証
明
に
は
至

ら
ず
、
依
然
と
し
て
未
知
数
だ
。

　
平
成
21
年
に
熊
谷
氏
が
千
葉
市
長
と
な

っ
た
数
カ
月
後
に
は
、
総
選
挙
で
政
権
交

代
が
実
現
し
た
が
、
旧
民
主
党
政
権
へ
の

期
待
と
信
頼
は
急
速
に
し
ぼ
ん
だ
。
熊
谷

県
政
が
旧
民
主
党
の
二
の
舞
と
な
ら
ず
、

〝
長
期
政
権
〟に
つ
な
が
る
か
は
今
後
の
県

政
運
営
に
か
か
っ
て
い
る
。こ
の
意
味
で
、

記
者
会
見
で
話
し
た
抱
負
や
ビ
ジ
ョ
ン
が

ど
こ
ま
で
実
現
す
る
か
は
刮
目
に
値
す

る
。

　
産
経
新
聞
社
千
葉
総
局
県
政
担
当小

野
　
晋
史

　
６
３
０
万
人
が
暮
ら
す
千
葉
県
の
知
事

に
43
歳
の
若
さ
で
就
任
し
て
か
ら
１
カ
月

半
が
経
ち
、
記
者
会
見
に
臨
ん
だ
。
就
任

後
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
に

忙
殺
さ
れ
、
会
見
で
も
多
く
の
時
間
を
コ

ロ
ナ
関
連
に
割
い
た
が
、
災
害
対
応
を
は

じ
め
と
し
た
諸
課
題
に
触
れ
る
の
も
忘
れ

な
か
っ
た
。
既
に
政
令
市
で
あ
る
千
葉
市

長
を
12
年
近
く
経
験
し
て
き
た
だ
け
に
、

地
に
足
の
つ
い
た
施
策
を
自
分
の
言
葉
で

説
明
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
や
、
そ
つ
の
な

さ
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　
３
月
の
知
事
選
で
は
史
上
最
多
と
な
る

１
４
０
万
票
を
獲
得
し
、
自
民
党
の
推
薦

候
補
に
１
０
０
万
票
以
上
の
大
差
を
つ
け

て
圧
勝
。
県
内
に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
令
和
元
年
房
総
半
島
台
風
の
記
憶
が

残
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
の
閉
塞
感
も
漂

う
中
、
多
く
の
県
民
が
若
手
の
熊
谷
氏
に

県
政
の
刷
新
を
期
待
し
た
形
だ
。

ジ
ュ
リ
ア・ロ
ン
グ
ボ
ト
ム
　

駐
日
英
国
大
使

5月12日

新
政
策
生
か
し
日
本
と
協
力

も
力
説
し
た
。
た
だ
し
、
注
目
さ
れ
る
対

中
国
政
策
を
巡
っ
て
、
香
港
な
ど
具
体
的

な
問
題
で
批
判
す
る
こ
と
は
控
え
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
」関

連
の
問
い
が
目
立
っ
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

実
施
で
は
、
英
国
が
先
進
国
の
中
で
先
行

し
て
い
る
。
そ
の
要
因
を
聞
く
質
問
が
出

た
。
大
使
が
ワ
ク
チ
ン
の
早
期
開
発
の
経

緯
を
語
り
、
統
合
レ
ビ
ュ
ー
の
内
容
に
関

連
づ
け
た
こ
と
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　
英
政
府
は
昨
年
前
半
、
関
係
部
局
の
垣

根
を
越
え
ワ
ク
チ
ン
政
策
を
担
当
す
る

「
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」を
発
足
さ
せ
た
。

政
府
が「
リ
ス
ク
」を
と
っ
て
、
成
功
す

る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
、
科
学
者
と
製

薬
企
業
の
開
発
計
画
に
投
資
し
た
。

　
大
使
は
、「
国
家
が
新
た
な
脅
威
に
迅

速
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
政
府
内
の

『
統
合
』、
政
府
と
他
の
諸
プ
レ
ー
ヤ
ー
と

の『
統
合
』が
重
要
だ
」と
強
調
し
、
こ
う

し
た
教
訓
が
レ
ビ
ュ
ー
に
も
反
映
さ
れ
て

い
る
と
語
っ
た
。

　
会
見
を
聞
い
て
考
え
た
。
コ
ロ
ナ
禍
へ

の
対
応
を
考
え
る
上
で
、
一
概
に
英
国
が

模
範
に
な
ら
な
い
。昨
年
か
ら
の
累
計
で
、

英
国
の
感
染
者
数
・
死
者
数
は
日
本
よ
り

桁
違
い
に
多
い
。
た
だ
日
本
で
政
府
内
外

の「
統
合
」が
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
、

と
検
討
す
る
上
で
、
英
国
の
例
は
参
考
に

な
る
だ
ろ
う
。

読
売
新
聞
社
論
説
委
員
　
森
　
千
春

　
赴
任
し
て
間
も
な
い
大
使
が
、
日
本
記

者
ク
ラ
ブ
に
初
登
壇
し
た
。

　
冒
頭
、
日
本
語
で
ス
ピ
ー
チ
し
た
。
内

容
的
に
は
慎
重
だ
っ
た
。

　
英
国
政
府
が
３
月
に
発
表
し
た「
統
合

レ
ビ
ュ
ー
」を
紹
介
し
た
。
今
後
10
年
間

の
外
交
・
安
全
保
障
政
策
の
指
針
を
示
し

た
文
書
だ
。
欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）離
脱
後

の
方
向
性
を
示
し
た
と
も
い
え
る
。

　
大
使
は
、
統
合
レ
ビ
ュ
ー
が
挙
げ
た
英

国
の
施
策
の
中
で
、
日
本
と
の
協
力
が
期

待
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
を
列
挙
し
た
。「
気

候
変
動
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
な
ど
世
界
的
課

題
へ
の
取
り
組
み
」「
科
学
技
術
へ
の
投

資
」「
民
主
主
義
と
人
権
の
擁
護
」「
貿
易
・

資
本
・
知
識
の
自
由
な
流
れ
の
擁
護
」「
安

全
保
障
」の
５
点
で
あ
る
。

　
経
済
的
に
発
展
す
る「
イ
ン
ド
太
平
洋

地
域
」を
重
視
し
、
関
与
を
強
め
る
こ
と
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「
バ
イ
デ
ン
の
ア
メ
リ
カ
」⑦

渡
部

　悦
和
　元
陸
上
自
衛
隊

東
部
方
面
総
監

5月17日

対
中
国
「
混
合
戦
」の
備
え
必
要

合
戦
」で
臨
む

と
分
析
し
た
。

　「
台
湾
有
事

は
日
本
有
事
」

と
言
い
切
る
。

米
軍
が
介
入
す

れ
ば
在
日
米
軍

基
地
が
攻
撃
を

受
け
る
か
ら
だ
。「
中
国
の
国
防
費
は
日
本

の
５
～
７
倍
。
自
衛
隊
は
勝
ち
よ
う
が
な

い
」。日
本
は
中
国
を
ど
う
抑
止
す
る
の
か
。

　
渡
部
氏
の
結
論
は「
自
助
と
し
て
尖
閣

防
衛
は
日
本
独
自
に
守
る
努
力
を
し
、
共

助
と
し
て
日
米
同
盟
や
多
国
間
協
力
を
活

用
す
る
。
全
領
域
か
ら
攻
め
て
く
る
中
国

に
対
処
す
る
体
制
作
り
を
す
べ
き
」だ
。

　
バ
イ
デ
ン
政
権
が
前
政
権
か
ら
厳
し
い

対
中
政
策
を
引
き
継
い
だ
の
は
正
し
い
選

択
と
評
価
す
る
一
方
、
日
本
の
防
衛
力
強

化
の
努
力
は
足
り
な
い
と
手
厳
し
い
。

　
そ
の
足
か
せ
の
要
因
を
、
日
本
の
防
衛

政
策
の
専
守
防
衛
に
あ
る
と
し
て「
自
衛

隊
強
化
の
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い

る
」と
踏
み
込
ん
だ
。

　
最
悪
の
事
態
を
想
定
し
て
考
え
る
の
が

安
全
保
障
論
の
要
諦
だ
が
、
議
論
に
は
外

交
や
経
済
、
文
化
な
ど
幅
広
い
視
点
が
欠

か
せ
な
い
。
そ
も
そ
も
台
湾
へ
の
武
力
侵

攻
は
本
当
に
切
迫
し
て
い
る
の
か
。

　
専
門
家
の
間
で
は
、
米
軍
が
圧
倒
的
な

軍
事
的
優
位
に
あ
る
こ
と
や
、
米
中
の
経

済
的
相
互
依
存
を
挙
げ
全
面
対
決
に
至
る

こ
と
は
な
い
と
の
見
解
が
少
な
く
な
い
。

　
中
国
の
軍
事
的
脅
威
に
つ
い
て
学
ぶ
機

会
に
は
な
っ
た
が
、
渡
部
氏
の
専
門
的
見

地
か
ら
、
ど
う
す
れ
ば
中
国
と
の
衝
突
を

回
避
で
き
る
か
と
い
う
ひ
と
ひ
ね
り
し
た

知
恵
も
聞
き
た
か
っ
た
。

朝
日
新
聞
大
阪
本
社
社
会
部
　
谷
田
　
邦
一

　
４
月
の
日
米
首
脳
会
談
で
台
湾
問
題
が

共
同
声
明
に
盛
り
込
ま
れ
、
米
軍
高
官
ら

が
露
骨
に
台
湾
有
事
を
口
に
し
始
め
た
。

日
本
は
バ
イ
デ
ン
政
権
の
対
中
軍
事
戦
略

に
ど
ん
な
形
で
協
力
す
べ
き
か
。

　「
米
中
覇
権
争
い
」に
ま
つ
わ
る
著
作

を
次
々
に
出
し
て
い
る
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
の
渡

部
元
陸
将
が
、
軍
事
面
に
絞
っ
た
視
点
か

ら
歯
切
れ
よ
く
持
論
を
語
っ
た
。

　
現
代
中
国
の
戦
争
の
仕
方
は
、
あ
ら
ゆ

る
手
段
で
制
約
な
く
戦
う「
超
限
戦
」の

発
想
に
由
来
す
る
と
い
う
。

　
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）を
組
み
込
ん
だ
無
人

兵
器
や
核
爆
発
に
よ
る
電
磁
波
攻
撃
な
ど

中
国
が
と
り
組
む
最
新
の
兵
器
開
発
を
紹

介
。台
湾
侵
攻
が
あ
る
な
ら
、軍
事
的
手
段

の
み
な
ら
ず
情
報
戦
や
サ
イ
バ
ー
、
宇
宙

ま
で
利
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の「
混

「
バ
イ
デ
ン
の
ア
メ
リ
カ
」⑥

河
野

　克
俊
　前
統
合
幕
僚
長

5月12日

台
湾
有
事
は
日
本
も
当
事
者

日
米
で
中
国
抑
止
強
化
を

　
河
野
氏
は
中
国
に
と
っ
て
中
台
統
一
は

建
国
時
に
果
た
せ
な
か
っ
た「
残
さ
れ
た

宿
題
」で
あ
り
、「
絶
対
に
統
一
す
る
と

い
う
固
い
決
意
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
前

提
に
し
な
い
と
い
け
な
い
」と
強
調
し

た
。
中
国
の
理
屈
で
は
尖
閣
は
そ
の「
台

湾
省
」の
一
部
で
あ
り「
台
湾
と
尖
閣
は
、

隙
あ
ら
ば
取
る
、
と
い
う
決
意
は
揺
る
が

な
い
」と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

　
仮
に
台
湾
有
事
と
な
れ
ば
南
西
諸
島
も

戦
域
の
一
部
と
な
る
可
能
性
が
高
く「
日

本
は
第
三
者
で
は
あ
り
え
な
い
」。
西
太

平
洋
の
軍
事
バ
ラ
ン
ス
が
中
国
の
数
的
優

位
に
傾
く
な
か
、
外
交
手
段
だ
け
で
中
国

に
翻
意
を
促
す
の
は
難
し
い
。
河
野
氏
は

「
力
で
現
状
変
更
す
る
こ
と
は
高
く
つ
く

と
思
わ
せ
る
態
勢
を
つ
く
る
」こ
と
が
必

要
だ
と
し
て
、
日
米
で
抑
止
力
を
強
化
す

る
重
要
性
を
訴
え
た
。

　
河
野
氏
は「
平
和
的
解
決
が
ベ
ス
ト
」

と
繰
り
返
し
な
が
ら
、
そ
こ
で
思
考
停
止

に
陥
っ
て
最
悪
の
事
態
を
想
定
す
る
こ
と

を
避
け
が
ち
な
日
本
の
危
機
管
理
の
あ
り

方
に
ク
ギ
を
刺
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の

政
府
の
対
応
に
も「
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
平

時
の
厚
生
行
政
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
国
家
安
全
保
障
の
問
題
と
し
て
と
ら

え
な
い
と
い
け
な
い
。
危
機
管
理
と
し
て

失
敗
し
て
い
る
」と
厳
し
か
っ
た
。

　
日
本
経
済
新
聞
社
論
説
委
員
兼
編
集
委
員
　

池
内
　
新
太
郎

　
果
た
し
て

「
台
湾
有
事
」

は
あ
る
の
か
―

―
。
今
年
３
月

の
米
上
院
公
聴

会
で
、
イ
ン
ド

太
平
洋
軍
の
デ

ー
ビ
ッ
ド
ソ
ン

司
令
官（
当
時
）

が
６
年
以
内
に

中
国
が
台
湾
に
侵
攻
す
る
可
能
性
を
示
唆

し
た
の
を
機
に
、
世
界
の
目
が
台
湾
海
峡

に
注
が
れ
て
い
る
。
河
野
克
俊
・
前
統
合

幕
僚
長
の
会
見
も
、
発
言
の
ほ
と
ん
ど
が

台
湾
や
沖
縄
県
の
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
る
中

国
の
出
方
と
日
米
の
対
応
に
関
す
る
も
の

だ
っ
た
。

　
デ
ー
ビ
ッ
ド
ソ
ン
発
言
の「
６
年
」の

根
拠
は
な
に
か
。
国
家
主
席
の
任
期（
２

期
10
年
）を
廃
止
し
た
習
近
平
氏
は
来
年

の
共
産
党
大
会
で
３
期
目
を
狙
う
と
み
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
大
義
名
分
と
し
て
中
台

統
一
を
掲
げ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

の
が
河
野
氏
の
見
方
だ
。
３
期
目
の
終
わ

り
が
、
い
ま
か
ら
６
年
後
に
な
る
。
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「
激
化
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル・パ
レ
ス
チ
ナ

衝
突
―
背
景
に
い
く
つ
も
の
伏
線
」

立
山

　良
司
　防
衛
大
学
校

名
誉
教
授

5月28日

２
国
家
共
存 

も
は
や
不
可
能

　
中
東
は
複
雑

だ
。
多
様
な
民

族
、
言
語
、
宗

教
・
宗
派
、
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
、

国
家
体
制
、
非

国
家
主
体
が
存

在
す
る
。
変
数

が
多
す
ぎ
る
方

程
式
の
よ
う
な

は
、
立
山
氏
が
背
景
分
析
を
踏
ま
え
て
語

っ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
の
未
来
像
だ
っ
た
。

　
ま
ず
、
ガ
ザ
の
再
建
は
進
ま
な
い
。

　
国
連
と
イ
ス
ラ
エ
ル
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自

治
政
府
が
合
意
し
た
再
建
メ
カ
ニ
ズ
ム

は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
治
安
上
の
懸
念
に
配

慮
す
る
。
だ
か
ら
再
建
の
ペ
ー
ス
は
イ
ス

ラ
エ
ル
の
思
惑
次
第
だ
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

や
鉄
骨
も
、
ハ
マ
ス
の
再
軍
備
に
つ
な
が

る
と
判
断
す
れ
ば
搬
入
で
き
な
い
。
そ
も

そ
も
の
問
題
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ

の
封
鎖
な
の
に
、
国
際
社
会
は
そ
こ
に
は

手
を
つ
け
ず
、人
道
支
援
の
形
だ
け
と
る
。

　
そ
し
て
、
も
は
や
２
国
家
解
決
は
不
可

能
で
あ
る
。

　
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
の
ユ
ダ
ヤ
人
入
植
者

は
す
で
に
45
万
人
。
イ
ス
ラ
エ
ル
に
ど
ん

な
政
権
が
で
き
た
と
し
て
も
、
撤
退
さ
せ

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
占
領
地
を
基
に
パ

レ
ス
チ
ナ
国
家
を
つ
く
り
、
両
者
が
共
存

す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
パ
レ
ス
チ
ナ

人
が
イ
ス
ラ
エ
ル
国
家
の
な
か
で
生
き
延

び
る
こ
と
を
支
え
る
し
か
な
い
。
彼
ら
の

レ
ジ
リ
エ
ン
ス（
不
利
な
状
況
で
抵
抗
す

る
力
）を
高
め
る
た
め
の
支
援
し
か
な
い
。

　
気
が
め
い
る
話
だ
が
、
か
つ
て
国
連
パ

レ
ス
チ
ナ
難
民
救
援
事
業
機
関
の
職
員
と

し
て
活
動
し
、
長
年
に
わ
た
っ
て
こ
の
問

題
を
見
続
け
て
き
た
立
山
氏
の
、
現
時
点

で
の
結
論
で
あ
る
。

朝
日
新
聞
社
論
説
委
員
　
平
田
　
篤
央

「
バ
イ
デ
ン
の
ア
メ
リ
カ
」⑧

杉
山

　晋
輔
　前
駐
米
大
使

5月18日

対
中
責
任
分
担
へ
国
民
的
議
論
を

た
。
大
統
領
が

言
っ
て
は
お
し

ま
い
と
い
う
こ

と
を
言
っ
て
パ

ン
ド
ラ
の
箱
を

開
け
た
。
米
国

が
古
き
良
き
ア

メ
リ
カ
に
戻
る

こ
と
は
な
い
」

と
述
べ
た
。

　
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
再
選
の
可
能
性
に

つ
い
て
は
、「
客
観
的
に
多
く
の
米
国
民
、

民
主
党
の
主
要
な
人
た
ち
も
２
期
目
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。
１
年
半
後
の
中
間
選

挙
で
、
共
和
党
は
下
院
を
取
り
返
す
と
確

信
し
て
い
る
。
１
年
半
で
バ
イ
デ
ン
氏
は

レ
ー
ム
ダ
ッ
ク（
死
に
体
）に
な
る
か
も

し
れ
な
い
」と
厳
し
い
見
方
を
示
し
た
。

　
４
月
の
日
米
首
脳
会
談
に
つ
い
て
、「
日

本
の
総
理
だ
け
特
例
扱
い
で
ワ
シ
ン
ト
ン

に
迎
え
て
２
時
間
半
会
談
し
、
極
め
て
包

括
的
で
日
米
関
係
の
土
台
と
な
る
文
書
が

発
表
さ
れ
た
」と
評
価
。
首
脳
会
談
成
功

の
背
景
と
し
て
、
安
倍
晋
三
前
首
相
と
ト

ラ
ン
プ
前
大
統
領
と
の
親
密
な
関
係
に
代

表
さ
れ
る
首
脳
間
の
き
ず
な
、
長
年
に
わ

た
る
産
業
界
の
努
力
、
グ
ラ
ス
ル
ー
ツ
の

友
好
を
挙
げ
た
。

　
さ
ら
に
重
要
な
要
因
と
し
て
強
調
し
た

の
が
、「
中
国
の
今
の
在
り
方
に
対
す
る

高
い
問
題
意
識
」。
バ
イ
デ
ン
政
権
は「
国

家
安
全
保
障
戦
略
」の
暫
定
指
針
で
、「
専

制
国
家
と
民
主
国
家
の
対
立
を
今
後
の
主

た
る
問
題
と
し
、
日
本
を
含
む
同
盟
国
と

の
公
平
な
責
任
の
分
担
を
明
記
し
て
い

る
」と
指
摘
。「
直
ち
に
台
湾
有
事
が
起

き
る
状
況
に
は
な
い
」と
し
な
が
ら
も
、

中
国
の
軍
事
的
拡
張
は
目
に
余
る
も
の

で
、米
国
が
求
め
る
責
任
分
担
に
つ
い
て
、

国
民
的
議
論
が
必
要
だ
と
訴
え
た
。

時
事
通
信
社
解
説
委
員
　
岸
田
　
芳
樹

　
バ
イ
デ
ン
米
政
権
発
足
後
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
本
格
化

し
、景
気
も
回
復
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、

共
和
党
内
部
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領

を
厳
し
く
批
判
し
て
き
た
チ
ェ
イ
ニ
ー
下

院
議
員
が
党
幹
部
職
か
ら
解
任
さ
れ
る
な

ど
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
依
然
、
党
内
に
絶
大

な
影
響
力
を
堅
持
し
て
い
る
。
杉
山
晋
輔

前
駐
米
大
使
は「
ト
ラ
ン
プ
氏
が
大
統
領

選
に
挑
戦
す
る
可
能
性
は
大
き
く
な
い

が
、
ト
ラ
ン
プ
的
な
も
の
は
消
え
な
い
」

と
断
言
す
る
。

　
杉
山
氏
は「
ト
ラ
ン
プ
氏
は
プ
ア
ホ
ワ

イ
ト（
白
人
貧
困
層
）に
目
を
向
け
、
完

全
雇
用
を
達
成
。
全
体
を
底
上
げ
し
た
か

ら
岩
盤
の
４
割
の
熱
狂
的
支
持
者
が
で
き

も
の
で
、
簡
単
に
解
は
見
つ
か
ら
な
い
。

パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
も
そ
の
典
型
だ
ろ
う
。

　
立
山
氏
に
よ
る
と
、
事
態
は
さ
ら
に
複

雑
に
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
イ
ス
ラ
エ
ル

と
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
の
軍
事
衝
突
に

し
て
も
、
そ
の
背
後
に
６
つ
の
伏
線
が
あ

る
と
解
説
す
る
。

　
①
東
エ
ル
サ
レ
ム
住
民
の
閉
塞
感
②
エ

ル
サ
レ
ム
聖
域
を
め
ぐ
る
対
立
③
ガ
ザ
問

題
の
深
刻
化
④
イ
ス
ラ
エ
ル
国
内
の
パ
レ

ス
チ
ナ
人
問
題
⑤
パ
レ
ス
チ
ナ
選
挙
の
延

期
⑥
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
関
係
の
変
化

―
―
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
そ
の
詳
細
に
触
れ
る
余
裕
は
な

い
。
そ
れ
よ
り
、
私
の
心
に
刺
さ
っ
た
の
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「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」と
い
う
言
葉
に

初
め
て
触
れ
た
時
、
な
に
そ
れ
？
　
な
ぜ

カ
タ
カ
ナ
？
　
日
本
語
に
訳
し
た
ら
？
　

そ
う
思
う
人
は
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
取
材
班
の
記
者
も
初
め
は
み
な
そ
う

だ
っ
た
。
こ
の
耳
慣
れ
な
い
言
葉
を
テ
ー

マ
に
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
報
道
の
過
程

は
、
自
分
た
ち
の
疑
問
を
解
消
さ
せ
て
い

っ
た
過
程
で
も
あ
る
。

言
い
出
し
っ
ぺ
は
、
介
護
殺
人
な
ど
の

事
件
取
材
を
経
験
し
た
元
大
阪
社
会
部
の

記
者
だ
っ
た
。
数
年
前
、
家
族
介
護
者
の

集
ま
り
の
取
材
で
こ
の
言
葉
に
出
会
っ
た

と
い
う
。
中
高
年
に
交
じ
っ
て
若
者
が
一

人
。「
介
護
を
学
ぶ
大
学
生
か
研
究
者
？
」

と
思
っ
た
ら
、「
彼
も
介
護
者
。
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
な
ん
て
い
う
言
い
方
が
あ
る
ら

し
い
」と
聞
か
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、

調
査
報
道
を
担
当
す
る
東
京
本
社
特
別
報

道
部（
今
年
３
月
に
廃
部
）に
異
動
し
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
報
道
を
提
案
し
た
。

何
人
い
る
か
も
分
か
ら
な
か
っ
た

取
材
班
が
下
調
べ
と
し
て
文
献
や
論
文

に
当
た
っ
て
分
か
っ
た
の
は
、「
全
国
に

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
ど
の
く
ら
い
い
る
の

か
全
く
分
か
ら
な
い
」と
い
う
事
実
だ
っ

た
。
研
究
者
が
子
ど
も
の
担
う
ケ
ア
を
紹

介
し
て
い
た
も
の
の
、
世
間
は「
親
孝
行

な
子
」「
し
っ
か
り
し
た
子
」と
み
る
向
き

が
強
く
、「
支
援
す
べ
き
対
象
」と
の
意

識
が
薄
い
現
状
も
分
か
っ
て
き
た
。

取
材
班
は
ま
ず「
何
人
ほ
ど
い
る
の

か
」と
い
う
疑
問
の
解
消
に
取
り
組
ん

だ
。
政
府
統
計
を
独
自
に
再
集
計
で
き
る

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
統
計
の
制
度
を
知
り
、

家
族
を
介
護
す
る
15
～
19
歳
の
子
ど
も
が

推
計
３
・
７
万
人
い
る
こ
と
を
報
じ
た
。

そ
の
後
も
記
者
の
疑
問
に
沿
っ
て
記
事

を
計
画
し
て
き
た
。
ど
う
い
う
ケ
ア
を
し

て
、人
生
に
ど
う
い
う
影
響
が
あ
る
の
か
、

当
事
者
を
訪
ね
歩
い
た
。
福
祉
の
プ
ロ
が

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る

の
か
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
独
自
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
っ
た
。
昔
か
ら
ケ
ア
を
担
う
子

ど
も
は
い
た
の
で
は
な
い
の
か
、
な
ぜ
カ

タ
カ
ナ
な
の
か
、
素
朴
な
疑
問
に
答
え
る

記
事
も
書
い
た
。
研
究
者
や
自
治
体
に
よ

っ
て
は
、
明
確
な
障
害
や
疾
病
の
な
い
家

族
ケ
ア
の
場
合
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
見

な
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
と
分
か
り
、

問
題
提
起
の
記
事
も
書
い
た
。

家
を
さ
ら
け
出
す
重
さ
か
み
し
め

自
分
た
ち
の
疑
問
解
消
を
進
め
て
い
く

動
き
に
、
中
高
生
へ
の
実
態
調
査
な
ど
国

の
動
き
が
重
な
っ
た
。
他
の
メ
デ
ィ
ア
が

取
り
上
げ
る
機
会
も
増
え
、
ブ
ー
ム
と
言

え
る
状
態
に
な
っ
た
。「
他
社
に
負
け
た

く
な
い
」と
の
思
い
は
当
然
あ
る
が
、
取

材
班
と
し
て
気
を
つ
け
て
い
た
の
は「
無

理
を
し
な
い
」こ
と
。
弱
腰
だ
と
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
と
て
も
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。

家
族
ケ
ア
を
担
っ
て
き
た
人
の
中
に

は
、
そ
の
人
自
身
も
ケ
ア
が
必
要
に
な
る

ほ
ど
心
身
に
不
調
が
出
て
い
る
こ
と
も
珍

し
く
は
な
い
。
体
験
を
思
い
返
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
心
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
こ
と

も
あ
る
。
取
材
班
は「
他
人
に
家
の
内
情

を
さ
ら
け
出
す
」こ
と
の
重
さ
を
理
解
し

て
い
た
つ
も
り
だ
。「
記
事
に
な
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
」を
持
つ
相
手
で
も
、
状
況
を
見

極
め
、
取
材
を
見
送
っ
た
り
、
中
断
し
た

り
、
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
し
た
り
し
て
い
る
。

一
方
、
積
極
的
に
進
め
て
い
る
の
は
、

記
事
を
家
族
ケ
ア
の
渦
中
に
い
る
子
ど
も

を
含
む
若
い
世
代
に
届
け
る
工
夫
だ
。
紙

面
掲
載
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
ウ
ェ
ブ
先
行
で

配
信
し
た
記
事
は
多
い
し
、
ウ
ェ
ブ
だ
け

の
記
事
も
あ
る
。取
材
班
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
・

ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
、
若
い
世
代
に
人

気
の
俳
優
に
ケ
ア
体
験
を
語
っ
て
も
ら
っ

た
。「最

近
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
い
う
言

葉
を
知
っ
て
、
な
ん
だ
か
救
わ
れ
た
。
あ

の
苦
し
さ
を
分
か
っ
て
も
ら
え
た
気
が
し

て
」。
こ
う
話
し
た
元
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
女
性
が
い
る
。「
自
分
だ
け
じ
ゃ
な
い
」

「
助
け
を
求
め
て
良
い
ん
だ
」。
そ
う
思
う

子
ど
も
が
少
し
で
も
増
え
て
ほ
し
い
。
そ

れ
が
取
材
班
の
願
い
だ
。

や
ま
だ
・
な
お
▼
2
0
0
5
年
入
社

　京
都

支
局

　阪
神
支
局

　東
京
社
会
部

　特
別
報

道
部
を
経
て

　21
年
4
月
か
ら
現
職

ヤングケアラー　毎日新聞取材班のツイッターより

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー�

山
田

　奈
緒（
毎
日
新
聞
社
デ
ジ
タ
ル
報
道
セ
ン
タ
ー
）

記
者
の
疑
問
た
ど
り
取
材

「
助
け
を
求
め
て
良
い
」と
思
え
る
よ
う
に
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
担
当

と
し
て
、
注
目
度
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
河

野
太
郎
行
政
・
規
制
改
革
相
。
番
記
者
と

し
て
接
す
る
中
で
、
奮
闘
ぶ
り
と
、
見
え

て
き
た
素
顔
を
報
告
す
る
。

持
ち
前
の
突
破
力
を
期
待
さ
れ
、
河
野

氏
が
ワ
ク
チ
ン
担
当
に
起
用
さ
れ
た
の
は

１
月
。
当
初
は
、
歯
に
衣
着
せ
ぬ
言
動
が

混
乱
を
招
い
た
。
坂
井
学
官
房
副
長
官
が

記
者
会
見
で
、
６
月
ま
で
に
対
象
と
な
る

全
国
民
に
必
要
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
量
の
確

保
を
見
込
む
と
表
明
す
る
と
、「
情
報
の

齟そ

齬ご

が
あ
っ
た
」と
即
座
に
否
定
。
自
民

党
の
二
階
俊
博
幹
事
長
が
苦
言
を
呈
し
た

の
は
記
憶
に
新
し
い
。

英
語
で
米
製
薬
会
社
と
直
接
交
渉

だ
が
、
そ
の
後
本
格
化
し
た
調
達
交
渉

で
は
、
政
界
き
っ
て
の
英
語
力
で
本
領
を

発
揮
し
た
。
米
製
薬
大
手
フ
ァ
イ
ザ
ー
社

幹
部
と
直
接
や
り
取
り
し
、
ワ
ク
チ
ン
の

輸
出
規
制
を
強
化
し
た
欧
州
連
合（
Ｅ

Ｕ
）側
と
の
交
渉
で
は
、
外
相
時
代
の
部

下
だ
っ
た
現
地
大
使
を
通
じ
て
円
滑
な
供

給
を
働
き
か
け
た
。「
令
和
の
運
び
屋
」

を
自
称
す
る
河
野
氏
に
対
し
、
党
内
で
も

「
よ
く
や
っ
て
い
る
」と
の
声
が
多
い
。

河
野
氏
と
い
え
ば
発
信
力
だ
。
火
曜
と

金
曜
の
閣
議
後
記
者
会
見
で
は
冒
頭
、
行

革
、
規
制
改
革
、
国
家
公
務
員
の
働
き
方

改
革
、
沖
縄
振
興
な
ど
幅
広
い
担
当
分
野

の
取
り
組
み
を
発
表
す
る
。
質
疑
応
答
を

含
め
る
と
、
会
見
時
間
は
ほ
ぼ
毎
回
、
約

30
分
間
に
及
ぶ
。
用
意
さ
れ
た
原
稿
を
棒

読
み
す
る
閣
僚
を
多
く
見
て
き
た
だ
け

に
、
自
分
の
言
葉
で
説
明
す
る
河
野
氏
の

姿
は
新
鮮
だ
っ
た
。時
折
苦
笑
い
し
た
り
、

あ
か
ら
さ
ま
に
不
満
な
表
情
を
浮
か
べ
た

り
、
感
情
を
隠
そ
う
と
も
し
な
い
。

海
外
メ
デ
ィ
ア
向
け
に
行
う
英
語
で
の

記
者
会
見
を
５
月
ま
で
に
３
回
開
き
、
海

外
メ
デ
ィ
ア
と
丁
々
発
止
の
や
り
取
り
を

繰
り
広
げ
た
。
テ
レ
ビ
番
組
に
も
積
極
的

に
出
演
し
、
ワ
ク
チ
ン
の
高
齢
者
向
け
接

種
が
始
ま
っ
た
４
月
中
旬
は
週
末
を
含

め
、
１
週
間
で
５
回
に
達
し
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
２
３
０
万
人

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
２
３
０

万
人
超
を
誇
る
。
頻
繁
に
更
新
し
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
進
め
る
自
治
体
の
苦
情
に
答

え
た
り
、
面
会
し
た
海
外
要
人
と
の
や
り

と
り
を
明
か
し
た
り
も
す
る
。
ワ
ク
チ
ン

以
外
に
も
テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
り
、
一

つ
一
つ
の
チ
ェ
ッ
ク
が
欠
か
せ
な
い
。

河
野
氏
は
精
力
的
に
動
く
の
で
、
追
い

か
け
る
方
も
楽
で
は
な
い
。
日
中
は
拠
点

の
あ
る
内
閣
府
と
国
会
や
首
相
官
邸
と
の

間
を
行
き
来
す
る
際
に
、
接
触
す
る
の
が

精
い
っ
ぱ
い
だ
。
夕
方
の
退
庁
時
、
記
者

団
と
雑
談
交
じ
り
の
立
ち
話
に
応
じ
る
こ

と
は
あ
る
も
の
の
、
短
時
間
の
た
め
本
音

を
探
る
の
は
難
し
い
。「
記
者
の
長
時
間

労
働
を
回
避
」と
の
理
由
で
夜
回
り
に
も

応
じ
ず
、
独
自
取
材
で
ど
れ
だ
け
差
を
つ

け
ら
れ
る
か
が
勝
負
と
な
る
。

官
僚
へ
の
要
求
水
準
も
高
い
。他
方
で
、

気
遣
う
意
外
な
一
面
も
み
せ
る
。
２
月
、

予
告
な
し
に
厚
生
労
働
省
の
予
防
接
種
室

を
訪
れ
、
実
務
に
当
た
る
職
員
ら
を
激
励

し
た
。
事
前
に
は
数
百
個
も
の
カ
ッ
プ
ラ

ー
メ
ン
を
差
し
入
れ
た
と
い
う
。
昨
年
11

月
に
行
わ
れ
た
行
政
事
業
レ
ビ
ュ
ー
の
公

開
検
証
で
は
、
週
末
出
勤
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
職
員
に
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
で
弁
当
を

用
意
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

世
論
調
査
で
は
次
の
首
相
候
補
の
ト
ッ

プ
に
名
前
が
挙
が
る
。
本
人
は「
知
名
度

調
査
の
よ
う
な
も
の
」と
素
っ
気
な
い

が
、
意
識
は
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
質
問

さ
れ
る
と
、
目
の
前
の
仕
事
を
優
先
す
る

考
え
を
強
調
し
つ
つ
も
、「
い
つ
か
は
ト

ッ
プ
を
目
指
し
て
自
分
の
思
う
政
策
を
実

現
し
た
い
」と
意
欲
を
に
じ
ま
せ
る
。
か

つ
て
脱
原
発
を
公
言
し
、
自
民
党
内
で

「
異
端
児
」と
呼
ば
れ「
根
回
し
は
不
得

意
」と
さ
れ
て
き
た
が
、
３
月
に
は
ワ
ク

チ
ン
接
種
へ
の
協
力
を
求
め
る
た
め
自
民

党
各
派
の
領
袖
を
訪
ね
歩
い
た
こ
と
が
耳

目
を
集
め
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
迅
速
な
普
及
が
、
菅

内
閣
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
命
運
を
握
っ
て
い

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
キ
ー
マ

ン
で
あ
る
河
野
氏
か
ら
目
が
離
せ
な
い

日
々
が
し
ば
ら
く
続
き
そ
う
だ
。

あ
べ
・
し
ん
じ
▼
2
0
0
7
年
入
社

　横
浜
支

局
を
経
て

　13
年
9
月
か
ら
政
治
部

　自
民

党

　防
衛
省

　経
済
部
を
経
験
し

　20
年
4

月
か
ら
現
職

　9
月
か
ら
河
野
氏
を
担
当

記
者
会
見
を
す
る
河
野
太
郎
行
政
・
規
制
改
革
相

（
２
月
16
日
/
東
京
・
永
田
町
/
代
表
撮
影
）

河
野
ワ
ク
チ
ン
担
当
大
臣�

阿
部

　真
司（
読
売
新
聞
東
京
本
社

政
治
部
首
相
官
邸
ク
ラ
ブ
）

調
達
交
渉
で「
突
破
力
」の
本
領
発
揮

官
僚
を
気
遣
う
意
外
な
一
面
も
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政
府
は
４
月
、
東
京
電
力
福
島
第
１
原

発
事
故
後
、
先
送
り
し
て
き
た
処
理
水
の

処
分
方
法
を
海
洋
放
出
に
決
め
た
。
７
年

以
上
の
議
論
を
経
て
も
、
処
理
水
に
含
ま

れ
る
放
射
性
物
質
ト
リ
チ
ウ
ム
へ
の
理
解

が
進
ま
ず
、
政
府
決
断
に
漁
業
者
ら
は
一

斉
に
反
発
し
た
。
根
幹
に
は
福
島
県
民
が

苦
し
み
続
け
て
い
る
風
評
被
害
の
問
題
が

あ
り
、
政
府
の
説
明
責
任
は
重
い
。

「
処
理
水
を
流
せ
ば
、
再
び
風
評
に
悩

ま
さ
れ
る
」。
政
府
決
定
に
漁
業
者
は
語

気
を
強
め
た
。
県
漁
連
は
３
月
に
試
験
操

業
を
終
え
、
４
月
か
ら
本
格
操
業
に
向
け

た
移
行
期
間
に
入
っ
た
直
後
だ
っ
た
。
か

ね
て
か
ら
強
く
反
対
し
て
い
た
漁
業
者
の

意
見
を
押
し
切
っ
た
判
断
―
。
漁
業
者
の

目
に
は
そ
う
映
っ
た
。

政
府
内
に
は
廃
炉
作
業
を
急
ぎ
た
い
意

向
も
に
じ
む
。
処
理
水
の
保
管
タ
ン
ク
が

福
島
第
１
原
発
の
敷
地
を
圧
迫
し
続
け
れ

ば
、
デ
ブ
リ（
溶
融
核
燃
料
）の
取
り
出

し
な
ど
今
後
の
廃
炉
作
業
に
影
響
を
与
え

か
ね
な
い
か
ら
だ
。
福
島
県
の
復
興
に
は

廃
炉
完
了
が
欠
か
せ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ

政
府
は
、
国
内
外
の
消
費
者
が
ト
リ
チ
ウ

ム
の
科
学
的
な
安
全
性
を
理
解
で
き
る
よ

う
取
り
組
む
べ
き
だ
。
正
し
く
理
解
す
る

人
が
増
え
る
こ
と
が
風
評
抑
制
へ
の
一
歩

と
な
る
。
福
島
民
友
も
ト
リ
チ
ウ
ム
に
関

す
る
特
集
を
続
け
て
き
た
。

■
処
理
水
の
ビ
ー
カ
ー
に
触
れ
て

福
島
民
友
が
連
載「
風
評
の
深
層
」を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は
２
０
２
０
年
２

月
。
従
前
か
ら
処
理
水
の
海
洋
放
出
が
有

力
視
さ
れ
た
中
、
処
理
水
を
取
り
巻
く
風

評
の
現
状
や
課
題
を
探
っ
た
。
福
島
第
１

原
発
で
の
現
地
取
材
で
は
、
汚
染
水
を
浄

化
す
る
多
核
種
除
去
設
備（
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
）

の
工
程
を
確
認
。
化
学
分
析
棟
に
入
り
、

ト
リ
チ
ウ
ム
濃
度
１
㍑
約
77
万
ベ
ク
レ
ル

の
処
理
水
が
入
っ
た
ビ
ー
カ
ー
を
記
者
自

身
が
手
袋
を
し
た
両
手
で
触
っ
た
。

科
学
者
へ
の
取
材
を
通
し
て
は
、
放
射

線
の
弱
さ
か
ら
ト
リ
チ
ウ
ム
の
外
部
被
ば

く
が
無
視
で
き
る
こ
と
を
分
か
り
や
す
く

伝
え
た
。
内
部
被
ば
く
に
つ
い
て
は
、
通

常
の
水
と
同
じ
よ
う
に
排
せ
つ
物
や
呼
気

と
し
て
大
半
が
体
外
に
排
出
さ
れ
る
と
説

明
。
タ
ン
パ
ク
質
や
糖
、
脂
肪
な
ど
の
有

機
化
合
物
を
つ
く
る
水
素
原
子
と
置
き
換

わ
っ
て
体
の
一
部
に
な
る「
有
機
結
合
型

ト
リ
チ
ウ
ム
」に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
、

自
然
界
の
濃
度
な
ら
ば
被
ば
く
量
は
と
て

も
小
さ
く
、
濃
度
に
か
か
わ
ら
ず「
ト
リ

チ
ウ
ム
は
危
険
」と
誇
張
さ
れ
る
こ
と
へ

の
懸
念
を
指
摘
し
た
。
政
府
の
方
針
決
定

よ
り
１
年
２
カ
月
前
だ
。

海
洋
放
出
に
反
対
す
る
意
見
の
中
に

は
、
除
去
さ
れ
ず
に
残
る
ト
リ
チ
ウ
ム
以

外
の
放
射
性
物
質
へ
の
懸
念
や
、
第
１
原

発
敷
地
外
へ
の
搬
出
を
指
摘
す
る
声
も
あ

る
。
福
島
第
１
原
発
で
発
生
す
る
処
理
水

は
、
汚
染
水
を
浄
化
す
る
点
で
他
原
発
か

ら
放
出
さ
れ
て
い
る
ト
リ
チ
ウ
ム
水
と
状

況
が
異
な
る
。
そ
の
た
め
政
府
は
、
法
令

基
準
を
大
幅
に
下
回
る
濃
度
ま
で
希
釈

し
、
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
の
放
射
性
物
質
を

基
準
値
以
下
ま
で
除
去
す
る
こ
と
な
ど
を

分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
が
必
要
だ

が
、
現
状
は
不
十
分
だ
。「
伝
え
る
」で

は
な
く
、「
伝
わ
る
」情
報
発
信
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

■
地
元
か
ら
見
え
る
報
道
心
が
け

処
理
水
を
巡
る
議
論
に
つ
い
て
、
政
府

決
定
前
に
取
材
し
た
大
熊
町
出
身
の
大
学

生
の
言
葉
が
印
象
的
だ
っ
た
。「
信
頼
関

係
の
構
築
が
大
事
。
相
手
へ
の
思
い
や
り

が
あ
れ
ば
、
解
決
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
」。
学
生
は
丁
寧
な
議
論
が
行
わ
れ

る
た
め
の
前
提
と
し
て
、住
民
側
と
政
府
・

東
電
側
の
双
方
向
の
歩
み
寄
り
が
必
要
だ

と
指
摘
し
た
。

学
生
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
今
後
の
歩

み
寄
り
の
鍵
と
な
る
の
は
政
府
の
風
評
対

策
だ
。
海
洋
放
出
の
準
備
期
間
は
２
年
程

度
。
政
府
が
ど
の
よ
う
な
風
評
対
策
を
提

示
し
、
決
着
す
る
の
か
。
最
前
線
の
地
元

紙
だ
か
ら
こ
そ
見
え
る
報
道
を
、
今
後
も

考
え
て
い
き
た
い
。

水野　智史
（福島民友新聞社報道部デスク）

新・列島報告�　福島県
東電福島第1原発、処理水海洋放出決定

トリチウム理解　伝わる発信を
風評抑制、重い政府の説明責任

み
ず
の
・
さ
と
し
▼
2
0
0
4
年
入
社

　編
集

局
整
理
部

　報
道
部（
社
会
部
）
　棚
倉
支
局

長

　報
道
部（
県
政
）な
ど
を
経
て

　21
年
4

月
か
ら
現
職
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南
ス
ー
ダ
ン
の
独
立
問
題
に
も
関
わ
っ
て

い
た
。

私
は
コ
メ
ン
ト
を
求
め
よ
う
と
急
ぎ
、

ク
ル
ー
ニ
ー
さ
ん
の
真
横
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

を
確
保
し
た
。
ミ
ー
ハ
ー
心
が
あ
っ
た
こ

と
は
否
定
し
な
い
。
み
な
考
え
る
こ
と
は

一
緒
で
、
次
々
と
報
道
陣
が
押
し
寄
せ
て

く
る
。
押
さ
れ
て
ぬ
か
る
み
に
足
を
と
ら

れ
た
私
は
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
し
ま
っ
た
。

泥
だ
ら
け
に
な
る
―
。
そ
う
覚
悟
し
た

時
、た
く
ま
し
い
腕
が
私
の
肩
に
回
っ
た
。

「
ア
ー
・
ユ
ー
・
オ
ー
ケ
ー
？
」。
ク
ル
ー

ニ
ー
さ
ん
だ
。「
南
ス
ー
ダ
ン
に
と
っ
て

重
要
な
瞬
間
に
立
ち
会
え
て
興
奮
し
て
い

る
」と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
を
し
て
く
れ
た

横
顔
は
、
映
画
館
で
見
る
以
上
に
格
好
良

か
っ
た
。

１
９
８
３
年
か
ら
２
０
０
５
年
に
か
け

て
続
い
た
第
２
次
ス
ー
ダ
ン
内
戦
で
は
、

ア
ラ
ブ
人
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
中
心
と
す
る

中
央
政
府
と
、
黒
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
多

い
南
部
の
ス
ー
ダ
ン
人
民
解
放
運
動（
Ｓ

Ｐ
Ｌ
Ｍ
）が
戦
闘
を
繰
り
広
げ
た
。
全
体

で
市
民
２
５
０
万
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
と

い
わ
れ
る
。

南
ス
ー
ダ
ン
独
立
に
向
け
た
住
民
投
票

は
、
停
戦
合
意
の
柱
と
し
て
、
紛
争
の
恒

久
的
な
解
決
を
目
指
し
て
行
わ
れ
た
も
の

だ
。
ク
ル
ー
ニ
ー
さ
ん
は
そ
の
機
運
を
高

め
る
の
に
一
役
買
っ
た
。
日
本
を
含
む
先

ろ
し
か
っ
た
。
戦
う
こ
と
し
か
知
ら
ず

に
育
っ
た
彼
ら
を
ど
う
武
装
解
除
し
社

会
に
統
合
す
る
の
か
。
私
に
は
、
南
ス

ー
ダ
ン
の
未
来
が
明
る
い
と
は
思
え
な

か
っ
た
。

不
幸
に
も
予
感
は
当
た
り
、
南
ス
ー

ダ
ン
は
13
年
、
民
族
間
の
権
力
闘
争
が

内
戦
に
発
展
。
昨
年
ま
で
に
数
百
万
人

が
住
む
場
所
を
失
い
、
40
万
人
以
上
が

死
亡
し
た
。こ
う
し
た
情
勢
に
触
れ
る
た

び
に
、
独
立
は
時
期
尚
早
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
の
疑
問
が
頭
を
も
た
げ
る
。

■
い
ま
問
い
た
い「
国
家
建
設
」

ク
ル
ー
ニ
ー
さ
ん
は
そ
の
後
、
南
ス

ー
ダ
ン
高
官
の
腐
敗
を
告
発
す
る
な
ど

同
国
へ
の
関
与
を
続
け
た
。
一
方
で
、

欧
米
の
識
者
ら
か
ら
、
安
易
に
独
立
を

後
押
し
し
た
と
の
批
判
を
浴
び
る
よ
う

に
も
な
っ
た
。

あ
れ
か
ら
10
年
。「
国
家
建
設
」と
い

う
シ
ビ
ア
な
問
題
を
ど
う
と
ら
え
る
よ

う
に
な
っ
た
の
か
を
聞
い
て
み
た
い
。

泥
だ
ら
け
に
な
る
の
を
助
け
て
も
ら
っ

た
お
礼
を
改
め
て
お
伝
え
し
た
後
で
。

（
お
お
う
ち
・
き
よ
し
　
ワ
シ
ン
ト
ン
特

派
員
）

次
号
は
久
下
和
宏
さ
ん（
共
同
通
信

社
）に
バ
ト
ン
が
渡
り
ま
す
。

南
ス
ー
ダ
ン
は
現
時
点
で
、
世
界
で

「
最
も
若
い
国
家
」だ
。
長
い
内
戦
を

経
て
、
２
０
１
１
年
７
月
に
ス
ー
ダ
ン

か
ら
分
離
独
立
し
た
。
そ
の
半
年
前
に

独
立
を
決
定
す
る
住
民
投
票
が
行
わ

れ
、
私
も
現
地
で
取
材
し
て
い
た
。

後
に
首
都
と
な
る
ジ
ュ
バ
で
行
わ
れ

た
記
念
式
典
に
は
、
独
立
を
後
押
し
し

た
ア
フ
リ
カ
諸
国
や
米
欧
の
要
人
ら
が

集
ま
り
、
世
界
中
か
ら
報
道
陣
も
詰
め

か
け
た
。
市
民
が
太
鼓
を
た
た
い
た
り

踊
っ
た
り
と
お
祭
り
騒
ぎ
だ
。

■
バ
ラ
ン
ス
失
っ
た
私
の
肩
に

そ
の
中
に
、
ひ
と
き
わ
ハ
ン
サ
ム
な

男
性
が
い
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
ル
ー
ニ

ー
さ
ん
だ
。
言
わ
ず
と
知
れ
た
米
ハ
リ

ウ
ッ
ド
の
大
ス
タ
ー
で
あ
る
。

ク
ル
ー
ニ
ー
さ
ん
は
俳
優
業
の
か
た

わ
ら
、
ア
フ
リ
カ
支
援
な
ど
に
熱
心
に

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

こ
の
時
期
は
、
国
連
か
ら
任
命
さ
れ
た

「
平
和
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
」と
し
て

リ レーエッセー

南スーダン独立を問う住民投票所で、後に初代大統領
になるサルバ・キールさん（左）と握手するジョージ・クル
ーニーさん（右）（2011年1月9日/スーダン・ジュバ/ＥＰＡ時事）

米
俳
優
　
ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
ル
ー
ニ
ー
さ
ん

南
ス
ー
ダ
ン
独
立
支
え
た
腕
の
感
触

大
内

　清（
産
経
新
聞
社
）

進
国
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
、「
平
和
へ
の
一
票
」

と
い
っ
た
明
る
い
論
調
が
多
か
っ
た
。

だ
が
、
ひ
と
口
に
南
ス
ー
ダ
ン
と
い
っ

て
も
一
枚
岩
で
は
な
い
。
数
十
の
民
族
が

混
在
し
、
内
戦
中
は
Ｓ
Ｐ
Ｌ
Ｍ
内
で
も
戦

闘
が
多
発
し
た
ほ
ど
だ
。

当
時
取
材
し
た
中
に
、
少
年
の
こ
ろ
か

ら
兵
士
だ
と
い
う
男
性
が
い
た
。
昼
か
ら

酒
を
飲
み
、
他
民
族
と
の
戦
い
に
な
れ
ば

「
い
つ
で
も
戦
う
よ
」と
す
ご
ん
だ
目
が
恐
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きむら・りょういち
1956年生まれ　フリージャー
ナリスト・作家　日本医学ジ
ャーナリスト協会理事　日本臓
器移植ネットワーク倫理委
員会委員　三田文学会会員　
83年産経新聞社入社　社会
部記者や論説委員を経て
2018年退社　その間ファイ
ザー医学記事賞などを受賞　
著書に『臓器漂流』『パンデミ
ック・フルー襲来』『新型コ
ロナウイルス』などがある

手
元
に
１
枚
の
写
真（
19
㌻
）が
あ
る
。

１
９
６
４（
昭
和
39
）年
３
月
27
日
に
東
京

大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
実
施
さ
れ
た
日

本
初
、
ア
ジ
ア
で
最
初
の
、
腎
臓
の
移
植

手
術
の
様
子
を
撮
影
し
た
も
の
だ
。
手
前

の
手
術
台
に
28
歳
の
妻
が
、
向
こ
う
に
は

25
歳
の
夫
が
そ
れ
ぞ
れ
麻
酔
を
か
け
ら
れ

て
横
た
わ
っ
て
い
る
。
手
術
は
妻
の
左
の

腎
臓
を
摘
出
し
て
夫
の
右
脇
腹
に
植
え
る

生
体
腎
移
植
だ
っ
た
。

◆
目
標
に
向
か
っ
て
突
き
進
む
生
き
方

写
真
を
提
供
し
て
く
れ
た
の
が
、
東
京

女
子
医
科
大
学
名
誉
教
授
の
太
田
和
夫
氏

（
２
０
１
０
年
７
月
、
79
歳
で
死
去
）だ
っ

た
。
い
ま
か
ら
20
年
以
上
も
前
の
こ
と
に

な
る
が
、
東
京
女
子
医
大
を
定
年
退
職
し

て
東
京
・
八
重
洲
に
太
田
医
学
研
究
所
を

設
立
し
た
太
田
氏
の
も
と
を
数
年
間
毎
日

の
よ
う
に
訪
ね
て
は
、医
学
・
医
療
の
取
材

を
続
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
写
真
は
そ
ん

な
取
材
の
中
で
接
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

臓
器
移
植
の
パ
イ
オ
ニ
ア
に
密
着
取
材

医
学
・
医
療
の
在
り
方
を
学
ぶ

木
村

　良
一

日
本
初
の
生
体
腎
移
植
の
手
術
の
と
き

太
田
氏
は
ま
だ
32
歳
で
、
東
大
医
学
部
第

２
外
科
の
一
介
の
助
手
に
過
ぎ
な
か
っ
た

が
、
移
植
医
療
に
対
す
る
熱
意
を
買
わ
れ

て
手
術
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。
し
か
し
、
残

念
な
が
ら
手
術
は
成
功
し
な
か
っ
た
。

そ
の
辺
り
の
い
き
さ
つ
は
、
東
京
本
社

発
行
の
産
経
新
聞
の
連
載
記
事（
２
０
０

１
年
５
月
～
９
月
、
計
45
回
）や
拙
著『
移

植
医
療
を
築
い
た
二
人
の
男
　
そ
の
光
と

影
』（
２
０
０
２
年
８
月
、
産
経
新
聞
社
発

行
）に
書
い
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
そ
の

一
部
を
引
用
し
な
が
ら
解
説
し
て
み
よ

う
。
冒
頭
の
接
写
写
真
も
産
経
新
聞
や
拙

著
に
掲
載
し
て
い
る
。

〈
手
術
が
終
わ
っ
て
も
、
尿
管
か
ら
し

た
た
り
落
ち
る
は
ず
の
尿
が
出
な
か
っ

た
。妻
の
片
方
の
腎
臓
を
も
ら
っ
た
夫
は
、

手
術
か
ら
９
日
目
で
亡
く
な
っ
た
。
遺
体

を
解
剖
し
て
み
る
と
、
内
腸
骨
動
脈
か
ら

腎
動
脈
に
か
け
て
血
栓（
血
の
固
ま
り
）

が
付
着
し
て
い
た
。
血
栓
で
動
脈
が
詰
ま

り
、
腎
臓
が
機
能
し
な
く
な
っ
て
い
た
。

慢
性
の
糸
球
体
腎
炎
で
血
管
自
体
が
弱
っ

て
い
た
の
だ
〉

〈
太
田
は
失
敗
の
原
因
を
追
究
し
、「
移

植
は
ガ
ン
の
手
術
の
よ
う
に
た
だ
単
に
切

り
取
る
よ
う
な
手
術
で
は
い
け
な
い
。
も

っ
と
、
グ
レ
ー
ド
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
主
張
し
た
。
案
の
定
、
先
輩
た

ち
か
ら「
生
意
気
な
。
そ
れ
な
ら
、
お
前

が
直
接
や
っ
て
み
ろ
」と
い
う
声
が
上
が

っ
た
。
医
学
の
世
界
は
い
ま
以
上
に
年
功

序
列
が
厳
し
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
ん
な
声

に
屈
す
る
太
田
で
は
な
い
。
そ
の
後
、
東

大
病
院
で
生
体
腎
移
植
手
術
を
次
々
と
執

刀
し
、
成
功
さ
せ
て
い
っ
た
〉

太
田
氏
に
は
外
科
医
と
し
て
の
天
性
の

才
能
が
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は

な
い
。
自
分
で
目
標
を
決
め
、
そ
の
目
標

に
向
か
っ
て
ひ
る
ま
ず
に
突
き
進
む
強
い

意
思
が
あ
っ
た
。
私
は
そ
ん
な
生
き
方
を

太
田
氏
か
ら
教
わ
っ
た
。

◆「
あ
の
こ
ろ
は
大
き
な
夢
が
あ
っ
た
」

太
田
氏
は
東
大
医
学
部
を
卒
業
後
、
大

学
院
に
進
み
、
東
京
女
子
医
大
に
移
る
１

９
７
０
年
ま
で
の
13
年
間
を
東
大
第
２
外

科
の
医
局
員
と
し
て
研
究
に
励
ん
だ
。
し

か
し
、
最
初
は
先
輩
の
医
師
た
ち
か
ら

「
移
植
じ
ゃ
、
メ
シ
も
食
え
な
い
ぞ
」と

か
ら
か
わ
れ
、
教
授
か
ら
は「
ま
さ
か
学

位（
博
士
）論
文
の
テ
ー
マ
に
す
る
気
で

は
な
い
だ
ろ
う
ね
」と
く
ぎ
を
刺
さ
れ
た
。

そ
れ
で
も
太
田
氏
は「
臓
器
移
植
の
研

究
か
ら
手
を
引
け
と
言
わ
れ
た
わ
け
で
な

い
。
早
く
学
位
論
文
を
仕
上
げ
て
研
究
に

専
念
し
よ
う
。
医
学
的
に
も
世
界
の
流
れ

か
ら
も
、
移
植
が
最
初
に
成
功
す
る
の
は

心
臓
で
も
肝
臓
で
も
な
く
、
間
違
い
な
く

腎
臓
だ
」と
決
意
を
固
め
た
。

環
境
の
厳
し
さ
は
い
く
つ
も
あ
っ
た
。

東
大
医
学
部
で
も
高
額
な
医
療
機
器
は
な

か
な
か
購
入
で
き
ず
、
人
工
腎
臓
の
透
析

装
置
は
有
り
合
わ
せ
の
材
料
で
独
自
の
も
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書 いた話　書かなかった話

の
を
作
っ
て
そ
れ
を
使
っ
た
。
木
造
建
築

の
地
下
に
あ
る
実
験
室
は
老
朽
化
し
、
暖

房
も
な
け
れ
ば
給
湯
設
備
も
な
か
っ
た
。

１
９
６
８
年
１
月
に
は
医
学
部
の
学
生

自
治
会
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
始
め
、
そ
れ
が

東
大
全
共
闘
が
安
田
講
堂
を
占
拠
す
る
東

大
紛
争
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。
太
田
氏

は
移
植
医
療
の
研
究
に
打
ち
込
め
な
く
な

っ
た
。

太
田
氏
は
１
９
７
０
年
１
月
、
心
臓
外

科
の
権
威
と
し
て
東
京
女
子
医
大
で
活
躍

し
て
い
た
大
先
輩
の
榊
原
仟し

げ
る

教
授
を
頼
っ

て
同
大
に
移
る
。
そ
こ
で
腎
臓
病
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
を
創
設
し
、
１
０
０
０
例
を

超
す
腎
移
植
を
手
掛
け
、
後
年
は
日
本
移

植
学
会
や
日
本
透
析
医
学
会
の
理
事
長
な

ど
を
歴
任
す
る
。

太
田
氏
は
日
本
の
移
植
医
療
の
パ
イ
オ

で
発
生
す
る
と
い
わ
れ
る
脳
死
の
現
場
を

リ
ポ
ー
ト
す
る
〉と
ま
と
め
上
げ
、
本
文

は
お
お
む
ね
次
の
よ
う
に
書
き
出
し
た
。

〈
心
臓
の
鼓
動
と
呼
吸
が
止
ま
っ
た
60

歳
代
の
女
性
が
救
急
車
で
運
ば
れ
て
き

た
。
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
が
施
さ
れ
、

心
停
止
か
ら
40
分
後
、心
拍
は
再
開
し
た
。

だ
が
、
意
識
は
回
復
せ
ず
、
脳
波
も
平
坦
、

血
圧
も
か
な
り
低
か
っ
た
。
脳
死
を
確
認

す
る
脳
死
判
定
が
行
わ
れ
た
〉

脳
死
と
は
、
呼
吸
や
心
臓
の
鼓
動
を
司

る
脳
幹
を
含
む
全
脳
の
機
能
が
不
可
逆
的

（
も
と
に
戻
ら
ず
）に
停
止
し
た
状
態
を
指

す
。
脳
死
が
疑
わ
れ
る
患
者
が
ど
ん
な
状

態
に
あ
る
の
か
、
予
後（
病
状
の
見
通
し
）

は
ど
う
な
る
の
か
。
そ
れ
ら
を
臨
床
の
現

場
で
確
認
す
る
の
が
脳
死
判
定
で
あ
る
。

◆
暗
い
死
を
明
る
く
す
る
唯
一
の
医
療

60
歳
代
の
女
性
患
者
は
人
工
呼
吸
器
が

装
着
さ
れ
、
胸
は
一
定
の
リ
ズ
ム
で
上
下

に
大
き
く
動
い
て
い
た
。
人
工
呼
吸
器
を

外
せ
ば
酸
素
を
肺
に
送
り
込
め
な
く
な
っ

て
心
臓
が
止
ま
る
。
脳
死
者
は
人
工
呼
吸

器
に
よ
っ
て
心
臓
を
動
か
し
て
い
る
。
人

工
呼
吸
器
が
生
ん
だ
新
た
な
死
、
そ
れ
が

脳
死
で
あ
る
。

脳
死
が
人
の
死
で
あ
る
こ
と
は
医
学
的

に
間
違
い
な
い
。
た
だ
し
、
感
情
的
に
割

り
切
れ
な
い
面
が
あ
る
。
脳
死
判
定
に
立

ち
会
っ
た
と
き
、
女
性
患
者
は
明
ら
か
に

死
ん
で
い
る
、と
私
は
感
じ
た
。
し
か
し
、

女
性
患
者
の
家
族
は「
脳
死
の
可
能
性
が

高
い
」と
担
当
医
に
告
げ
ら
れ
て
も
納
得

で
き
ず
、「
何
と
か
助
け
て
ほ
し
い
」と

懇
願
し
て
い
た
。

臓
器
移
植
法
上
は「
臓
器
提
供
に
限
っ

て
脳
死
を
人
の
死
と
す
る
」と
規
定
し
て

い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
脳
死
移
植
で
は
必
ず

ド
ナ
ー
（
臓
器
提
供
者
）に
対
し
、
脳
死

か
否
か
、
つ
ま
り
死
か
生
か
を
見
極
め
る

脳
死
判
定
が
厳
密
に
実
施
さ
れ
る
。だ
が
、

裏
を
返
す
と
、
臓
器
提
供
し
な
い
場
合
に

は
脳
死
は
人
の
死
で
な
く
な
り
、
医
学
的

に
は
矛
盾
す
る
。

人
の
死
を
以
て
人
の
命
を
救
う
移
植
医

療
に
は
、
ど
う
し
て
も
死
生
観
が
付
き
ま

と
う
。
脳
死
は
一
律
に
人
の
死
だ
、
と
強

要
す
る
の
は
よ
く
な
い
と
思
う
が
、
人
の

死
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
よ
う
と
し
な
い

の
も
困
る
。

か
つ
て
太
田
和
夫
氏
は
私
に
こ
う
話
し

て
い
た
。

「
死
と
は
、
暗
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
仕
方
が
な
い
。
だ
が
、
そ
の
死
を
明
る

く
す
る
こ
と
が
で
き
る
唯
一
の
医
療
と
し

て
臓
器
移
植
が
あ
る
」

「
死
に
よ
っ
て
人
格
は
こ
の
世
か
ら
潰

え
去
る
。
し
か
し
、
移
植
さ
れ
た
臓
器
は

生
命
の
輝
き
を
失
わ
ず
に
他
人
の
体
の
中

で
生
き
続
け
る
」

太
田
氏
か
ら
こ
の
話
を
聞
い
た
と
き
、

医
学
・
医
療
の
ひ
と
つ
の
在
り
方
を
教
え

ら
れ
た
気
が
し
た
。

ニ
ア
で
あ
る
。昔
を
振
り
返
っ
て「
若
気
の

至
り
で
自
ら
苦
労
を
買
っ
て
出
た
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
が
、
あ
の
こ
ろ
は
大
き
な
夢

が
あ
っ
た
」と
よ
く
私
に
話
し
て
く
れ
た
。

◆
脳
死
判
定
の
現
場
に
も
立
ち
会
っ
た

時
代
は
移
り
、
太
田
氏
は
１
９
９
７
年

３
月
に
東
京
女
子
医
大
を
定
年
退
職
す

る
。
そ
の
年
の
６
月
17
日
に
は
臓
器
移
植

法
が
成
立
し
て
10
月
16
日
か
ら
施
行
さ

れ
、
１
年
半
後
の
１
９
９
９
年
２
月
に
は

日
本
で
初
め
て
の
合
法
的
な
脳
死
移
植
が

実
施
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
移
植
医
療
の
取
材
の
中
で

大
き
な
テ
ー
マ
が「
脳
死
は
人
の
死
か
否

か
」だ
っ
た
。
国
会
で
の
臓
器
移
植
法
案

の
審
議
も
こ
の
命
題
が
中
心
と
な
っ
た
。

私
は
脳
死
判
定
基
準（
竹
内
基
準
）を

作
っ
た
竹
内
一
夫
氏
に
頼
み
込
み
、
竹
内

氏
が
学
長
を
務
め
て
い
た
杏
林
大
学
の
医

学
部
付
属
病
院
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

（
東
京
都
三
鷹
市
）で
脳
死
判
定
を
取
材
し

て
脳
死
に
つ
い
て
考
え
た
。

そ
の
と
き
の
脳
死
判
定
の
模
様
は
、
産

経
新
聞（
東
京
本
社
発
行
）の
１
９
９
７

年
６
月
５
日
付
社
会
面
に
詳
し
く
書
い

た
。
確
か
リ
ー
ド（
前
文
）は〈「
無
呼
吸

テ
ス
ト
」（
ア
プ
ニ
ア
テ
ス
ト
）だ
け
は
最

後
ま
で
で
き
な
か
っ
た
が
、「
瞳
孔
散
大
」

「
対
光
反
射
」「
角
膜
反
射
」を
確
認
す
る

医
学
的
検
査
が
目
の
前
で
次
々
と
行
わ
れ

た
。
全
死
者
の
１
０
０
人
に
１
人
の
割
合

日本初の腎移植手術（1964年3月27日/東京都文京区の東
大病院/筆者提供）
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科　　目
公益目的事業会計

収益事業等会計 法人会計 合計公 １
記者会見等

公 ２
クラブ賞

公 ３
会報・HP 共通 小計

Ⅰ一般正味財産増減の部
１ ．経常増減の部
（ １）経常収益
特 定 資 産 運 用 益 ３97,３99 5１,7１0 449,１09 449,１09
受 取 会 費 ２３6,３09,580 ２３6,３09,580 66,65１,4２0 ３0２,96１,000
法 人 会 員 会 費 収 入 １5３,２45,8２0 １5３,２45,8２0 4３,２２３,１80 １96,469,000
個 人 会 員 会 費 収 入 46,7３9,784 46,7３9,784 １３,１8３,0１6 59,9２２,800
賛 助 会 員 会 費 収 入 ３6,３２３,976 ３6,３２３,976 １0,２45,２２4 46,569,２00
事 業 収 益 １２,055,１77 １２,055,１77
貸 室 料 収 入 １0,6３１,879 １0,6３１,879
飲 食 売 上 割 戻 し 4２,２98 4２,２98
施 設 機 器 賃 借 料 １,３8１,000 １,３8１,000

雑 収 益 467 467 １08,600 56 １09,１２３
受 取 利 息 467 467 １00 56 6２３
そ の 他 の 雑 収 入 １08,500 １08,500
受 取 入 会 金 ３9,000 ３9,000 １１,000 50,000
経 常 収 益 計 ３97,３99 ２３6,400,757 ２３6,798,１56 １２,１6３,777 66,66２,476 ３１5,6２4,409

（ ２ ）経常費用
事 業 費 １49,１３4,２44 １２,4３7,76３ 4２,86２,３70 56,460,578 ２60,894,955 4３,１56,50３ ３04,05１,458
借 室 維 持 費 75,057,9２4 56,460,578 １３１,5１8,50２ ２4,796,46２ １56,３１4,964
借 室 料 ３9,１5２,8３7 ２4,470,5２３ 6３,6２３,３60 １9,576,4１8 8３,１99,778
共 益 費 6,97２,9３１ 4,３58,08２ １１,３３１,0１３ ３,486,466 １4,8１7,479
空 調 ・ 光 熱 費 ３,467,１56 ２,１66,97３ 5,6３4,１２9 １,7３３,578 7,３67,707
ホ ー ル 専 用 利 用 費 ２5,465,000 ２5,465,000 50,9３0,000 50,9３0,000

人 件 費 54,9３１,8１6 １0,560,689 ２4,３１0,454 89,80２,959 １6,２6２,２57 １06,065,２１6
役 員 報 酬 6,750,000 １,650,000 5,１00,000 １３,500,000 １３,500,000
給 与 金 ３１,7２9,２88 5,579,３１5 １１,89３,２7２ 49,２0１,875 １１,0１7,94１ 60,２１9,8１6
賞 与 ・ 諸 手 当 １6,04３,5２8 ３,２5１,３74 7,１5３,１8２ ２6,448,084 5,１05,３１6 ３１,55３,400
厚 生 費 409,000 80,000 １64,000 65３,000 １３9,000 79２,000
退 職 引 当 金 繰 入
事 業 費 １３,7３３,000 １,877,074 １8,55１,9１6 ３4,１6１,990 ３4,１6１,990
会 議 費 6１１,１80 ２３,507 １48,877 78３,564 78３,564
事 業 運 営 費 １１,698,9１３ 449,958 ２,849,7３6 １4,998,607 １4,998,607
会 報 発 行 ・ Ｈ Ｐ 運 営 費 １4,5１0,46２ １4,5１0,46２ １4,5１0,46２
ク ラ ブ 賞 実 施 費 １,１46,750 １,１46,750 １,１46,750
運 営 雑 費 １7１,6１２ 6,600 4１,804 ２２0,0１6 ２２0,0１6
通 信 費 １,２１３,１9２ ２4２,6３8 970,554 ２,4２6,３84 ２,4２6,３84
印 刷 費 ２9,040 5,808 ２３,２３２ 58,080 58,080
交 通 費 9,06３ １,8１３ 7,２5１ １8,１２7 １8,１２7
減 価 償 却 費 5,4１１,504 5,4１１,504 ２,097,784 7,509,２88

管 理 費 48,8１5,8３6 48,8１5,8３6
借 室 維 持 費 １8,597,３46 １8,597,３46
借 室 料 １4,68２,３１4 １4,68２,３１4
共 益 費 ２,6１4,849 ２,6１4,849
空 調 ・ 光 熱 費 １,３00,１8３ １,３00,１8３
人 件 費 １0,558,995 １0,558,995
役 員 報 酬 １,500,000 １,500,000
給 与 金 5,5１１,458 5,5１１,458
賞 与 ・ 諸 手 当 ３,49３,848 ３,49３,848
厚 生 費 5３,689 5３,689
退 職 引 当 金 繰 入
そ の 他 の 管 理 費 １5,486,049 １5,486,049
ク ラ ブ 管 理 費 １１,２40,78１ １１,２40,78１
機 器 備 品 費 １２9,787 １２9,787
消 耗 品 費 557,50１ 557,50１
事 務 委 託 費 １,98１,658 １,98１,658
事 務 雑 費 950,675 950,675
通 信 費 606,596 606,596
印 刷 費 １4,5２0 １4,5２0
交 通 費 4,5３１ 4,5３１

減 価 償 却 費 4,１7３,446 4,１7３,446
経 常 費 用 計 １49,１３4,２44 １２,4３7,76３ 4２,86２,３70 56,460,578 ２60,894,955 4３,１56,50３ 48,8１5,8３6 ３5２,867,２94
評価損益等調整前当期経常増減額 △１49,１３4,２44 △１２,040,３64 △4２,86２,３70 １79,940,１79 △２4,096,799 △３0,99２,7２6 １7,846,640 △３7,２4２,885
当期経常増減額 △１49,１３4,２44 △１２,040,３64 △4２,86２,３70 １79,940,１79 △２4,096,799 △３0,99２,7２6 １7,846,640 △３7,２4２,885
２ ．経常外増減の部
（ １）経常外収益
経 常 外 収 入 計

（ ２）経常外費用
固 定 資 産 除 却 損 70,87１ 70,87１ 70,87１

経 常 外 費 用 計 70,87１ 70,87１ 70,87１
当期経常外増減額 △70,87１ △70,87１ △70,87１
他 会 計 振 替 額 0 １7,846,640 △１7,846,640

当期一般正味財産増減額 △１49,２05,１１5 △１２,040,３64 △4２,86２,３70 １79,940,１79 △２4,１67,670 △１３,１46,086 △３7,３１３,756
一般正味財産期首残高 △950,946,２9２ △84,6１8,047 △２58,7２１,084 １,8１4,３２２,00２ 5２0,0３6,579 １87,969,508 １08,59２,705 8１6,598,79３
一般正味財産期末残高 △１,１00,１5１,407 △96,658,4１１ △３0１,58３,454 １,994,２6２,１8１ 495,868,909 １74,8２３,4２３ １08,59２,705 779,２85,0３7

Ⅱ指定正味財産増減の部
指定正味財産期首残高 46,87２,３２8 46,87２,３２8 46,87２,３２8
指定正味財産期末残高 46,87２,３２8 46,87２,３２8 46,87２,３２8

Ⅲ正味財産期末残高 △１,１00,１5１,407 △49,786,08３ △３0１,58３,454 １,994,２6２,１8１ 54２,74１,２３7 １74,8２３,4２３ １08,59２,705 8２6,１57,３65

2020年度決 算

正味財産増減計算書内訳表
自　2020年4月1日　　至　2021年3月31日

（単位：円）
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科　　目 ２0２0年度 ２0１9年度 増減

Ⅰ　資産の部

⒈流動資産

現 金 預 金 ２4,68１,4３4 49,１75,6１１ △２4,494,１77

仮 払 金 9２,576 86,8２6 5,750

立 替 金 ２,44１,84１ ３,7２２,599 △１,２80,758

未 収 会 費 5,7１１,600 6,804,１00 △１,09２,500

未 収 貸 室 料 640,6２6 484,8１4 １55,8１２

前 払 金 １１,7３１,9３8 １１,4２7,648 ３04,２90

流 動 資 産 合 計 45,３00,0１5 7１,70１,598 △２6,40１,58３

⒉固定資産

⑴特定資産

退 職 準 備 積 立 預 金 75,99２,２86 75,99２,２86 0

特 別 修 繕 積 立 預 金 １64,97３,0３２ １64,97３,0３２ 0

特別記念事業積立預金 44,47１,２95 44,47１,２95 0

特別システム更新積立預金 65,３１8,78２ 65,３１8,78２ 0

ク ラ ブ 賞 積 立 預 金 ２３0,957,２46 ２３0,957,２46 0

経営安定化資金積立預金 １86,4１4,56１ １86,4１4,56１ 0

特 定 資 産 合 計 768,１２7,２0２ 768,１２7,２0２ 0

⑵その他固定資産

内 装 設 備 4,876,１３8 5,３7１,880 △495,74２

什 器 備 品 4,３88,３88 6,50２,２３３ △２,１１３,845

ソ フ ト ウ ェ ア 8,094,１86 １6,9２4,２09 △8,8３0,0２３

敷 金 75,9３8,40３ 75,9３8,40３ 0

そ の 他 固 定 資 産 合 計 9３,２97,１１5 １04,7３6,7２5 △１１,4３9,6１0

固 定 資 産 合 計 86１,4２4,３１7 87２,86３,9２7 △１１,4３9,6１0

資 産 合 計 906,7２4,３３２ 944,565,5２5 △３7,84１,１9３

Ⅱ　負債の部

⒈流動負債

仮 受 金 ２,３57,３00 １,86２,000 495,３00

未 払 金 ２,２１7,３8１ ３,２40,１１8 △１,0２２,7３7

流 動 負 債 合 計 4,574,68１ 5,１0２,１１8 △5２7,4３7

⒉固定負債

退 職 準 備 引 当 金 75,99２,２86 75,99２,２86 0

固 定 負 債 合 計 75,99２,２86 75,99２,２86 0

負 債 合 計 80,566,967 8１,094,404 △5２7,4３7

Ⅲ　正味財産の部

⒈指定正味財産

指 定 正 味 財 産 合 計 46,87２,３２8 46,87２,３２8 0

⒉一般正味財産 779,２85,0３7 8１6,598,79３ △３7,３１３,756

正 味 財 産 合 計 8２6,１57,３65 86３,47１,１２１ △３7,３１３,756

負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 906,7２4,３３２ 944,565,5２5 △３7,84１,１9３

土 曜記者ゼミ

貸借対照表　2021 年�3 月 31 日現在
（単位：円）

Ｉ
Ｔ
編
①
　
５
・８
／
ネ
ッ
ト
86
人

第
１
部
　
久
保
庭
総
一
郎
　
読
売
新
聞
社
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
支
局
長

■
米
メ
デ
ィ
ア
、
デ
ジ
タ
ル
共
存
に
光

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
就
任
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
を
一
つ
の
転
換
期
に
、

米
国
メ
デ
ィ
ア
は
デ
ジ
タ
ル
と
の
共
存
に

光
を
見
い
だ
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
。
現
地

写
真
や
地
図
、
防
犯
カ
メ
ラ
映
像
を
組
み

合
わ
せ
た「
地
取
り
」の
動
画
化
や
、
読

者
の
場
所
を
精
緻
に
把
握
す
る
シ
ス
テ
ム

を
開
発
し
配
達
な
ど
に
生
か
す
フ
リ
ー
ペ

ー
パ
ー
モ
デ
ル
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。
米

国
メ
デ
ィ
ア
内
で
の
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
の

浸
透
は
顕
著
と
い
う
。
新
聞
離
れ
が
続
く

時
代
に
示
さ
れ
た
一
筋
の
希
望
を
感
じ
た
。

第
２
部
　
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
メ
ン
バ
ー
６
人

■
各
種
音
声
認
識
ソ
フ
ト
の
動
作
を
体
験

各
社
の
記
者
が
そ
れ
ぞ
れ
音
声
認
識
サ

ー
ビ
ス
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。「
Ｇ
ｏ
ｏ

ｇ
ｌ
ｅ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」「
Ｎ
ｅ
Ｏ
Ｎ
―
Ｃ

Ａ
」「
Ｖ
ｏ
Ｘ
Ｔ
」な
ど
を
、
動
画
音
声
の

入
力
を
は
じ
め
、
ピ
ン
マ
イ
ク
を
使
用
し

た
録
音
、
動
画
カ
メ
ラ
付
属
の
マ
イ
ク
録

音
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
別
に
使
用
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
正
確
性
や
変
換
能
力
な
ど
を
テ
ス

ト
し
た
。
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
今
後
の
文
字

起
こ
し
に
一
役
買
っ
て
く
れ
そ
う
だ
。

下
野
新
聞
社
編
集
局
社
会
部
　
齋
藤
　
愛

調
査
報
道
①
　
５
・15
／
ネ
ッ
ト
76
人

講
師
　
大
場
弘
行
　
毎
日
新
聞
社
社
会
部

■
米
軍
ヘ
リ
低
空
飛
行
取
材
の
舞
台
裏

日
米
関
係
の
い
び
つ
さ
や
、
日
本
側
に

と
っ
て
の
理
不
尽
さ
─
。
そ
う
し
た
状
況

を
示
す
米
軍
の
ふ
る
ま
い
が
今
、
そ
れ
も

都
心
の
ど
真
ん
中
で
白
昼
堂
々
と
続
け
ら

れ
て
い
る
。そ
う
し
た
象
徴
的
な
実
情
を
、

地
道
な
現
場
取
材
に
よ
っ
て
表
に
出
し
た

ス
ク
ー
プ
で
あ
る
。

米
軍
の
ヘ
リ
が
渋
谷
や
新
宿
と
い
っ
た

都
心
の
上
空
で
、
極
め
て
危
険
な
超
低
空

飛
行
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
そ
の
実
態
を

90
日
間
に
わ
た
る
張
り
込
み
取
材
に
よ
っ

て
撮
影
し
た
動
画
で
明
ら
か
に
し
、
複
数

回
に
わ
た
り
特
報
し
た
。
日
本
の
ヘ
リ
で

あ
れ
ば
航
空
法
違
反
に
当
た
る
高
度
だ

が
、
米
軍
ヘ
リ
は
日
米
地
位
協
定
に
よ
っ

て
適
用
除
外
と
な
り
、
違
法
で
は
な
い
と

い
う
。
大
場
記
者
は
複
数
の
専
門
家
の
意

見
を
踏
ま
え
、
明
確
な
問
題
意
識
を
持
っ

て
報
道
に
こ
ぎ
着
け
て
い
る
。
記
者
と
し

て
最
も
見
習
う
べ
き
だ
と
感
じ
た
の
は
こ

の
問
題
意
識
だ
っ
た
。

取
材
の
き
っ
か
け
は
、
日
米
合
同
委
員

会
に
出
席
す
る
米
軍
幹
部
を
乗
せ
た
ヘ
リ

が
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
き
ち
ん
と
使
用
し
て

い
な
い
よ
う
だ
、
と
の
情
報
だ
っ
た
と
い

う
。
ま
ず
張
り
込
ん
で
み
よ
う
、
と
い
う

行
動
力
が
大
切
な
の
は
言
う
ま
で
も
な

い
。�

東
奥
日
報
社
報
道
部
　
山
口
　
拓
郎

◇

現
役
記
者
向
け
の
勉
強
会
、
土
曜
記
者

ゼ
ミ
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。「
Ｉ
Ｔ
講
座
」

は
毎
月
第
２
土
曜
日
、「
調
査
報
道
」は
毎

月
第
３
土
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
、
１
時

間
半
か
ら
２
時
間
程
度
開
催
し
て
い
ま
す
。

参
加
方
式
は
リ
モ
ー
ト（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
配
信
）を

基
本
と
し
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
状
況
に
応
じ

て
リ
ア
ル
参
加
も
採
用
し
ま
す
。
開
催
通

知
は
事
前
に
登
録
い
た
だ
い
た
方
に
お
送

り
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
・
河
野
ま
で
。

（
電
話
０
３
－
３
５
０
３
－
２
７
６
４�

メ
ー

ルkono@
jnpc.or.jp

）

土
曜
記
者
ゼ
ミ
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会員の著 書

『
十
六
歳
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

　天
才
作
曲

家
・
加
藤
旭
が
遺
し
た
も
の
』

小
倉
　
孝
保（
毎
日
新
聞
社
論
説
委
員
）

天
才
少
年
が
音
楽
に
託
し
た
伝
言

　
加
藤
旭
さ
ん
は
専
門
的
指
導
を
受
け
な

い
ま
ま
３
歳
で
作
曲
を
始
め
ま
し
た
。
鳥

の
声
や
波
の
音
を
曲
に
変
え
、
小
学
校
卒

業
ま
で
に
約
５
０
０
曲
を
書
き
上
げ
ま
す
。

池
辺
晋
一
郎
さ
ん
ら
多
く
の
音
楽
家
に
特

異
な
才
能
を
認
め
ら
れ
な
が
ら
、
彼
は
中

学
２
年
で
脳
腫
瘍
を
発
症
し
ま
す
。
光
を

失
い
、
立
て
な
く
な
っ
た
彼
は
最
後
に
、

「
苦
し
む
人
た
ち
の
救
い
に
な
る
音
楽
を
」

と
３
曲
を
書
き
、旅
立
ち
ま
し
た
。彼
の
創

作
活
動
と
、
そ
れ
を
支
え
た
家
族
、
友
人
、

教
員
ら
と
の
温

か
い
交
流
を
描

い
た
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
で
す
。

�『
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
概
論
』

石
澤
靖
治
編
著

鈴
木
　
美
勝（
専
門
誌「
外
交
」前
編
集
長
）

政
治
と
メ
デ
ィ
ア
の
相
互
連
動
性
を
分
析

　
政
治
と
メ
デ
ィ
ア
・
情
報
・
世
論
は
ど

の
よ
う
に
相
互
連
動
し
な
が
ら
、
国
内
外

の
政
治
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
形
成
し
て
い
く

の
か
。
そ
の
関
係
性
を
分
析
す
る
の
が
、

マ
イ
B
O
O
K�

マ
イ
P
R

政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
学
問

で
あ
る
。
本
書
で
は
、
石
澤
靖
治
・
学
習

院
女
子
大
学
教
授
を
中
心
に
７
人
の
研
究

者
及
び
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
執
筆
を
分

担
。
民
意
を
引
き
寄
せ
よ
う
と
す
る
米
大

統
領
お
よ
び
日
本
の
首
相
の
メ
デ
ィ
ア
戦

略
と
政
治
の
動
き
、
そ
し
て
日
米
、
日
中
、

日
韓
な
ど
国
家
間
関
係
に
お
け
る
政
治
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
射
程
と

変
容
を
紹
介
す

る
。

�『
江
戸
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　葛
飾
北
斎
』

千
野
　
境
子（
産
経
新
聞
出
身
）

人
間
・
北
斎
像
に
迫
る

　
中
国
の
あ
の
戦
狼
報
道
官
も
悪
用
す

る
、
今
や
世
界
に
冠
た
る
葛
飾
北
斎
。
し

か
し
そ
の
人
物
像
は
作
品
ほ
ど
に
は
知
ら

れ
て
い
な
い
。
北
斎
と
は
一
体
何
者
か
。

生
い
立
ち
に
始
ま
り
、
浮
世
絵
師
デ
ビ
ュ

ー
か
ら
最
晩
年
ま
で
を
追
っ
た
人
間
・
北

斎
像
の
結
論
は
、
江
戸
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
。森
羅
万
象
へ
の
超
人
的
探
求
心
、博
覧

強
記
、シ
ニ
カ
ル
な
眼
差
し
、鎖
国
体
制
下

で
外
界
へ
の
強
い
好
奇
心
…
時
代
と
世
相

を
見
事
に
切
り
取
っ
た
。
せ
め
て
あ
と
5

年
生
き
て
い
た

ら
、
ペ
リ
ー
の

黒
船
も
描
け
た

の
に
惜
し
い
。

ミネルヴァ書房
3,080円（税込み）

国土社
1,540円（税込み）

ＫＡＤＯＫＡＷＡ
2,420円（税込み）

会報
委員から

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
の
勢
い

は
収
ま
ら
な
い
。
今
や

変
異
株
の
脅
威
で
不
安

は
倍
増
し
て
い
る
。

　
日
本
で
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
が
拡
大
し
て
か
ら
１
年
過
ぎ
た

て
い
る
。
い
つ
ま
で
続
く
か
わ
か
ら
な

い
が
、
次
は
何
を
読
も
う
か
書
店
に
行

く
機
会
も
増
え
た
。
た
ま
た
ま
出
合
っ

た
読
書
が
コ
ロ
ナ
禍
で
の
ス
ト
レ
ス
を

一
気
に
解
消
し
て
く
れ
た
気
が
す
る
。

　
先
日
、
東
京
ド
ー
ム
に
プ
ロ
野
球
の

ナ
イ
タ
ー
を
見
に
行
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍

ど
）を
立
て
続
け
に
読
ん
で
み
た
。
も

と
も
と
読
書
は
嫌
い
で
は
な
い
が
、
日

常
的
に
読
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

仕
事
の
延
長
で
メ
デ
ィ
ア
関
係
の
書
籍

を
読
む
の
が
主
で
あ
っ
た
。と
こ
ろ
が
、

た
ま
た
ま
読
ん
だ
本
に
は
ま
り
、
今
で

は
す
っ
か
り
読
書
三
昧
の
日
々
を
送
っ

に
な
る
が
、
生
の
感
動
は
一
服
の
清
涼

剤
に
な
る
に
違
い
な
い
。
開
催
へ
の
賛

否
が
あ
る
中
、
人
々
の
笑
顔
が
増
え
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

日
本
新
聞
協
会
事
務
局
次
長
兼
編
集
制
作

部
長�

神
田
　
俊
英

が
、
先
日
発
表
さ
れ
た
中
央
調
査
社

の
調
査
で
は
、
回
答
者
の
８
割
の
人

が「
生
活
に
影
響
が
あ
っ
た
」と
回

答
し
て
い
る
。

　
我
が
家
で
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
は
し

て
い
な
い
た
め
コ
ロ
ナ
以
前
と
生
活

は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。た
だ
、

外
出
や
外
食
が
減
り
、
家
に
い
る
時

間
が
多
く
な
っ
た
。
妻
は
旅
行
に
行

け
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
っ
ぱ
ら

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
海
外
事
情
や
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
。

　
そ
ん
な
生
活
環
境
の
中
、
私
は
た

ま
た
ま
家
に
あ
っ
た
本（
東
野
圭

吾
、
宮
部
み
ゆ
き
、
朝
井
リ
ョ
ウ
な

で
観
客
は
少
な
く
、
応
援
も
自
粛
、

ビ
ー
ル
の
売
り
子
も
い
な
い
ス
タ
ン

ド
は
こ
れ
ま
で
と
は
大
き
く
違
っ
て

い
た
。
一
方
で
、
打
球
音
や
豪
速
球

が
捕
手
の
ミ
ッ
ト
に
お
さ
ま
る
音
、

選
手
の
声
な
ど
が
聞
こ
え
、
プ
ロ
野

球
の
醍
醐
味
を
感
じ
た
。
リ
ア
ル
に

し
か
味
わ
え
な
い
迫
力
や
魅
力
に
改

め
て
気
づ
か
さ
れ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
合
わ
せ
た
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

基
本
は
や
っ
ぱ
り
リ
ア
ル
で
は
な
い

か
。
日
常
の
仕
事
で
も
そ
れ
を
実
感

し
て
い
る
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
気

コロナ禍での魅力再発見
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会 員掲示板／事務局から

⃝和食レストラン（9階）   ☎3503‒2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503‒2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503‒2724
⃝受　　付   ☎3503‒2721

⃝会員事務   ☎3503‒2727
⃝経　　理   ☎3503‒2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503‒2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

クラブの電話　ダイヤルイン

会見のライブ配信をご利用ください
　全ての会見をZoomでライブ配信しています。
遠方にいてもリアルタイムで会見を視聴できま
す。質問はゲストに直接、音声で問うこともで
きますし、テキストに入力いただく形式でも受
け付けています。
　地方メディアの皆さんもぜひご活用ください。
　クラブのウェブサイトで会見予定を掲載して
います。そこからお申し込みいただければ会見
当日の開始１時間前に視聴URLをお送りします。

6月29日にクラブ賞受賞記念講演
　日本記者クラブ賞を受賞した朝日新聞の大久
保真紀さん、共同通信の杉田弘毅さんによる受
賞記念講演会を開催します。
日時：６月29日（火）17：00 ～ 19：00
　新型コロナの感染状況によっては、オンライ
ン配信のみになる場合もあります。参加形式な
ど詳細についてはHPでご確認ください。

＜法人代表変更＞　
朝日新聞社　�中村史郎　代表取締役社長� �

（旧�渡辺雅隆氏）
日本経済新聞社　�長谷部剛　代表取締役社長� �

（旧�岡田直敏氏）
神戸新聞社　�高梨柳太郎　代表取締役社長� �

（旧�高士薫氏）
＜訃報＞　
　門田衛士さん（元共同通信社専務理事、79歳）
が５月19日に死去されました。門田さんには
2002年６月から03年５月まで会員資格委員長を、
03年５月から04年８月まで総務委員長をお務め
いただきました。
　ご冥福をお祈りいたします。

HPに施設利用時間、会見形式など最新情報
　緊急事態宣言期間中、クラブの施設は利用時
間を短縮し、土曜日は閉室しています。記者会
見はオンライン開催のみです。
��状況が変化しましたら、最新情報をHPに掲載
しますので、ご確認ください。

会員現況 ⃝法人会員：129社　⃝基本会員：716人　⃝個人会員：1,163人
⃝法人・個人賛助会員：55社・121人　⃝特別賛助会員：97人
⃝名誉・功労会員：12人　⃝学生会員：34人 計：184社・2,143人

会報委員会（今号まで担当）
委員長＝乾　正人
委　員＝神田　俊英　桑田　広久　齊藤　信宏

迫田　朋子　曽我部　桂　高橋　　誠
中村　直樹　長竹　孝夫　西井　泰之
本橋　春紀

（事務局 :本庄五月　杉本翔一）

☎03‒3503‒2754　FAX 03‒3503‒7271

　ジャーナリズムの大切さを改めてか
みしめています。信頼の情報空間を少
しでも取り戻せるよう、勉強を続けた
いと思っています。

小
お

川
がわ

　一
はじめ

1981年毎日新聞入社。東京本社社
会部長、執行役員編集編成局長、
取締役デジタル担当など。現在、
成城大学非常勤講師。

　最初は苦手だったオンライン会見も
抵抗感が薄れています。それでも早く
リアルな取材機会が増えるよう期待し
ています。

堀
ほり

　義
よし

男
お

1981年時事通信入社。秘書部長、
産業部長、静岡総局長、デジタル
メディア事業本部長、編集局専任
局長などを務め、2021年3月退社。

　新聞、テレビ、ラジオという３つのフ
ィールドでジャーナリストの仕事に携わ
りました。もう一度、記者の視点で世の
中の動きを見ていきたいと思います。

水
みず

口
ぐち

　眞
まさ

人
と 1982年日本経済新聞入社。経済部
などを経て91年12月からTBSテレ
ビ。TBSラジオ制作センター長、デ
ジタル推進局長などを務め2017年
退社。現在、TBSサンワークで勤務。

　宣言期間中、和食レストランはランチのみで
す。解除され次第、夜の部を再開します。

予約電話　和食 3503‒2723　洋食 3503‒2766・2731

洋食　季節のおすすめコース（6/30まで）
　トマトと新ショウガのコンポート　サラダ仕立
て、グリーンアスパラガスの冷製クリームスープ、
オマール海老のアメリカンソース　バターライス
と温野菜添え、メロンアラモード、コーヒーまた
は紅茶、パンまたはライス（4,400円）。ランチ、デ
ィナーともにご利用いただけます。
� （シェフ：佐藤和治）

レストラン＊価格は税込みです

https://www.jnpc.or.jp/HP更新情報
■河合雅雄さんの講演記録があります
　５月14日に死去した霊長類学者
で京都大学名誉教授の河合雅雄さ
んは、1991年５月、クラブの総会
記念講演に登壇しました。「霊長
類における共存システムと進化」
をテーマに話した講演の文字記録
を公開しています。

新しい個人D会員

今後の行事予定（6/3現在）

14㊊

13：30 ～ 14：30「新型コロナウイルス」�
福井トシ子�日本看護協会会長
16：00 ～ 17：00「TOKYO2020+1」④
為末大�元陸上選手（男子400㍍障害五輪代表）

15㊋ 14：00 ～ 15：30「新型コロナウイルス」�
山本太郎�長崎大学教授

17㊍ 14：00 ～ 15：30「新型コロナウイルス」�
中村桂子�JT生命誌研究館名誉館長

18㊎ 13：30 ～ 15：00「サイバーセキュリティー」
新井悠�NTTデータエグゼクティブセキュリティアナリスト

＊緊急事態宣言期間中の会見はオンラインのみでの開催
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撮影：金
かな

居
い

　達
たつ

朗
お

（朝日新聞大阪本社映像報道部）

宇宙服のような防護服「メディコン」を着用して入居者の女性と面会する娘（右）と孫
 （３月15日、大阪府池田市）

写 真 回 廊

　「『
ポ
ツ
ン
と
一
軒
家
』だ
な
、
こ
れ
は
」。
写
真
を
見
て
、
思
わ

ず
テ
レ
ビ
朝
日
系
列
の
番
組
を
思
い
浮
か
べ
た
。

　
人
里
離
れ
た
山
間
部
の
一
軒
家
に
、
夫
婦
、
あ
る
い
は
た
っ
た
一

人
で
暮
ら
し
て
い
る
お
年
寄
り
が
登
場
す
る
。
で
も
、
テ
レ
ビ
カ
メ

ラ
に
向
け
る
そ
の
顔
に
寂
し
そ
う
な
影
は
な
い
。

　
暮
ら
す
そ
の
家
は
、
家
族
と
の
楽
し
い
思
い
出
で
い
っ
ぱ
い
だ
。

こ
れ
以
上
の
も
の
が
ど
こ
に
あ
る
。
時
に
は
都
会
か
ら
子
ど
も
や
孫

た
ち
が
や
っ
て
来
る
。
そ
れ
が
何
よ
り
も
楽
し
み
だ
。

　
こ
ち
ら
は
都
会
の
高
齢
者
施
設
。
こ
こ
な
ら
山
に
住
む
ほ
ど
の
距

離
感
は
な
い
は
ず
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

ま
ん
延
で
、
訪
問
者
は
完
全
に
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
。
大
切
な
家
族
と

の
隔
た
り
は「
ポ
ツ
ン
と
一
軒
家
」、
い
や
、
そ
れ
よ
り
も
ず
っ
と

遠
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
こ
で
面
会
者
用
に
作
ら
れ
た
の
が
感
染
予
防
の
宇
宙
服
。
つ
ま

り
は
地
球
と
宇
宙
の
距
離
感
だ
。
そ
れ
で
も
会
え
な
い
よ
り
は
ず
っ

と
い
い
。
腕
に
置
か
れ
た
手
が
う
れ
し
い
。

　
５
月
８
日
の
読
売
新
聞
夕
刊（
東
京
本
社
）で
、
４
人
目
を
出
産

し
た
女
性
記
者
の
コ
ラ
ム
を
読
ん
だ
。
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ

ん
は
す
ぐ
隣
に
い
る
の
に
、
面
会
に
来
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
７

階
病
室
の
窓
の
下
。「
家
族
に
と
っ
て
、
と
び
き
り
う
れ
し
い
時
間

の
は
ず
な
の
に
、
寂
し
さ
が
こ
み
上
げ
て
き
た
」

　
人
か
ら
人
を
遠
ざ
け
る
感
染
症
の
怖
さ
。
こ
ん
な
時
は
江
戸
末
期

の
歌
人
、
橘

た
ち
ば
な

曙あ
け

覧み

の
歌
が
い
い
。

《
た
の
し
み
は
　
妻め

子こ

む
つ
ま
じ
く
　
う
ち
つ
ど
い
　
頭か

し
らな
ら
べ
て
　

も
の
を
く
う
時
》

　
家
族
と
の
当
た
り
前
の
暮
ら
し
の
中
に
あ
る
喜
び
や
楽
し
み
。
宇

宙
船
か
ら
青
い
地
球
を
見
て
、
そ
の
尊
さ
を
教
え
て
く
れ
た
、
か
つ

て
の
宇
宙
飛
行
士
を
思
い
出
し
た
。

�

（
横
田
　
弘
幸
）

２
０
２
１
年
　
家
族
の
旅



─ 付 1 ─

２
０
２
０
年
度
は
記
者
会
見
、
会
報
発
行
、
施
設
運
営
な
ど
す
べ

て
の
活
動
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
１
年

だ
っ
た
。２０
年
４
月
に
発
出
さ
れ
た
最
初
の
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
、

ク
ラ
ブ
施
設
は
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
も
コ
ロ
ナ
関

連
に
絞
っ
て
会
見
を
開
き
、
そ
の
様
子
を
会
員
、
会
員
社
所
属
記
者

に
届
け
る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
を
使

用
し
た
ラ
イ
ブ
配
信
を
開
始
し
た
。
配
信
は
会
見
場
で
の
記
者
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
現
在
も
行
っ
て
い
る
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
中
心
に
プ
レ
ス
行
事
を
１
８
７
回
開
催

公
益
社
団
法
人
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
は
２０
年
度
、
合
計
１
８
７
回
の

プ
レ
ス
向
け
行
事
（
オ
ン
・
ザ･

レ
コ
ー
ド
の
記
者
会
見
、
討
論
会
、

研
究
会
、
記
者
ゼ
ミ
、
記
者
研
修
会
、
取
材
団
）
を
主
催
し
た
。
一

般
行
事
な
ど
を
加
え
た
行
事
の
総
数
は
１
９
７
回
だ
っ
た
。

最
も
多
く
の
参
加
者
を
記
録
し
た
の
が
、
東
京
都
知
事
選
立
候
補

予
定
者
に
よ
る
共
同
記
者
会
見
（
６
・
１７
　
２
４
６
人
）
だ
っ
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
を
争
点
に
現
職
の
小
池
百
合
子
氏
、
れ
い
わ
新
選
組
の

山
本
太
郎
氏
ら
が
論
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
次
に
多
か
っ
た
の
が
、
政

府
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
専
門
家
会
議
の
脇
田
隆
字

座
長
、
尾
身
茂
副
座
長
、
岡
部
信
彦
構
成
員
に
よ
る
会
見
（
６
・
２４
　

２
０
１
人
）。
コ
ロ
ナ
対
策
の
議
論
を
主
導
し
た
エ
キ
ス
パ
ー
ト
３

氏
の
発
言
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。
８
年
ぶ
り
の
首
相
交
代
に
つ
な
が

る
自
民
党
総
裁
選
立
候
補
者
討
論
会
（
９
・
１２
）
は
１
７
６
人
が
参

加
。「
ポ
ス
ト
安
倍
」
を
め
ぐ
る
論
戦
は
大
き
く
報
道
さ
れ
た
。
そ
の

ほ
か
い
ず
れ
も
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
で
、
矢
内
廣
・
ぴ
あ
社
長
（
５
・

２９
　
１
３
１
人
）、
院
内
感
染
に
よ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
永

寿
総
合
病
院
の
湯
浅
祐
二
院
長
（
７
・
１
　
１
２
６
人
）、
横
倉
義

武
・
日
本
医
師
会
会
長
（
４
・
１７
　
１
１
８
人
）
と
、
現
場
か
ら
の

声
が
関
心
を
集
め
た
。

最
初
の
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
２０
年
５
月
末
以
降
は
、
コ

ロ
ナ
関
連
以
外
の
企
画
を
再
開
し
た
。
１９
年
度
か
ら
始
め
た
「
米
大

統
領
選
の
行
方
」
は
、
バ
イ
デ
ン
政
権
発
足
に
合
わ
せ
「
バ
イ
デ
ン

の
ア
メ
リ
カ
」
に
改
題
し
て
継
続
し
て
い
る
。

２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
（
概
要
）

＊
全
文
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す

東
日
本
大
震
災
か
ら
１０
年
の
節
目
に
「
３
・
１１
か
ら
１０
年
」
を
企

画
し
た
。
戸
田
公
明
・
岩
手
県
大
船
渡
市
長
（
１
・
２９
）
を
皮
切
り

に
、
１
カ
月
強
の
短
期
間
に
被
災
地
の
知
事
、
市
長
、
町
長
を
中
心

に
１６
回
に
わ
た
り
、
１０
年
に
込
め
た
思
い
や
復
興
の
現
状
を
語
っ
て

も
ら
っ
た
。

東
京
都
知
事
選
挙
（
７
月
５
日
投
開
票
）
の
告
示
日
前
日
の
６
月

１７
日
、
立
候
補
を
表
明
し
て
い
た
小
池
百
合
子
知
事
ら
５
人
に
よ
る

共
同
記
者
会
見
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
都
知
事

選
は
主
要
な
立
候
補
予
定
者
に
よ
る
共
同
会
見
を
行
っ
て
き
た
が
、

今
回
は
発
言
者
全
員
が
リ
モ
ー
ト
で
参
加
。
３
人
の
代
表
質
問
者
は

会
見
場
で
モ
ニ
タ
ー
を
見
な
が
ら
質
問
し
た
。

「
ポ
ス
ト
安
倍
」
を
決
め
る
自
民
党
総
裁
選
立
候
補
者
討
論
会
（
９

・
１２
）
は
リ
ア
ル
開
催
に
こ
だ
わ
り
、
石
破
茂
、
菅
義
偉
、
岸
田
文

雄
の
３
候
補
に
ク
ラ
ブ
へ
来
て
も
ら
っ
た
。
記
者
席
を
従
来
の
４
割

に
減
ら
し
、
候
補
者
間
に
は
ア
ク
リ
ル
板
を
設
置
、
候
補
者
と
記
者

席
の
間
も
広
く
取
る
な
ど
感
染
対
策
を
講
じ
た
。
９
月
９
日
に
は
立

憲
民
主
党
と
国
民
民
主
党
に
よ
る
「
合
流
新
党
」
の
代
表
選
立
候
補

者
（
泉
健
太
、
枝
野
幸
男
の
２
候
補
）
討
論
会
も
リ
ア
ル
で
行
い
、

同
時
に
会
員
に
ラ
イ
ブ
配
信
し
た
。

毎
夏
恒
例
の
記
者
研
修
会
も
リ
ア
ル
で
の
開
催
は
断
念
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。
代
替
措
置
と
し
て
、
１２
月
に
時
期
を
ず
ら
し
、
急
増

し
た
「
リ
モ
ー
ト
取
材
」
を
テ
ー
マ
に
３
日
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

を
開
い
た
。

取
材
団
・
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
は
、
例
年
の
よ
う
な
積
極
的
な
実
施
は

か
な
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
へ

の
取
材
団
派
遣
は
２０
年
１１
月
、
２１
年
３
月
の
２
回
、
実
施
し
た
。
東

電
か
ら
の
要
請
に
よ
り
人
数
を
大
幅
に
絞
っ
て
の
実
施
と
な
っ
た
。

８
年
目
に
入
っ
た
現
役
記
者
向
け
の
「
記
者
ゼ
ミ
」
の
テ
ー
マ
は

「
科
学
記
者
の
役
割
」。
準
備
段
階
で
は
気
候
変
動
、
ゲ
ノ
ム
編
集
、

Ａ
Ｉ
な
ど
を
取
り
上
げ
る
予
定
だ
っ
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
が
長
引
い
た
た
め
、
全
１１
回
の
う
ち
４
回
は
コ
ロ
ナ
関
連
の
講

師
を
招
い
た
。
１８
年
度
に
開
催
日
を
土
曜
日
に
移
し
た「
調
査
報
道
」

と
「
Ｉ
Ｔ
講
座
」
も
継
続
し
て
行
っ
た
。

♢

２０
年
度
の
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
は
、
専
門
記
者
と
し
て
科
学
報
道

の
地
平
を
広
げ
て
き
た
青
野
由
利
・
毎
日
新
聞
社
論
説
室
専
門
編
集

委
員
に
、
特
別
賞
は
放
送
開
始
か
ら
５０
年
を
迎
え
た
Ｎ
Ｎ
Ｎ
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
・
シ
リ
ー
ズ
に
贈
ら
れ
た
。

例
年
、
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ア
ラ
ス
カ
で
贈
賞
式
と
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行

な
っ
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
を
考
慮
し
パ
ー
テ
ィ
ー

を
中
止
し
、
定
時
社
員
総
会
後
（
６
・
２２
）
に
贈
賞
式
の
み
を
行
っ

た
。

♢

２０
年
春
は
ク
ラ
ブ
施
設
を
閉
鎖
し
た
期
間
が
あ
っ
た
た
め
、
予
定

し
て
い
た
会
議
日
程
を
一
部
変
更
し
た
。
４
月
２２
日
の
理
事
会
は
６

月
８
日
に
、
５
月
２７
日
の
定
時
社
員
総
会
は
６
月
２２
日
に
そ
れ
ぞ
れ

延
期
し
た
。

♢

第
６
６
２
回
理
事
会
（
３
・
２４
）
は
、
定
款
に
の
っ
と
り
、
１４
年

５
月
か
ら
１７
年
５
月
ま
で
、
第
１７
代
理
事
長
を
務
め
た
毎
日
新
聞
の

伊
藤
芳
明
さ
ん
を
名
誉
会
員
に
推
薦
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。
こ
れ

ま
で
も
歴
代
理
事
長
が
社
長
職
な
ど
を
退
き
、
顧
問
等
に
な
っ
た
際

な
ど
に
、
理
事
会
と
し
て
名
誉
会
員
に
推
薦
し
て
い
る
。

♢

毎
年
５
月
下
旬
の
定
時
社
員
総
会
に
あ
わ
せ
て
開
催
し
て
い
る
総

会
記
念
講
演
、
年
初
の
新
年
互
礼
会
員
懇
親
会
に
つ
い
て
も
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
よ
り
中
止
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ク
ラ

ブ
の
活
動
に
賛
同
す
る
一
般
企
業
や
国
際
機
関
の
広
報
担
当
者
な
ど

を
対
象
に
し
た
賛
助
会
員
向
け
の
催
し
も
、
２０
年
度
は
開
催
を
取
り

や
め
た
。

♢

２０
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
と
そ
れ
に
よ

る
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
、
貸
室
に
よ
る
事
業
収
入
が
大
幅
に
減
少

し
た
。
東
京
都
に
最
初
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
期
間
中
は

施
設
を
全
面
閉
鎖
し
た
た
め
、
す
べ
て
の
事
業
収
入
が
途
絶
え
た
。

そ
の
後
、
貸
室
利
用
件
数
は
ゆ
る
や
か
に
増
加
し
た
も
の
の
、
前
年

度
並
み
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。
２１
年
１
月
か
ら
３
月
の
緊
急
事
態
宣

言
で
は
全
面
閉
鎖
は
せ
ず
に
貸
室
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
た
。

♢

２１
年
３
月
３１
日
現
在
で
の
会
員
数
は
、
法
人
会
員
１
３
０
社
（
対

前
年
マ
イ
ナ
ス
２
社
）、法
人
賛
助
会
員
５５
社（
同
マ
イ
ナ
ス
２
社
）、

会
員
総
数
２
２
１
１
人
（
同
マ
イ
ナ
ス
９３
人
）
だ
っ
た
。
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　ゲ
ス
ト
欄「
＊
リ
」は
ゲ
ス
ト
が
リ
モ
ー
ト
登
壇
、
開
催
日
欄
の「
＊
」は
リ
モ
ー

ト
開
催
の
み
、
参
加
者
欄
の「
会
」は
会
場
参
加
、「
リ
」は
リ
モ
ー
ト
参
加
、「
詳
」は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に「
会
見
詳
録
」（
文
字
記
録
）を
掲
載
。

行
事
リ
ス
ト

討
論
会
　
２
回

会
リ

「
合
流
新
党
」
代
表
選
立
候
補
者
討
論
会
　
泉

健
太 

国
民
民
主
党
政
調
会
長
、
枝
野
幸
男 

立
憲
民
主
党
代
表

９
月
９
日
６８
４７

自
民
党
総
裁
選
立
候
補
者
討
論
会
　
石
破
茂

候
補
、
菅
義
偉
候
補
、
岸
田
文
雄
候
補 
９
月
１２
日
７２
１０４
詳

記
者
会
見
、
研
究
会
　
１５7
回

会
リ

武
田
徹 

専
修
大
学
教
授
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
６
）】

４
月
１
日
６１

飯
島
渉 

青
山
学
院
大
学
教
授
【
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
（
７
）】

４
月
３
日
４８

澤
田
康
幸 

ア
ジ
ア
開
発
銀
行
（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）
チ

ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
＊
リ
【
ア
ジ
ア
経
済
見
通

し
２
０
２
０
年
版
】

４
月
６
日
１７

仁
坂
吉
伸 

和
歌
山
県
知
事
＊
リ
【
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
（
８
）】

＊
４
月
１０
日

４０

横
倉
義
武 

日
本
医
師
会
会
長
【
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
（
９
）】

＊
４
月
１７
日

１１８

福
井
ト
シ
子 

日
本
看
護
協
会
会
長
【
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
１０
）】

＊
４
月
２２
日

９２

武
藤
香
織 

東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
公
共
政

策
研
究
分
野
教
授
／
仁
木
崇
嗣 

ユ
ー
ス
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
推
進
機
構
代
表
理
事
【
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
（
１１
）】

＊
４
月
２３
日

９２

嶋
津
岳
士 

日
本
救
急
医
学
会
代
表
理
事
／
坂

本
哲
也 

日
本
臨
床
救
急
医
学
会
代
表
理
事
＊

両
氏
リ
【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
１２
）】

＊
４
月
２４
日

８６

小
島
美
里 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
暮
ら
し
ネ
ッ
ト
・
え

ん
代
表
理
事
＊
リ
【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（
１３
）】

＊
４
月
２４
日

７５

内
田
勝
彦 

全
国
保
健
所
長
会
会
長
（
大
分
県

東
部
保
健
所
所
長
）／
白
井
千
香 

同
副
会
長

兼
危
機
管
理
委
員
長
（
大
阪
府
枚
方
市
保
健

所
所
長
）／
清
古
愛
弓 

同
副
会
長
（
葛
飾
区

保
健
所
所
長
）／
山
本
長
史 

同
渉
外
担
当
副

常
務
理
事
（
北
海
道
渡
島
保
健
所
兼
八
雲
保

健
所
所
長
）
＊
全
員
リ
【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
（
１４
）】

＊
４
月
２５
日

８９

鳥
井
一
平 

「
移
住
者
と
連
帯
す
る
全
国
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
代
表
理
事
＊
リ
【
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
（
１５
）】

＊
４
月
２８
日

４８

高
野
龍
昭 

東
洋
大
学
准
教
授
【
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
（
１６
）】

＊
４
月
３０
日

７３

岩
崎
詩
都
香 

「
高
等
教
育
無
償
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
」 

代
表
／
山
岸
鞠
香 

「
一
律
学

費
半
額
を
求
め
る
ア
ク
シ
ョ
ン
」
代
表
＊
両

氏
リ
【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
１７
）】

＊
５
月
１
日

６２

赤
間
裕
弥 

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
東
京
支
社
情

報
部
部
長
【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
１８
）】
＊
５
月
１５
日

１００

飯
泉
嘉
門 

全
国
知
事
会
会
長（
徳
島
県
知
事
）

＊
リ
【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
１９
）】

＊
５
月
１８
日

８７

鈴
木
剛 

全
国
ユ
ニ
オ
ン
会
長
／
関
口
達
矢 

同

事
務
局
長
／
関
根
秀
一
郎 

派
遣
ユ
ニ
オ
ン
書

記
長
／
広
岡
法
浄 

ユ
ニ
オ
ン
み
え
委
員
長
＊

リ
／
遠
藤
カ
ル
ロ
ス
健
二 

ユ
ニ
オ
ン
み
え
副

委
員
長
＊
リ
／
神
部
紅 

ユ
ニ
オ
ン
み
え
書
記

長
＊
リ
【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
２０
）】

＊
５
月
１９
日

７１

澤
田
康
幸 
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）
チ

ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
＊
リ
【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
（
２１
）】

＊
５
月
２１
日

８８

湯
﨑
英
彦 

広
島
県
知
事
／
大
井
川
和
彦 

茨

城
県
知
事
／
達
増
拓
也 

岩
手
県
知
事
／
大
村

秀
章 

愛
知
県
知
事
／
鈴
木
英
敬 
三
重
県
知

事
＊
全
員
リ
【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
２２
）】 ＊

５
月
２１
日

８４

神
津
里
季
生 

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
（
連

合
）
会
長
【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
２３
）】
＊
５
月
２７
日

７０

猪
口
雄
二 

全
日
本
病
院
協
会
会
長
【
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
２４
）】

＊
５
月
２７
日

５９

矢
内
廣 

ぴ
あ
代
表
取
締
役
社
長
【
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
（
２５
）】

＊
５
月
２９
日

１３１

川
本
恭
治 

城
南
信
用
金
庫
理
事
長
【
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
２６
）】

６
月
４
日
２６
５０

王
寺
直
子 

全
国
認
定
こ
ど
も
園
協
会
副
代
表

理
事
／
池
本
美
香 

日
本
総
合
研
究
所
調
査
部

主
任
研
究
員
／
大
日
向
雅
美 

恵
泉
女
学
園
大

学
学
長
／
奥
山
千
鶴
子 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て

ひ
ろ
ば
全
国
連
絡
協
議
会
理
事
長
＊
全
員
リ

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
２７
）】

＊
６
月
５
日

６４

東
京
都
知
事
選
立
候
補
予
定
者
共
同
会
見
　

宇
都
宮
健
児 

元
日
本
弁
護
士
連
合
会
会
長
／

小
野
泰
輔 

元
熊
本
県
副
知
事
／
小
池
百
合
子 

東
京
都
知
事
／
立
花
孝
志 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
国
民

を
守
る
党
党
首
／
山
本
太
郎 

れ
い
わ
新
選
組

代
表
＊
全
員
リ

＊
６
月
１７
日

２４６

湯
﨑
英
彦 

広
島
県
知
事
／
小
林
慶
一
郎 

東

京
財
団
政
策
研
究
所
研
究
主
幹
／
冨
山
和
彦 

経
営
共
創
基
盤
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
＊
全
員

リ
【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
２８
）】

＊
６
月
１８
日

１１３

渡
辺
靖 

慶
應
義
塾
大
学
教
授
【
米
大
統
領
選

の
行
方
（
３
）】

６
月
２３
日
３４
６７

脇
田
隆
字 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
専
門
家
会
議
座
長
（
国
立
感
染
症
研
究
所

所
長
）／
尾
身
茂 

同
副
座
長
（
独
立
行
政
法

人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
理
事
長
）／
岡
部

信
彦
同
構
成
員
（
川
崎
市
健
康
安
全
研
究
所

所
長
）【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
２９
）】

６
月
２４
日
４４
１５7
詳

田
中
良 

東
京
都
杉
並
区
長
【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
（
３０
）】

６
月
２５
日
１３
４５

斉
藤
猛 

東
京
都
江
戸
川
区
長
【
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
（
３１
）】

６
月
３０
日
１２
４２

湯
浅
祐
二 

永
寿
総
合
病
院
院
長
【
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
（
３２
）】

７
月
１
日
３４
９２
詳

児
玉
龍
彦 

東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
が
ん
・
代
謝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト 

リ
ー
ダ
ー
／
村
上
世
彰 

一
般
財
団
法

人
村
上
財
団
　
創
設
者
【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
（
３３
）】

７
月
３
日
２３
６７

藤
田
孝
典 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
っ
と
プ
ラ
ス
代
表

理
事
【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
３４
）】

７
月
６
日
４
２９

イ
ナ
・
レ
ー
ペ
ル 

駐
日
ド
イ
ツ
大
使
／
ロ
ー

タ
ー
・
ヴ
ィ
ー
ラ
ー 

ロ
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
研

究
所
所
長
＊
リ

７
月
８
日
３１
３８

ロ
ー
ラ
ン
・
ピ
ッ
ク 

駐
日
フ
ラ
ン
ス
大
使

７
月
１０
日
３２
５０

開
催
日

参
加
者
記
録

会
リ

会
リ
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田
村
智
子 
参
議
院
議
員
（
日
本
共
産
党
）【
次

の
１０
年
　
若
手
政
治
家
に
問
う
（
４
）】

７
月
１４
日
２５
３３

山
極
壽
一 
日
本
学
術
会
議
会
長
／
秋
葉
澄
伯 

同
第
二
部
大
規
模
感
染
症
予
防
・
制
圧
体
制

検
討
分
科
会
委
員
長
／
糠
塚
康
江 

同
第
二
部

大
規
模
感
染
症
予
防
・
制
圧
体
制
検
討
分
科

会
幹
事
＊
全
員
リ
【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（
３５
）】

７
月
２０
日
１７
９９

堀
内
詔
子 

衆
議
院
議
員
（
自
由
民
主
党
）【
次

の
１０
年 

若
手
政
治
家
に
問
う
（
５
）】

７
月
２２
日
１４
２０

山
口
那
津
男 

公
明
党
代
表

７
月
２２
日
４４
３８

雨
宮
正
佳 

日
本
銀
行
副
総
裁

７
月
２９
日
２８
５９

中
尾
武
彦 

前
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）

総
裁
【
著
者
と
語
る
『
ア
ジ
ア
経
済
は
ど
う

変
わ
っ
た
か
―
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
総
裁
日

記
』】

７
月
３０
日
１８
３０

三
牧
聖
子 

高
崎
経
済
大
学
准
教
授
【
米
大
統

領
選
の
行
方
（
４
）】

７
月
３１
日
２７
６０

本
間
基
寛 

日
本
気
象
協
会
専
任
主
任
技
師
／

増
田
有
俊 

同
技
術
戦
略
室
副
室
長
【
九
州
豪

雨
災
害
】

８
月
３
日
１５
４７

保
坂
展
人 

東
京
都
世
田
谷
区
長
【
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
（
３６
）】

８
月
４
日
４１
５９

川
瀬
宏
明 

気
象
庁
気
象
研
究
所
応
用
気
象
研

究
部
・
第
二
研
究
室
主
任
研
究
官
＊
リ
【
気

候
変
動
と
豪
雨
災
害
】

８
月
５
日
１６
６３

萩
原
健 

国
境
な
き
医
師
団
緊
急
対
応
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
兼
活
動
責
任
者
／
落
合
厚
彦 

同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
責
任
者
＊
リ
【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
（
３７
）】

８
月
６
日
５
５７

広
瀬
慶
輔 

大
阪
府
寝
屋
川
市
長
【
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
（
３８
）】

８
月
６
日
６
３２

冷
泉
彰
彦 

作
家
、
在
米
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
＊

リ
【
米
大
統
領
選
の
行
方
（
５
）】

８
月
７
日
１５
４８

調
恒
明 

地
方
衛
生
研
究
所
全
国
協
議
会
会
長

＊
リ
／
岡
部
信
彦 

同
副
会
長
／
四
宮
博
人 

同
副
会
長
＊
リ
／
三
﨑
貴
子 

川
崎
市
健
康
福

祉
局
健
康
安
全
研
究
所
企
画
調
整
担
当
部
長

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
３９
）
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
取
り
組
み
】

８
月
７
日
１０
５１

中
満
泉 

国
連
事
務
次
長
（
軍
縮
担
当
上
級
代

表
）

８
月
１１
日
１５
５８

衛
藤
晟
一 

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
少
子
化

対
策
）

８
月
２１
日
２２
４６

岸
本
充
生 

大
阪
大
学
社
会
技
術
共
創
研
究
セ

ン
タ
ー
長
／
工
藤
郁
子 

同
招
へ
い
教
員
＊
両

氏
リ
【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
４０
）
接
触

確
認
ア
プ
リ
】

８
月
３１
日
１１
６４

杜
若
政
彦 

イ
オ
ン
（
湖
北
）
総
経
理
／
南
慎

一
郎 

イ
オ
ン
モ
ー
ル
（
湖
北
）
総
経
理
＊
両

氏
リ
【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
４１
）】

９
月
８
日
１７
５４

秋
元
諭
宏 

笹
川
平
和
財
団
米
国
会
長
兼
理
事

長
＊
リ
【
米
大
統
領
選
の
行
方
（
６
）】

９
月
１０
日
２２
８０

十
代
目
松
本
幸
四
郎
　
歌
舞
伎
役
者
【
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
４２
）】

９
月
１５
日
３５
４０

高
坂
晶
子 

日
本
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
４３
）】

９
月
１７
日
１６
４３

吉
村
洋
文 

大
阪
府
知
事
／
松
井
一
郎 

大
阪

市
長
【「
大
阪
都
構
想
」
共
同
会
見
】

９
月
２３
日
４８
５９

石
田
一
喜 

農
林
中
金
総
合
研
究
所
主
事
研
究

員
【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
４４
）】

９
月
２４
日
８
３０

武
井
俊
輔 

衆
議
院
議
員
（
自
由
民
主
党
）【
次

の
１０
年
　
若
手
政
治
家
に
問
う
（
６
）】

９
月
２４
日
１４
２０

小
宮
山
宏 
元
東
京
大
学
総
長
、
三
菱
総
合
研

究
所
理
事
長
／
小
林
慶
一
郎 

東
京
財
団
政
策

研
究
所
研
究
主
幹
／
井
伊
雅
子 

一
橋
大
学
国

際
・
公
共
政
策
大
学
院
教
授
／
大
橋
博
樹 

多

摩
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
／
湯
﨑
英

彦 

広
島
県
知
事
＊
全
員
リ
【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
（
４５
）
医
療
提
供
体
制
に
つ
い
て
緊

急
提
言
】

９
月
２５
日
６
８１

高
橋
和
夫 

放
送
大
学
名
誉
教
授
【
ア
メ
リ
カ

大
統
領
選
挙
と
中
東
】

９
月
２５
日
１８
３０

リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ー
ト 

駐
日
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
大
使

９
月
３０
日
２０
２１

難
波
喬
司 

静
岡
県
副
知
事

１０
月
２
日
３０
６１

片
岡
春
雄 

北
海
道
寿
都
町
長
＊
リ

１０
月
２
日
１４
９５

小
松
﨑
友
子 

ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
代
表
取
締
役
、
観
光

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
【
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
４６
）】

１０
月
６
日
１２
３５

秋
本
真
利 

衆
議
院
議
員
（
自
由
民
主
党
）【
次

の
１０
年
　
若
手
政
治
家
に
問
う
（
７
）】

１０
月
６
日
１１
２２

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
・
民
間
臨
時
調
査
会
：
小

林
喜
光 

委
員
長
（
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
取
締
役
会
長
、
前
経
済
同
友
会
代

表
幹
事
）／
大
田
弘
子 

委
員
（
政
策
研
究
大

学
院
大
学
特
別
教
授
）／
笠
貫
宏 

委
員
（
早

稲
田
大
学
特
命
教
授
）／
野
村
修
也 

委
員（
中

央
大
学
法
科
大
学
院
教
授
）／
塩
崎
彰
久 

共

同
主
査
（
長
島
・
大
野
・
常
松
法
律
事
務
所

パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護
士
）／
浦
島
充
佳 

共
同
主

査
（
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
教
授
）／
船
橋
洋

一 

ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
理
事
長

１０
月
８
日
３８
６２

ア
ニ
ス
・
ウ
ッ
ザ
マ
ン 

米
ペ
ガ
サ
ス
・
テ
ッ

ク
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
代
表
パ
ー
ト
ナ
ー
兼
Ｃ
Ｅ

Ｏ
＊
リ
【
米
大
統
領
選
の
行
方
（
７
）】

１０
月
１３
日
１５
４３

水
鳥
真
美 

国
連
事
務
総
長
特
別
代
表
（
防
災

担
当
）
兼
国
連
防
災
機
関
長
＊
リ

１０
月
１３
日
３
３３

稲
田
朋
美 

衆
議
院
議
員

１０
月
１４
日
２２
４８

葛
西
健 

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
） 

西
太
平

洋
地
域
事
務
局
長
＊
リ

１０
月
１４
日
７
５３

ニ
ダ
ル
・
ヤ
ヒ
ヤ
ー 

駐
日
レ
バ
ノ
ン
大
使

１０
月
１６
日
１６
１９

「
よ
み
が
え
る
羅
城
門
」
発
表
会
見
：
松
浦
晃

一
郎  

「
明
日
の
京
都
　
文
化
遺
産
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
会
長
、
元
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
長

／
千
玄
室 

裏
千
家
前
家
元
／
土
岐
憲
三 

立

命
館
大
学
特
別
研
究
フ
ェ
ロ
ー
／
西
園
寺
裕

夫
（
公
財
）
五
井
平
和
財
団
理
事
長

１０
月
２０
日
２７
３８

岸
田
文
雄 

衆
議
院
議
員

１０
月
２１
日
３９
４５

甘
利
明 

衆
議
院
議
員

１０
月
２２
日
３４
８２

コ
ロ
ナ
危
機
下
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
問
題
へ
の

対
応
に
関
す
る
政
策
提
言
：
梅
屋
真
一
郎 

野

村
総
合
研
究
所
未
来
創
発
セ
ン
タ
ー
制
度
戦

略
研
究
室
長
／
高
田
創 

岡
三
証
券
グ
ロ
ー
バ

ル
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
理
事
長
／
冨
山

和
彦 

経
営
共
創
基
盤
Ｉ
Ｇ
Ｐ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
会

長
／
小
林
信
明 

長
島
・
大
野
・
常
松
法
律
事

務
所
パ
ー
ト
ナ
ー
＊
全
員
リ

１０
月
２３
日
５
４７

学
術
会
議
任
命
拒
否
撤
回
を
求
め
る
学
者
有

志
：
鈴
木
淳 

東
京
大
学
大
学
院
教
授
／
古
川

隆
久 

日
本
大
学
教
授
／
瀬
畑
源 

龍
谷
大
学

准
教
授
＊
リ

１０
月
２６
日
２６
５８

会
リ

会
リ

会
リ
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ア
ン
デ
シ
ュ
・
テ
グ
ネ
ル 

疫
学
者
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
政
府
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
責
任
者
＊
リ

／
ペ
ー
ル
エ
リ
ッ
ク
・
ヘ
ー
グ
ベ
リ 

駐
日
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
【
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
コ
ロ
ナ

対
策
】

１１
月
２
日
２１
５９

向
井
治
紀 

内
閣
官
房
番
号
制
度
推
進
室
長

【
デ
ジ
タ
ル
庁
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
１
）】

１１
月
４
日
２１
６２
詳

尾
﨑
治
夫 

東
京
都
医
師
会
会
長
【
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
（
４７
）】

１１
月
５
日
２７
６５

人
文
社
会
系
学
協
会
連
合
連
絡
会 
学
術
会
議

任
命
拒
否
問
題
で
共
同
声
明
：
石
井
ま
こ
と 

社
会
政
策
学
会
代
表
幹
事
（
大
分
大
学
教
授
）

／
河
村
哲
二 

経
済
理
論
学
会
代
表
幹
事
（
法

政
大
学
教
授
）／
木
原
活
信 

日
本
社
会
福
祉

学
会
会
長
（
同
志
社
大
学
教
授
）／
木
村
茂
光 

日
本
歴
史
学
協
会
常
任
委
員
（
東
京
学
芸
大

学
名
誉
教
授
）／
木
本
忠
昭 

日
本
科
学
史
学

会
会
長
（
東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授
）／
坂
上

貴
之 

日
本
心
理
学
会
理
事
長
（
慶
應
義
塾
大

学
名
誉
教
授
）／
佐
藤
泉 

日
本
近
代
文
学
会

運
営
委
員
長
（
青
山
学
院
大
学
教
授
）／
島
薗

進 

日
本
宗
教
研
究
諸
学
会
連
合
委
員
長
（
上

智
大
学
教
授
）／
野
家
啓
一 

日
本
哲
学
系
諸

学
会
連
合
委
員
長
（
東
北
大
学
名
誉
教
授
）／

広
田
照
幸 

日
本
教
育
学
会
会
長
（
日
本
大
学

教
授
）

１１
月
６
日
２７
２９

國
井
修 

世
界
エ
イ
ズ
・
結
核
・
マ
ラ
リ
ア
対

策
基
金
（
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ
ン
ド
）
戦
略
投

資
効
果
局
長
【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
４８
）】

１１
月
９
日
２２
４８

梅
屋
真
一
郎 

野
村
総
合
研
究
所
未
来
創
発
セ

ン
タ
ー
制
度
戦
略
研
究
室
長
【
デ
ジ
タ
ル
庁

と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
２
）】

１１
月
１１
日
１８
４９

荒
中 

日
本
弁
護
士
連
合
会
会
長

１１
月
１３
日
１５
２３

パ
ト
リ
シ
ア
・
フ
ロ
ア 

駐
日
欧
州
連
合
代
表

部
代
表
・
大
使

１１
月
１３
日
２０
２８

高
橋
昌
幸 

北
海
道
神
恵
内
村
長
＊
リ

１１
月
１３
日
１３
６２

茂
木
敏
充 

外
務
大
臣

１１
月
１６
日
３４
８１

田
原
総
一
朗 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
【
著
者
と
語

る
『
戦
後
日
本
政
治
の
総
括
』】

１１
月
１６
日
３４
５２

沖
大
幹 

国
連
大
学
上
級
副
学
長

１１
月
１７
日
１１
３０

焼
家
直
絵 

国
連
世
界
食
糧
計
画
（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）

日
本
事
務
所
代
表
／
ラ
ス
ム
ス
・
エ
ー
ゲ
ン

ダ
ル 

同
イ
エ
メ
ン
事
務
所
副
代
表
＊
リ

１１
月
１７
日
１７
３２

山
口
昌
子 

元
産
経
新
聞
パ
リ
支
局
長
（
在
仏
）

＊
リ
【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
４９
）】

１１
月
２０
日
７
４１

小
林
恭
子 

在
英
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
＊
リ
【
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
５０
）】

１１
月
２４
日
７
４４

清
水
康
之 

い
の
ち
支
え
る
自
殺
対
策
推
進
セ

ン
タ
ー
代
表
理
事 

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（
５１
）】

１１
月
２５
日
２２
６７

熊
谷
徹 

在
独
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
＊
リ
【
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
５２
）】

１１
月
２５
日
６
８８

兒
玉
和
夫 

フ
ォ
ー
リ
ン
・
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー

理
事
長
、
前
Ｅ
Ｕ
大
使

１１
月
２６
日
９
２４

小
泉
進
次
郎 

環
境
大
臣

１１
月
２６
日
３９
６０

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
個
人
番
号
制
度
：
イ
ン
ゲ

ヤ
ー
ド
・
ヴ
ィ
デ
ル 

国
税
庁
事
業
開
発
担
当

官
／
ソ
フ
ィ
ー
・
ア
ン
カ
ル
ク
ロ
ー
ナ
＝
テ
リ

ー
ン 

イ
ン
フ
ラ
整
備
省
デ
ジ
タ
ル
社
会
局
顧

問
／
ロ
ー
ゲ
ル
・
フ
ァ
ー
ゲ
ル
ー
ド 

イ
ン
フ

ラ
整
備
省
デ
ジ
タ
ル
行
政
部
門
シ
ニ
ア
ス
ト

ラ
テ
ジ
ス
ト
／
高
橋
佳
代  

同
国
在
住
＊
全

員
リ
【
デ
ジ
タ
ル
庁
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
３
）】

１１
月
２７
日
５
３３

西
山
隆
行 
成
蹊
大
学
教
授
【
米
大
統
領
選
の

行
方
（
８
）】

１１
月
３０
日
１５
３４

セ
ル
ギ
ー
・
コ
ル
ス
ン
ス
キ
ー 

駐
日
ウ
ク
ラ

イ
ナ
大
使

１１
月
３０
日
１６
２０

三
木
由
希
子 

情
報
公
開
ク
リ
ア
リ
ン
グ
ハ
ウ

ス
理
事
長
【
デ
ジ
タ
ル
庁
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
４
）】

１２
月
１
日
１１
３８

越
塚
登 

東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
長
・
学

際
情
報
学
府
長
【
デ
ジ
タ
ル
庁
と
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
５
）】

１２
月
７
日
２１
４５

手
塚
悟 

慶
應
義
塾
大
学
教
授
【
デ
ジ
タ
ル
庁

と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
６
）】

１２
月
１１
日
１７
３６

梅
本
和
義 

国
際
交
流
基
金
（
Ｊ
Ｆ
）
理
事
長

１２
月
１６
日
３５
３４

森
信
茂
樹 

東
京
財
団
政
策
研
究
所
研
究
主
幹

【
デ
ジ
タ
ル
庁
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
７
）】

１２
月
１７
日
１２
３８
詳

浅
見
靖
仁 

法
政
大
学
教
授
【
揺
れ
る
タ
イ
　

反
政
府
デ
モ
の
行
方
は
】

１２
月
１８
日
１４
３２

長
谷
川
秀
樹 

国
立
感
染
症
研
究
所
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
長
【
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
５３
）】

１２
月
２１
日
２９
８４

石
井
健 

東
京
大
学
医
科
学
研
究
所 

感
染
・

免
疫
部
門
ワ
ク
チ
ン
科
学
分
野
教
授
＊
リ【
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
５４
）】

１２
月
２２
日
１３
７９
詳

柳
美
里 

作
家

１２
月
２３
日
３７
６７
詳

河
野
太
郎 

行
政
改
革
担
当
大
臣

１２
月
２５
日
２７
５１

浅
川
雅
嗣 

ア
ジ
ア
開
発
銀
行
（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）
総

裁

＊
１
月
１２
日

９７

矢
嶋
康
次 

ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
研
究
理

事
、
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
【
２
０
２
１
年
経

済
見
通
し
（
１
）】

＊
１
月
１３
日

９４

村
山
治 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト【
著
者
と
語
る『
安

倍
・
菅
政
権
ｖ
ｓ
．
検
察
庁 

暗
闘
の
ク
ロ
ニ

ク
ル
』】

＊
１
月
１４
日

８９

平
将
明 

衆
議
院
議
員
（
自
由
民
主
党
）【
次
の

１０
年
　
若
手
政
治
家
に
問
う
（
８
）】

＊
１
月
１４
日

４２

関
根
敏
隆 

一
橋
大
学
国
際
・
公
共
政
策
大
学

院
教
授
【
２
０
２
１
年
経
済
見
通
し
（
２
）】
＊
１
月
１５
日

９２

大
槻
奈
那 

マ
ネ
ッ
ク
ス
証
券
執
行
役
員
【
２

０
２
１
年
経
済
見
通
し
（
３
）】

＊
１
月
１８
日

６９

津
田
雄
一 

「
は
や
ぶ
さ
２
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ー
ジ
ャ
＊
リ

＊
１
月
１８
日

９３
詳

小
林
慶
一
郎 

東
京
財
団
政
策
研
究
所
研
究
主

幹
【
２
０
２
１
年
経
済
見
通
し
（
４
）】

＊
１
月
２０
日

１０２

梅
屋
真
一
郎 

野
村
総
合
研
究
所
未
来
創
発
セ

ン
タ
ー
制
度
戦
略
研
究
室
長
／
武
田
佳
奈  

同
未
来
創
発
セ
ン
タ
ー
未
来
価
値
研
究
室
上

級
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
【
コ
ロ
ナ
禍
で
急
増
す
る

女
性
の
『
実
質
的
失
業
』
と
孤
立
】

＊
１
月
２１
日

６３

友
田
信
男 

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
常
務
取
締
役

情
報
本
部
長
【
２
０
２
１
年
経
済
見
通
し

（
５
）】

＊
１
月
２５
日

８９

藤
崎
一
郎 

元
駐
米
大
使
【
バ
イ
デ
ン
の
ア
メ

リ
カ
（
１
）】

＊
１
月
２６
日

１０６

会
リ

会
リ

会
リ
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下
山
進 
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
【
著
者
と

語
る
『
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
征
服
』】

＊
１
月
２７
日

６２

ポ
ー
ル
・
マ
デ
ン 
駐
日
英
国
大
使

＊
１
月
２８
日

８８

梶
谷
懐 

神
戸
大
学
大
学
院
教
授
＊
リ
【
２
０

２
１
年
経
済
見
通
し
（
６
）】

＊
１
月
２９
日

８５

戸
田
公
明 

岩
手
県
大
船
渡
市
長
＊
リ
【
３
・

１１
か
ら
１０
年
（
１
）】

＊
１
月
２９
日

６３

達
増
拓
也 

岩
手
県
知
事
＊
リ
【
３
・
１１
か
ら

１０
年
（
２
）】

＊
２
月
１
日

８０

山
田
久 

日
本
総
合
研
究
所
副
理
事
長
＊
リ

【
２
０
２
１
年
経
済
見
通
し
（
７
）】

＊
２
月
３
日

８０
詳

宮
本
皓
一 

福
島
県
富
岡
町
長
＊
リ
【
３
・
１１

か
ら
１０
年
（
３
）】

＊
２
月
４
日

８１

菅
原
茂 

宮
城
県
気
仙
沼
市
長
＊
リ
【
３
・
１１

か
ら
１０
年
（
４
）】

＊
２
月
４
日

６５

杉
岡
誠 

福
島
県
飯
舘
村
長
＊
リ
【
３
・
１１
か

ら
１０
年
（
５
）】

＊
２
月
８
日

８８

戸
羽
太 

岩
手
県
陸
前
高
田
市
長
＊
リ
【
３
・

１１
か
ら
１０
年
（
６
）】

＊
２
月
１２
日

９０

須
田
善
明 

宮
城
県
女
川
町
長
＊
リ
【
３
・
１１

か
ら
１０
年
（
７
）】

＊
２
月
１６
日

６９

片
山
善
博 

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
授
＊
リ

【
著
者
と
語
る
『
知
事
の
真
贋
』】

＊
２
月
１６
日

６８
詳

内
堀
雅
雄 

福
島
県
知
事
＊
リ
【
３
・
１１
か
ら

１０
年
（
８
）】

＊
２
月
１７
日

７０

五
百
旗
頭
真 

公
益
財
団
法
人
ひ
ょ
う
ご
震
災

記
念
２１
世
紀
研
究
機
構
理
事
長
【
３
・
１１
か

ら
１０
年
（
９
）】

＊
２
月
１７
日

６２

齊
藤
貢 

前
駐
イ
ラ
ン
大
使
【
米
政
権
交
代
と

イ
ラ
ン
・
湾
岸
情
勢
の
行
方
】

＊
２
月
１８
日

６１

遠
藤
雄
幸 

福
島
県
川
内
村
長
＊
リ
【
３
・
１１

か
ら
１０
年
（
１０
）】

＊
２
月
１９
日

６５

澤
田
純 

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）

代
表
取
締
役
社
長

＊
２
月
１９
日

７４

山
本
正
德 

岩
手
県
宮
古
市
長
＊
リ
【
３
・
１１

か
ら
１０
年
（
１１
）】

＊
２
月
２２
日

６０

飯
泉
嘉
門 

全
国
知
事
会
会
長
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
緊
急
対
策
本
部
長
（
徳
島
県
知
事
）

／
平
井
伸
治 

同
部
長
代
行
（
鳥
取
県
知
事
）

＊
全
員
リ
【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
５５
）】

＊
２
月
２２
日

６８

吉
田
数
博 

福
島
県
浪
江
町
長
＊
リ
【
３
・
１１

か
ら
１０
年
（
１２
）】

＊
２
月
２４
日

６０

佐
藤
仁 

宮
城
県
南
三
陸
町
長
【
３
・
１１
か
ら

１０
年
（
１３
）】

＊
２
月
２４
日

５３

中
西
嘉
宏 

京
都
大
学
准
教
授
＊
リ
【
ミ
ャ
ン

マ
ー
情
勢
】

＊
２
月
２４
日

８４

大
坪
毅
人 

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
病
院
長

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
５６
）】

＊
２
月
２５
日

５５

モ
ル
テ
ザ
・
ラ
フ
マ
ー
ニ
・
モ
ヴ
ァ
ッ
ヘ
ド 

駐
日
イ
ラ
ン
大
使

＊
２
月
２６
日

４３

福
井
健
策 

弁
護
士
／
伊
東
敦 

一
般
社
団
法

人
Ａ
Ｂ
Ｊ
広
報
部
会
長
（
集
英
社
編
集
総
務

部
部
長
代
理
）【
オ
ン
ラ
イ
ン
海
賊
版
の
猛
威

―
改
正
著
作
権
法
施
行
と
国
際
的
な
課
題
】

＊
２
月
２６
日

５３

一
力
遼 

囲
碁
二
冠
、
河
北
新
報
社
記
者
／
宋

光
復 

九
段

＊
３
月
１
日

５０

グ
レ
ン
・
Ｓ
・
フ
ク
シ
マ 

米
国
先
端
政
策
研

究
所
上
席
研
究
員
＊
リ
【
バ
イ
デ
ン
の
ア
メ

リ
カ
（
２
）】

＊
３
月
３
日

８４

細
野
豪
志 
衆
議
院
議
員
＊
リ
【
３
・
１１
か
ら

１０
年
（
１４
）】

＊
３
月
４
日

５６

三
浦
ま
り 

上
智
大
学
教
授
＊
リ
【
ジ
ェ
ン
ダ

ー
と
政
治
（
１
）】

＊
３
月
４
日

５４

被
災
地
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
座
談
会
：
遠
藤

隆  

「
た
ゆ
た
え
ど
も
沈
ま
ず
」
監
督
、
テ
レ

ビ
岩
手
シ
ニ
ア
報
道
主
幹
／
小
森
は
る
か  

「
空
に
聞
く
」
監
督
／
島
田
隆
一  「
春
を
告
げ

る
町
」
監
督
／
尹
美
亜  

「
一
陽
来
復 
Ｌ
ｉ
ｆ

ｅ 

Ｇ
ｏ
ｅ
ｓ 

Ｏ
ｎ
」
監
督
＊
全
員
リ
【
３
・

１１
か
ら
１０
年
（
１５
）】

＊
３
月
５
日

４８

武
田
真
一 

宮
城
教
育
大
学
特
任
教
授 

、「
３１１
い

の
ち
を
守
る
教
育
研
修
機
構
」
統
括
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
【
３
・
１１
か
ら
１０
年
（
１６
）】

＊
３
月
８
日

４５

梅
屋
真
一
郎 

野
村
総
合
研
究
所
未
来
創
発
セ

ン
タ
ー
制
度
戦
略
研
究
室
長
／
武
田
佳
奈  

同
未
来
価
値
研
究
室
上
級
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

【
な
ぜ
〈
実
質
的
失
業
者
〉
に
支
援
の
手
が
届

か
な
い
の
か
】

＊
３
月
９
日

５５

ミ
ハ
イ
ル
・
ユ
ー
リ
エ
ヴ
ィ
チ
・
ガ
ル
ー
ジ
ン 

駐
日
ロ
シ
ア
大
使

＊
３
月
１０
日

６５

香
取
照
幸 

上
智
大
学
教
授
、
一
般
社
団
法
人

未
来
研
究
所
臥
龍
代
表
理
事

＊
３
月
１５
日

１０６

ナ
ビ
ル
・
シ
ャ
ア
ス 

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府

議
長
外
交
顧
問
（
元
外
相
）
＊
リ

＊
３
月
１７
日

６２

伊
藤
公
雄 

京
都
産
業
大
学
教
授
＊
リ
【
ジ
ェ

ン
ダ
ー
と
政
治
（
２
）】

＊
３
月
１９
日

４４

前
田
健
太
郎 

東
京
大
学
大
学
院
准
教
授
＊
リ

【
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
政
治
（
３
）】

＊
３
月
２２
日

５６

ラ
ン
・
バ
リ
ツ
ェ
ル 

イ
ス
ラ
エ
ル
コ
ロ
ナ
対

策
専
門
家
チ
ー
ム
代
表
＊
リ
【
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
（
５７
）】

＊
３
月
２４
日

８７

第
２３
回
記
者
研
修
会
「
リ
モ
ー
ト
取
材
」

�

１２
／
７
～
９
　
計
２４５
人

須
藤
龍
也 

朝
日
新
聞
社
編
集
委
員
（
サ
イ
バ

ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
担
当
）
＊
リ

＊
１２
月
７
日

９３

大
矢
英
代 

在
米
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
監
督
＊
リ

＊
１２
月
８
日

７５

秋
元
宏
美 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
報
道
部
／

加
藤
弘
士 

ス
ポ
ー
ツ
報
知
デ
ジ
タ
ル
編
集
デ

ス
ク
／
吉
田
純
子 

朝
日
新
聞
社
文
化
く
ら
し

報
道
部
編
集
委
員
　
＊
３
氏
リ

＊
１２
月
９
日

７７

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
取
材
団
　
１１
／
１７
～
１９
　
９
社
１０
人

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
構
内
▼
ホ
テ
ル
双

葉
の
杜 

志
賀
崇
社
長

１１
月
１７
日

東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
▼
産

業
交
流
セ
ン
タ
ー
▼
吉
田
数
博 

浪
江
町
長

１１
月
１８
日

Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
施
設
▼
請
戸
漁
協
▼
ふ
た
ば

未
来
学
園

１１
月
１９
日

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
取
材
団

　
３
／
５
、
６
　
各
５
人
（
計
１０
社
１０
人
）

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
構
内

３
月
５
日

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
構
内

３
月
６
日

会
リ

会
リ

会
リ
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リ
モ
ー
ト
岩
手
・
宮
城
取
材
団
　
２
／
１５
、
１６

会
リ

平
塚
隆
一
郎 
山
徳
平
塚
水
産
社
長
＊
リ

＊
２
月
１５
日

１０

佐
藤
敏
郎 
「
小
さ
な
命
の
意
味
を
考
え
る
会
」

代
表
＊
リ

＊
２
月
１５
日

１１

記
者
ゼ
ミ
「
重
要
に
な
る
科
学
記
者
の
役
割
」　
１１
回会

リ

岡
部
信
彦 

川
崎
市
健
康
安
全
研
究
所
所
長
＊

リ

＊
６
月
１
日

７５

松
下
和
夫 

地
球
環
境
戦
略
研
究
機
関
（
Ｉ
Ｇ

Ｅ
Ｓ
）
シ
ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー

７
月
７
日
１０

石
井
雅
男 

気
象
研
究
所
研
究
総
務
官

７
月
２８
日
２０

武
藤
香
織 

東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
公
共
政

策
研
究
分
野
教
授

９
月
１６
日
２４

高
田
秀
重 

東
京
農
工
大
学
農
学
研
究
院
・
物

質
循
環
環
境
科
学
部
門
教
授

１０
月
１３
日
１０

堀
田
康
彦 

地
球
環
境
戦
略
研
究
機
関
（
Ｉ
Ｇ

Ｅ
Ｓ
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

１０
月
２８
日
６
１０

山
本
卓 

広
島
大
学
大
学
院
統
合
生
命
科
学
研

究
科
教
授
＊
リ

＊
１１
月
２６
日

２０

宮
坂
昌
之 

大
阪
大
学
名
誉
教
授
＊
リ

＊
１２
月
１５
日

３１

平
田
直 

防
災
科
学
技
術
研
究
所
首
都
圏
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
長
＊
リ

＊
２
月
１２
日

３５

今
村
文
彦 

東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所

所
長
（
教
授
）
＊
リ

＊
２
月
１７
日

２７

岡
部
信
彦 

川
崎
市
健
康
安
全
研
究
所
所
長

＊
３
月
２６
日

５１

土
曜
記
者
ゼ
ミ
「
調
査
報
道
編
」　
９
回

会
リ

奥
山
俊
宏 

朝
日
新
聞
社
編
集
委
員

６
月
２０
日
６８

奥
山
俊
宏 

朝
日
新
聞
社
編
集
委
員
／
熊
田
安

伸 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
報
道
部
専
任
部
長

７
月
１８
日
２９
５５

長
谷
川
智
一 

共
同
通
信
札
幌
支
社
編
集
部
次

長
／
室
矢
英
樹 

朝
日
新
聞
大
阪
本
社
社
会
部

記
者

９
月
１９
日
２４
４５

市
川
衛 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
チ
ー
フ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
／
福

野
泰
介 （
株
）
ｊ
ｉ
ｇ
．
ｊ
ｐ
創
設
者
＊
リ

１０
月
１７
日
２０
５１

奥
山
俊
宏 

朝
日
新
聞
社
編
集
委
員
／
豊
田
祐

基
子 

共
同
通
信
社
特
別
報
道
室
次
長

１１
月
２１
日
１３
３５

奥
山
は
る
な 

毎
日
新
聞
社
人
事
部
（
前
社
会

部
記
者
）／
杉
本
宙
矢 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
報
道
部
／
塚
原
英
治 

弁
護
士

１２
月
１９
日
１４
４２

大
矢
英
代 

在
米
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
監
督
＊
リ
／
坂
本
昌
信 

静

岡
新
聞
社
社
会
部

＊
１
月
１６
日

５３

村
山
治 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
／
平
本
信
敬 

日

本
経
済
新
聞
社
経
済
部
／
山
田
剛 

日
経
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ラ
ボ
上
席
研
究
員
／
鷺
森
弘 

日
本
経
済
新
聞
社
総
合
編
集
グ
ル
ー
プ
次
長

＊
リ

＊
２
月
２０
日

６５

高
田
昌
幸 

東
京
都
市
大
学
メ
デ
ィ
ア
情
報
学

部
教
授
／
高
田
氏
ら
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
チ
ー

ム

＊
３
月
１３
日

５３

土
曜
記
者
ゼ
ミ
「
Ｉ
Ｔ
編
」　
４
回

会
リ

松
波
功 

中
日
新
聞
社
電
子
編
集
部
／
山
本
智 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ワ
ー
ル
ド
ニ
ュ
ー
ス
部
副
部
長
／
西

尾
能
人 

朝
日
新
聞
社
国
際
報
道
部
＊
リ

７
月
１１
日
２４
４０

川
上
貴
之 

時
事
通
信
社
／
宇
佐
美
理 

日
本

テ
レ
ビ
／
小
倉
誼
之 

朝
日
新
聞
社
／
白
井
政

行 
朝
日
新
聞
メ
デ
ィ
ア
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
／

田
中
孝
憲 
報
知
新
聞
社

９
月
２６
日
１３
３５

村
上
建
治
郎 
Ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｔ
ｅ
ｅ
代
表
取
締
役

／
宇
佐
美
理 
日
本
テ
レ
ビ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
戦
略
本
部

専
門
部
長

１１
月
１４
日
７
２１

田
中
孝
憲 

報
知
新
聞
社
編
集
局
編
成
部
デ
ジ

タ
ル
担
当
／
松
波
功 

中
日
新
聞
社
電
子
編
集

部
（
特
別
編
）
＊
リ

＊
１
月
２３
日

３１

試
写
会
・
上
映
会
　
９
回

会
リ

は
り
ぼ
て

８
月
４
日
５１

靴
ひ
も

９
月
１６
日
３８

空
に
聞
く 
１０
月
３０
日
５５

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
海 

１１
月
４
日
３０

痛
く
な
い
死
に
方

＊
１
月
２２
日

地
球
で
最
も
安
全
な
場
所
を
探
し
て 

＊
２
月
１２
日

た
ゆ
た
え
ど
も
沈
ま
ず 

＊
２
月
１９
日

一
陽
来
復 

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ 

Ｇ
ｏ
ｅ
ｓ 

Ｏ
ｎ 

＊
２
月
２６
日

標
的 

３
月
３０
日
６０

一
般
行
事
　
１
回

会
リ

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
・
同
特
別
賞
受
賞
記
念

講
演
会
　
ク
ラ
ブ
賞
：
青
野
由
利 

毎
日
新
聞

社
論
説
室
専
門
編
集
委
員
、
特
別
賞
：
Ｎ
Ｎ

Ｎ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
・
シ
リ
ー
ズ
　
代
表
と
し

て
遠
藤
隆 

テ
レ
ビ
岩
手
報
道
制
作
局
シ
ニ
ア

・
報
道
主
幹
兼
コ
ン
テ
ン
ツ
戦
略
室
長
＊
リ

＊
７
月
２９
日

１０８
詳

会
リ

会
リ




